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創立満十五年記念事業計量に就いて

我日本建築防協J 千命すは大ブ方J 各イ住11立tr. のr然品;誠i減!成主士なEる御I賞士助と懇切1友主る御後援と Ii:こイ依交り本f介守，品

主迷主成 lにζ 逗逝5逃しイ引刊:j も建2築告 l民て闘l肺防する 事項は理論と賓際l陀乞依械して汎〈その質現と指導と K 月仰!可?  

り活 ｫ 々工巧 Ｕ を牧め、常 ｬ と建築ｊｬｾの先砲と主主りて ｪ 社合公主主のために活躍し今や我問 ｬ 乞於ける最

も有力主主る l明惜のー・として成長し恰も本年を以て創立f繭十五年を迎へる l亡到りたるは拘l亡

j剖 i日の王 りで深 〈感謝する次第であります。

府Ａれば本合は大疋六年恭 三 Ｉｾ閥 ｬ 河建築協合と名づけて倒立せ ら れ 、 大正八午月日本建

築協合 とL.!xf. i i ]し逐/'f 隆僚となり 、大A 十訂:(，1ミ十月初織を枇閣法人 l亡夏めいよいよその恭礎

を照貰 ｬζ し、合員の如きも内地はｾＩ論法〈鮮、潟 、 事 、 支那等 ｬ と Ｑｉ りその数今や Ｑ ＳＰＰ 名

を ｩｨｬ ゆるの大を致せめ。との ＱＱ 日Ｉｾ刊 雑誌「建築と枇合」を強行 し 蹴をｍｩＺねるとと ｝ 78 或は

建築関係 ＡωｌＧｩ ーをＡｩ ｜ ｽ［反したるもの十数種に及ぶ 、 又一商各種の委員舎を常設して者 ｦ Ｕｔ ｉ Ｇｪ ｾ Ｍ Ｑ 費、

法規、教化、 ｾ￱Ｚ料 、 災害町立 、 設も ｭ Ｎ 11:宅等lて闘し不良fr の調在研究を遂げ 、その結果を天

下 l亡公表 し攻究 lて1)1，し 、工長は建築rc lt 討する重要なる 窓見を要路l亡建白し、或は嘗て我図 lと

於 け る ｬ ｭ 矢とも云ふ べき Ｑ ｴ 宅己主 Ｉｪ ｾ ｲ ｉ ｗＺｾｾ 合を僻して著しき成 Ｑ しを収げ 、 或は ｈ 加亡展覧舎を ｉｈｾ

ＱＱＱＱ して建築の知識普及を計 りたる 等建築 ｗ Ｎ の進歩張主 ｾｴ｣ 資 し たる事蹟は Ｕ Ｒｴ し砂少ならざる

ものあるを自信するものであります。

古来男子十五歳 lモ主主すれは. とれを一ー時機として元服しI祝福するの習あり。本舎は今元服

の好践を迎ふ . 自j J ちとれを記念すると共に吏 l亡一段と飛躍暢達すべきの1F! i ' 1' L到った。蕊l乙

於て本舎は過去を迫想し帰来 (C備ふるため住き年の今秋を卜して大 l亡意義るる記念卒業並

ICiJi兄賀大舎を1111 し. 以て従米常l亡伐さんと芯しつ L もとれを主主成し得ざりし事項その他を

綜介し 、と の好機を ｾＡｾｉｊ してとれが清算をなすと同時に今後辰Ｍ居の進展を期し斯界のため

ますます穴献する ｲｾｩ あらんとする次第であります ｲ

今 ｬ てに洲十｝ＱＮ年記念事業並 ｉ ｃｉ ｉ 叫賀大合計訴の大綱を掲げて大方の熱心なる数力 ｩ ｊＮｾ 協賛を

乞はんとするものでるります。

1. 住宅博覧曾の開催

2  建築展覧曾の開催

6 .  主 要建築物及工場の見畢旋行

フ. r建築と社曾」記念特輯競の設行

3 .  住宅設計圃案の懸賞募集 8.  圃書の出版

4 .  建築逼俗大講演曾の開催 9 .  建築曾館建設の企霊

5  建築巡回講演奮の開催 1 0.  記念祝賀大曾の開催

江iて1i-: 宅1lollE舎は今秋と* がとの二季l乙分って故ケ } Wlc IJl J催すべき 7象定でありますが.

ｾｍｌ も住宅の改善改良を主 ＱＱ 民とし各佐官設計 ｬｩ ，， ＩＱ 奈のｽ｛ｌｦ，食器集 ｉ ｃ 依りその俊秀なる後を賞 ｉ 由

民五i: f，Z す る: 立問であ りますの

ifil: 同|

μ; 人
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職工向分譲住宅設計園案懸賞募集

1  段 計 J 要 旨

本 l首l案ノ、 j ミトシ テ 家 政 チー (1 シー hl /  J肱入アノレ 工 場 労 務 者 / {' メニ税 ユ文抑 ヒ ッ 、アル 家 賃 卜由* 々i寸傾 ノ月賦 令 /

扮 込 = 依リ) 1: ノ 所 有 機 テ 取得 セシムベキ仙' じア ー 仰 い 地 域内 ニｾ 設セ ｙ ト スルモ ノナル ヲ 以 テ 其 Ｏ 設 計 ユイナテ ノ、
質葉桜j ; [ '7 行ト シ肘 (:1: / 安令 、快 迎、保 健、 似 手IJ、耐久苦手ーノ知= 注12 シテ ;Iil. ( f ノ 生 活様 式 チ基 調 トスノレト J 七三 将

来斯宇if[ 住 宅 ノ腕趨針路' 7 e示スモノ{ ' ，" 様計設スル コト

2  雁 募設 計要 件

( イ) 敷 地

市街地建築物法ノ; 白川チそヶ κ j 析、7)' i Uノ胞 設アノι 地 域 内 トシ敷 地 ノ成 サ 四 千主l' 内外 ニ シ テ略々 矩 形 ヲ ナ ス

Zji 坦 地 トス Jt ノ方位 、活 路 帆 民主宇ノ、凶芯 。 但 シー 住 宅1.¥・ リ敷 地坪 数 ノ、平均三 十 坪 以 内 トシ見 蛍遜: 凶地 等 共 同

施設 ヲナ シ ￭ｾ Ｇ Ｚ ペ キ生 地 ヲ イ 子 スノレコ ト ー

( ロ 〉 住 宅 ノ 都 知

住宅/ 司' )式ノ、ー戸 長]l; -I，:，fof[h¥以 上 ト シ 戸ノ 延 坪主主ノ、十 一ヒ主!と以 内トス o j旦シ 十 三ご:坪 以 内 ノモ ノ少 ク共 二別 式以

上 トシ会住宅 ノZ["- より坪数ノ、 1' /，:上l' 以 内 トス

( ノ、 ) 様 式、務長主

総テ 木 造 ト シ 様式ノ、任意 ナルモ ＧＱ ＩＱ Ｎ 調ニ ｾ ｩｾ Ｇｦスル チ遊ケ 桃 注 ｩ 次官ｉ￬］Ｍ 付 テノ、特 Ｚｊ ｊＺＺ凶Ｏ鋲候風土］迎合シ耐京 、 防

搬 、防 h.<' Ｑ［ 右 ｦｾｻ 等］官 Ｇ Ｑ ＱＳ Ｚ シ耐久 ｮ アノ ι 様 Ｚ ｕ よスノレコ卜

( : ) 主]l; 築位

l 坪 '1:;: ; リ6 O:tll 内外ト ス

Ｑｌｌ νｔ 立 ｦ 昔 、 ｝ｌｊ 折 、 給水 、 排水 、 門折 、 ｴ Ｉ ， Ｇ ｛ 樹ｾｾｾ I  ｛ｾ ｦ Ｎ ｴ ｴＮ作設 ｦ Ｚ［ ｉｊ Ｇ ｾＨ 7  ｾマズ

3. 所 要 圏直 美 J 他

( イ〉放地| 佐川和:11 縮 尺2円O分ノ 1 ( 1必〉

道 路 、{liI J ￏｩＧｬｴ 、 政地 制 ｾＨ￪Ｚ Ｕ 己Ｍｪ ｻ Ｈ滋 Ｂｾｊ 血 ｴＮｾ［Ｏ 1・i 山空 j也/ ［ＱＱ 鍛ヲナシ作手，ｔｬＨ主 Ｇ 七ノ目 ｉｾ ii 皇子示ス コ ト( カ{ 立記入 ノ コ ト〉

( ロ〉 千千種住宅千千附/f-而 l邑W. ピ立市幽 前 ｩ￭ｾ 1CO分ノ 1 ( 1_!;!i : 2.rJl 正j¥)

三千百悩l ユハ 方 位、上l' 数 字 7 明 記 Y :iJ: 而 凶 ノ、 jE 商 /えピ 随 意 / 1而I 、イ井七テ 2而I トス

ゃっ ｰ［ Ｎ・ ノ他ノ構泣設 ｦｩｩｬＺ 陸自シ 特 ｺ 考慮シ ｆ ノ ι ｲｾｾ 分 アノレトキノ 、 共Ｏ ｾＱ 洋 納 附 ｬ 縮 尺20分ノ l

( : )  ;況 I別ノ、千千本内白1¥&ピill 物 外 市 / 椛 泣 、イ._t ｊＭＮ並エ主主 ｅ 構 泣設備ｾ宇ニ倒スノレ設計概 ｉｩｊ［￪ニ Ｑ Ｑ ＭＮ メ簡 明］悩 ｼ 商Ｏ 依

) ' ) ュ必入スルコ ト

4. 入選者 J 等級並 = 賞金

1  ｾ ｜＾＠ 1  f; ＷＰＰ Ｑ Ｑｾ Ｑ＠ Ｒｾ［＠ 1名 15GIi11 34茅 l名 1CO旧l

5 締切初日 I1wfi 17
1
j'- 10  J] 2S 日

｢ｲｾＩ［＠ r，ーハ ド!日 マデニプF 氾 : yI J ;. 土=λ ノレ;f，-ntllill ノコ卜

ｊＮｬ ｴ［ ［ ｾ 市 麹 ｮｬ ｦｬ 垣内ド ＱＱＱ ＱＧ Ｒ r 口2-/11二j 也 削削 11，人 kiJ 潤 令

6  ｾ首 選者設表
11M利7"1ユ11月25 日マヂュ '，;;: ;llf 者 =- j 凶I' II チをま スル 他 本 合 事 務所 il Ij : 掲 示ス

Ｗ Ｎ 審査 員 Ｈ イ口 ノ、 ｾｉ 日〉

工 ｛ ｾ， Ａ i'.C( て1: :主 JJ ;i Hi . 虫1¥氏

内務作事) :合 同

技 削i

中 村

佳作 10名 50出l苑

j.':U毛

工舷j i . y: 七 内 日1 I[，Y: - ー氏 山 本 flH 郎 氏

松 |河 日i'J 吉氏
同澗舎診・ ｴ ｾ J l 露関 問 ー氏

内務省川上'fq川 内 海il '友 俊 民

自音 波 課 長 l  

8  感募心得

( イ〉 出I i 国ノ、 "1 ('.!.製1"jllJ i ! 紙大刻午校= 墨書シ陰影叉ノ、色彩テ施サ，' * )[. . .コト o (旦 シ敷地阿古llli01ハ 此 / 限 リ = ア ラ

アよ

(口 ) 千千 i目li百ニノ、昨披( 文字ニ限/ " ) '7 ｦｾ ν ｽＩ ｉ Ｉ＠ ］二階披ｾＨ［Ｎ : 住所 、氏 名 、職 業〈勤 務 先共 入 年 齢 ヲ記 セ ル紙 片 ヲ拾:

対 ジ タノι よL lf /  1<ii W =-- 前心H庁自主ヲ z氾シタ ル モノ ア添付スノι コ ト

ゃっ 肘liiii ノ、 ｴ ， ｦ ， シ テ 般 ｩｬｬ ニ包技 � ｲ ＺｬｦＺ ｮ ＡｦｬＮＮＡ｜ｾｾ凶案 Ｏ 文字テ ｩｩｔｉ 入シ主主 ｩ 主スルコ ト
m y  Ｚｪ ｴｾ ＳＧｦ後返 還 テ希望スルモノハｾ ｾ ｴＺ ｲｴ ｬ 小包料〈 重ｬＧ 努〉ヲ同封スルコ ト 、 む逃セザノ ι 闘案エシテ後 表 後 ＵＰ 日 子 組
;:r. f，' ，]"，; I  J医リ ヲナサ ずノレ モ ノノ、本 合 = 於 テ ;也宜 民主分ス

(ニ)1i¥' : i ' i : ノ結 果 =:.1J - シ説 lりJ "/  : 求メメノ、異議 ヲII I，'/ . ツルコト '7 ｾｾ ｊＮ メ

( ホ) 1首選悩l案 ニ側 スル ーレj ノ機干1) ノ、本 合 =. Q市民ス ノレモ ノ トス

昭和7年8月 〔規程萎郵券2銭〉

東京市却 11' 1，¥刑判 r1' 2-J ・目2格 J也 財 団 法 人 同 潤 曾

包括銀 座(57) 4310- 4314番

1  



第一生命保険相互曾枇本舘建築設計園案懸賞募集規程

第 一 依 第 一 生 命保険相 互 合 制［ノ 、 本土 足 科ｾ］披 リ 本館Ｏ

建築 断案 7 懸 賞募 集 ス

第 二 世条 本 官官建築 敷地 ρ 東京市 麹 同 ｪ 区 有 祭 ｾ ｉ ｲ Ｍ ｔ 目 Ｑ ｬ

番地ノ ー及 三 ナリ

第 三 保 敷 地 ρ 商 業 地域 [fl 税 防 火 地1.¥1; =- シテ設 計ハ 市

街 地建 築 物 法 共 {也ノ 法規= - Ｑ ｜ Ｑ｜ 旅 ス ル コ ト Ｗ ｾ ス

第四 Ｔ 提 出 ｾ 募 闘 案，、 感 査ノ上 入選者 ＭｴｦｴＱＧ［ =- ｾ ｊ シ 各Ｚｴｴ ・ Ｈｫ

52千 五百 側 7 J 1骨曇ス

第 五 後6 ! . Ji 募 凶案ノ、昭 和七 年十 月三十 一 日正 午 迄 =-JR

京 市 京橋 区 京橋 三丁 目一番 地 ノー 第一 生 命 保険 相互 合

催 公 線 認 = 到 達 ス ノι 様 鑓出セテ レF シ

第六依鱈 Ｓ ｅ 図案ノ、左記 ノ闘 而 Ｆ ｜Ａ， ｾ 知子具備 スノ ｌ コ ト

テ要 ス

各 階2f- UJI 闘

一 西側1&北! 日IJil UJI凶

一 断 而 闘ー i1J I 以 上

内 一 部分詳 細 悩 ｉ Ｍ ｾ 結

五 遜 似|凶- J:i! i

六 段 I>>J瞥

縮 尺 二百 分 ノ

￭￬Ｇ ￱ｾ 二百分ノ

縮 尺二 百分ノ

縮 尺二十 分ノ

宇都〔州 大 ニ ッ折

第 七 依 岡 而2え番 知 ノ、Z己記 =- nf< リイノl・成七ラ レF シ

設計 ノ 、 別 ］ 定ム ノレ設 音 ｉ Ｇｾ 旨 ］ 披ラ レ ダ シ

二 ＱｴＧ￩￭ ｉ Ｑ￹ ｩ ノ、 ｴ 息テ約 三 尺 、 二 尺ノ ＱＧ Ｑ 色ｾ 凶 ￞ ［ｩ 紙］Ｍ Ｎｾｾｦｮ チ

以テ ZUI 寺文字 ノ、手Il 言( 7 以テ切l瞭 エ記載 シ寸 法 ρ 簡 ) "<!.

トシ記 入 ノ数 字 ノ、算 用数 字 7 J1J 7 ノレモ ノ トス

三 二 百 分 ノ ー 幽 = 於 ケル柱及壁努・ ノ断 日i ノ、 il'， ffi 7 以

テ主在日又 二十 分ノ ー 凶 ノ断面 ρ 巡 ' M= - 共輪寺ql ノミ ヲ

示 シ内1;11ノ構 造 ノ、之ヲ 詳 ;氾スノι = 及ノ、ス

四 平 而 |凶 = 於ケ ノι 各 家 ノ 名 干i1fハ 直接 共f立也 = 記 入 シ

共 他必 要 ノ香 入 ，総 テ 之 =- 1111ス

五 床面 ｩ むｾ >， i笠良 7 以 テ計 リ叉 断 而 l温I=- ノ、高 サ 等 要ffr :  

= 寸 法 チ記 入 セ ラレ F シ

六 一階 lJZ地 階 ノ卒 而 l剖= ρ 敷地ノ民界線チ ;む入 セ ラ

レタシ

ヒ 二百分ノ 一 次 二十 分 ノ ー凶 ユハ敦: 色叉ノ、除影 テi :

サ ス

八 透 税 附 ノ イ1: 上ケノ、態募 者 ノ 任 意 トス

九 透 脱出l ニ於 ケ ル 笛而〉、 本官官 ノi! g北附ト ー致 セシ メ

ｩｩＱｐＮ ｩＡＡ ｊ ｾ ノ 、 ｗｩ Ｑ￹ ￎ ヨ リ 約 三 百 Ｑ ミヲ 隙 シ 前 而ｊｊＮＮ 側 而 ｵ 長ｦＧ ｾ ヨク

見 RT" トコロ ニ泣キ 税!!" I; ノ高サ " j也仁十 パ トス

寸・ 説 明書 エハ設計 ノ嬰 旨 、:獣医 、材 料 、構 造 等 ノ概

略 テ1yl'i明 ニ氾 i俄シ向 各 銃床町秘 表〈各階別 ) LU 段、延 床

( 幽字 = 限 ノι ) 7 記 ，1長セテ レtJ y

￐ ｲｾ プ ｌ 俊 昭3E悩l案 = ノ、別 ュ岱且1: ヨ リ交付 スノL IJ I 乙 二よJ

筒 = 階由主 ノ ミヲ表 記シ テ添 付 セ ラ レダ シ

市封 筒 内 z ノ、路 募 者 ノ住 所 法 氏 名 チ ( 共 同 惣J;; ノ場 合

ユノ、J t 代表 者 ' J ) 乙封 筒 = ノ、腹手主回l案ノ泌イナヲ受 ク へ

キ者 ノI U珂/え 氏名 手明記セノL 紙 Ji- 7 封 入 セ ラ レ F シ

前 : g' t ノ{ よOi 及 氏 名 = 移 動 ヲ生 シ タノレト キノ、共 都l友封書

7 以 テ' /:¥・剥;沌 泊告 セ テ レ1il "〆、 此場 合 封 筒 = ノ、宛名 、

ｬｦｉￆ 、 募者 ノ 暗 Ａｉｊ ， ｾ ｬｊｺ rff 伝募者住所 〔又ノ、氏 名 ) j き更!m知 j / 文

字］限リ ｾｩ 是認七 テ レ タシ

第十依ｊＡｉ ＮＡ｜ ｾ ［［ ｉ 必 ｬ 案ノ 、 ｟ Ｎｴ 舌 シ テ ｾ位 ｼ ナ ノ ι 谷 器 ］ 納 メ 鮫封

ノ上宛名 、 隠募者ノ暗 披 ｌｕ ｦｌｾ 募 ｬ 品 ｬ 家」ノ文字 ］ 限 リ表

記セ ラ レF シ

第十 Ｎｾ 長 際基Ez 姿 スルー切 ノ費 JIJ ノ、政 募 者 ノ 負 捻 ト ス

ｴｴＱ 十 二 係地 Ｑ ｾ ［［ Ｑ 品 ｬ 後ノ 、左 記ノ筏査員之テ秘査 ス

rlJ ＭＨｾ民約 一 良 Ｑ ｜ ｾｾ＠ i!.4 li I， 白j

抗 iliJ 民 輔 佐 JW J方

捌! ｾ ｉ Ｚ 小 太郎 矢 野 恒 大

第十 三 -(1長 株 主t ft 山本 募 集 ニ 総 スノレ コ トヲ 1!J・ス

ｈ ｭ 募者 ノ 、 ｊ 世 ｩ ｾ［［ 悩 ｬ 袋 二闘シ 審査員 ノ ｊ 白書手久 ノ 、お ｊ 切Ｉ 7 受 F

ノι コ ト ヲ Ｑｻ Ｑ ｾ ス

第十 四依 草作j'E / 結果 ノ、 Ilfl 和 七年 f- 一 月 三寸 fJ ［ ｾ ニ 後 表

シ且 之 テ入選 者 =; 也知ス

第 十 五 佼 :rt<住J 、本=1i /  *ii 泉 後衣 後 卜ff 以 内 = 護 送 ス

第 十 六 傑 ＺｭＺＳＧｅ Ｏ 手 Ｂ Ｑｭ 入選 ｹ Ｈｊ ノ ι モノ エシテ ｾ Ｂｩ ｽｌｾ 長 Ｇ ＱＱ とン

封 筒 内 = 住 所/!I..氏 名 手IJi J ，;eセ ノι 革JU :' / :吋 入ナ キモ ノノ、

之 チ 無 効 トス

第 十七 依 ｓ Ａ Ｎｮ ［［ ［［ｾＱ Ｑ 案 ニシテ 入 選セサルモノ ノ、 第 ｨ 保 ノＧ｛ Ｇ

到 筒 ト ｾ ｴ =- 主s=査ノ結果霊童表後日制 / 波 川 手以 テ之 ヲ送
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片 岡 氏 を 中 心 ε す る 座 談 曾

片 岡 安 氏

中; 墨誠一郎氏

池 田 賓氏

古 壕 正 治 氏

高 橋 鑓 治 氏

葛野枇一郎氏

村 野 藤 吾 氏

森 本 藤 吉 氏

Jl- I刈氏 l土第十六 !II !凶 際 労働合 ぷ に 孜 凶 の{史 JIJ 者代表と してジコネ ー グにUI : し その 公 llJ jな る

諮Ｎ見と Ｑｊ 溜き主援と は 各凶代炎 の ｴｴ 日を をＺいた 、 令ぷ乃絡Ｈｻ灸欧洲ｾ凶の言 ｸ 方面を祝祭の

上主j ( : 凶を総て去月 14 口締切された。

氏の日に映った欧米各 ｬ 必の政治 、 ｴｮＺｩ Ｇｩ 、 労働 問題 のＮｦＩｉＡｻＩ［ 、 ｊｴｻ 也処 ｾｴｷ Ｎ のＡｉｪＡ ｊｉ 自 ｊｾ 宇非常 の秋に

I在日I した否奇日本 ｬ 必民として此 ＧＮ ｗ Ｎ ｜［ に ｉ｛ ｾ ｛ くべき ｩ 絞りに多＼ /) ものあるを思ひその税後淡を

お ＡＹ ｊｩ ひしたる ｦｙｩ 公平 ｊ Ｎ ｻｩｾ多繁の折柄にかＱＮ Ｑ こ らず特に れ ［然御 ＱＱＱ J市下さいまし た、 { 也の l! ¥Rfi 者

に Ｑｾ するとともに ｬ 以〈倣Ｅ Ｍ Ｚ主表します。

記者 一会ｾＮい ｪ 引を主 ［Ｍ Ｑ ＱＧＮ で ド さいまして引難うこざいます 、 今日Ａ士片岡合長ーを ｉ !J 心として

その御師帆淡を伺ふととに致します. るとで色々御it 川をして聞きたいと思ひますD

古 塚 一先生はイ ｉｉ ｊ でも随分 ｩ 主Ａ勾ｉ￬＾よみをなさるゃうですが Ｎ あちらの ｊ ｦｽｾ 引はどうでしたか》

片岡ーさう云ふ言ひ方をするのが皮肉なのぢゃないか( ー同県笑) 一一一一悼版行談とか硯

捺談と云ふものは他を i決ることが多 い. それもイ，) でもない人 の却な ら、対く方が毘きを {泣

かね から 、他 を誤るととは少いけれを も、 起が Ｇ ｾｩＱ 史的だとか千和 ｬ ｩｉＺの ｩｬ￬ｬＺ 士 く だと か、 一 方の ｪ じ老

でね 、イ ｉｉｊ でも ｾｬｊ '2;  ts. ｻｊｦ筑制作をも ｦ ｉ んで ｽｲｾＧ り、抑制限も非常に正しいと云ふ人の話であると 、

共の人は別 !c 立仰をf し主主いで・も 、聴く人がさう，la うて J，! j - る場合には . 似に共の人が伎の活

はホンの一寸見 ｴＨｲｾ￭ のＡｾじで 、 ぶってｽ， ｲＺ Ｎ るか も 知れないから 、 れ等のブ ｉｪ Ｇ ε 然るべく加減し

て聴いて尖れと言つで も、聴く 方でそれは沿世間だと思うて 、全部そ れを取入れてしまふ、

だから 、 腕終談と云ふものは 、共 の人が机Ｇ ， ｾＨ ［ ts.1i位三ブj のaうると云ふ人で言うればある程他をと

ぶるととが大きい 、 大 砲彬 ｬ 察，［ 炎と云ふものは、 共庇 ｬ 亡三 ｾ ｦ ｴ ｬＺり五 Ｈ， ｜ Ｇｉ￬ りん［ったとみーふ ので・

なく Ｎ スツとパスする時 ｬ てＱｉ Ｑｾ に＾ＮＡＮＮ耳に聞い た ｾ ｊ［物に到する山 Ｚ， ｴ ＧｬＡ 践を ｉｪ ｾ Ｇ す んだから、大脳

!日l主主って居ると思は友ければならね、けれども 、像備会" 識を十分にNl ち、共成 fC行く前 lと

於て岐に結論が出来てゐ て . 11佐それをヴエリファィする n!亡iil!lて うkたと云ふやうな人の話

なら 、 それは ￯ｪｌ なる ￹ ゐ ｩ Ｑｈ ｭ 見守Ｚｾｆｲ Ｙｾ と二ぷふやうなものでなくしてＮ 一 ｦ 象て共の人の有ってＩｾＮ・る知

識で 、 三重Ｚ迷みたやうなものだから 、 非 常に 千 ｊ 効だ 、 ｉｉＨ 主一寸 ｦｬｬｾ Ａ ｌ＾ＮＡＮ 、 斗 ｬζ 聞いて米 た ｩ ｬ ｩ 見務談

と云ふやうなものは民団i μ lと聴いちゃいかねよ

葛野一併し先入主に放 って }，':'ーる7刺iii 知識にぷされると 云ふとともあるでせう

片岡 ーそれ もあ るか も 知れない がＮ県 の Ｉｪ はｾ り が小さい 、 イ ｉｉ ｊ とえ ｅ れば 、議官 ｩｦ 知 識と三三ー

ふも の は、敢行ｾ千 の人のＮｌＨ 見 が鉛け込んだ土 ＡＡ 1{.'11
みたやう友ものだからー ・・
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葛野一白紙でパ ツと凡て パツとI:s じた ととが主主外IE鵠 を仰 ると云ふとと もるる、即 ち一

、 ｪ ー したヒン ト で得たととが ｊ ヒ鵠を 件 てゐ ると云ふ場合が Ｑ ｈ ｾ いとも限らぬ

片岡ーさう ぢゃない 、非常に偏し? とワン ・ポイント IC 限られたととになる

葛野-nwえらい人の話だからと云って、メL苓みにしては ν、け主主い 、聴く方で其の人を能

くJ:II つてゐて 、それは共人の硯察談として多少批判的に聴か友ければならぬ

片岡ーさうだ 、それを侠も 言 ひたかったのだ一一共の人の硯察力がそれを有効 lとするや

否や と云ふ所が大き友貼たんだ

古塚一弘共はまだ二十八) l の若い時分でしたか ら、飴 り批判力 とか制察フj とか云ふも の

はまうりませぬで 、あちらで件?と知識は大抵色 k 友人と附合ってゐる聞に得たととのやうに

忠、はれますが 、さう云ふ所から云ふと 、先生友どは彼方 lて布って沿附合ひ f'L1. 主る階級や純

l封が私共とはズツと泣ひます し、自然我 k のグッチ し件主主いやうなととに もタッ チされて、

非常:1乞有盆注 目舌も深山聴かれたで b らうと忠ひますが 、どうでせう

片岡一それは建築f ' L Ib討する限りに於ては 、向 ふの人 IC 11日いたとと は三文の偵他 も無かっ

た 、我々の後備会11識は 、彼方の飴科深〈研究をそftんだ人に比較すれば別として、普通のど

んな 人よりも非常に探く進んでゐるのだから 、f似i以附史引lに亡建築F吟取手担1

話を聞いても何 lに亡もえ友E らぬ、ス見ても 、相笛・似筑をもzi んでゐるのだから 、別 lと感心も しな

い Ｎ タとＧｊＱｾり思つ ＿ と泊りだなと 、Ｂ 佐それに依って従来の知識を時める伐のものだ 、 併し斯う

おふととだけは言へる 、テキス ト・ブックや ヒスト リー共の他色 友々人の話主主 ど、から 得て

ゐる所のうご11識 を幾 ら綜合して も、 有名主主建築だとか 、大きい第一流のものは ハツキリ分る

けれども 、共の肉胞を成して居る所のセコンド ・クラス 、 サードク ラスの ものは何も分ら

ない、それ があちらへいって貨物を見て 、 さう云ふも のが ハ ツキ リＱｉｬ ｾＱ 亡 映じて来る、 共の

以外 l亡は何も無 いよ

古塚一非常にな忙しかったゃうですが 、披 も綬り 兄 られたのはやI蕗て・すか

片岡一 巳mと倫敦だ、大関伎は滞trt する I時間の制訟をして 、巴単に二週間j. 倫敦 l乞二迎

nJ J居ったのがー. (件反 〈、イi ' 1，{;本には 同 日しか} 古伝かった . 1)( し大館ハ ツキリ ク? ったやうに思

ってゐる 、朝から脱まで市何をt J ; いたり 、デパー トメント K 入った れ 夜 は 芝 居 や 祈 却j自

民を見に行ったりしたが、イ( 1林のやうた大 きな者I¥ili でも、同 IJ もか? ると 、大抵見てしまふ 、

もっ と肘りたかった けれども 、 クルツフ・のブj へ行く '151¥介で 四日しか居られなかったが 、そ

れ以上特に見たいと云ふ感じは起らなかった 、マアイJl J I長共hEのダンスホールと云ふやうな

所へ一寸行って見たかったのが行けな かった1lJ:t:J: ものだ 、丹Jj で- 祈 n'ri白かったと云ふか.

主主 築 Ｎ ｲ Ｎｹを修めて出る者の ＱＡＡｾ 上の特械のやうな感じがしたのはイタ太利だっ た よ 、 ｈＱ ｈ ｣ 縮 れる

ものが総て如lって出るも のばかり だから 、イ"ft<ごか奈良法降7;' i=溢 りをうろうろしてゐるや う

な感じが した。 イj'f だか急: にプーキオロジス トになったゃうた感じがしたね

池田 一 日 本で も 矢仮り古主ｾｾ従が 一 Ｍ前倒しみがあるとぶふか 、 イド Ａ と云ふ か、ｼ 仮に 映じて 官会程
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快い感じを有たせるね

片岡一白際浮 |止を離れたゃう友感じがする、所が一緒i'l 'て歩い て居る他の辿中 lとは建築の

とと友どは 一向N下ら友い、だh ら、ドJ ｾ｜Ｚｾ＠ iJ > ら見ると、皆どれもとれも同じやうに見えるだ

らうけれども 、伎の頭 ICII 央る印象と仙の辿中の頭 f'C Ｑ ＱＱＺる印 象と は非常に泣ふ 謀だ 、 Ｑ 度 ＡＡｦｾ

いレンズで怪しげな忠良を !ft .iって居 るの と、ハ イ ・クラスのレンズで以てするのと逮ふゃ

う左ものだｾＮＱ

片岡一叉: J 9iん危ととを陥感するね、1命敦は勿論、イ1'1林tJ.e. の大都市に於けるミユーヂア

ムは非常友努力と財 j J を! { t して抗告され、対ど文化の 中心のやうになってゐる。叉鐙築及

び建繁華5術 IC非常 l亡ブj を入れて居ると云ふととだ。 だから世界の辿築主主耐を) ，:11 らうとする

人は 、f(t ii 敦或はイ(1林に居れば、妹史 !Il : Ｑ 早をｬｩｬｬＡる必裂は ＱＱＡｾ ぃ 、 ｩＱも金銭 Ｎ｣ は得られねやうな

山級友建築闘係の俊秀な ｔｉＪＮＧｦ ｩｊｾ大刷 ｲｴ めである

古塚 一現地 ｬ と行って ｾｉＡｾ いものが集めてるりますね

池田一 日本では建築 lと闘するミユーヂアムと云ふものは全然無いね

片岡一東京大岐に多少tilt らねものはあるが . るれは 231ろ11! . 1 人の殺室、私人の占i ｴＮｾＺ＠ 1  'c {F. る

程度のものだ 、そとへ行くと 、あちらのは :111 %び段れたも の を集めてるるし、父集めつ L あ

るが、* 近の最も驚くべきものはイ(1林の新美術館に於ける べルガモンの遺物だね 、ベルガ

モンと 云ふのは 、古J示君友どは母b生を教へてゐるから .ハ ツキリ .1{lt えてゐるだらうが 、紀元

前ノj、i出来IHＵＺＧＮｉ Ｑ ζ 於て希蝋文 ｗｊ の後を承け てＲＮ￭ｾ 二のアゼンスみ＿とやうに相首 ｬ ζ 栄えた者 Ａｉ ､ｩ で ・ Ｎ

共成 lと叉アゼンスのパル テノンみたやうなものがdうった、それが主主多り物鑓って、何時か

滅茶々々 K 破 lj ; されて しまひ、中古時代にはへンテコな都市が出米てゐた . 所が何十年前

で・4うるか、時はハツキリ記憶してゐ 主主いが、此庇が共の遺跡だと云ふととが分って 、段々

:j Ji l 1 返して見ると . 色 .J<tx. ものが/ l J て来て、 1白色の建築製者がペルガモンのパルテノンみた

ゃう友 ものを琵見した、そとでカイゼルのmt tJ. r時分でるったから、共の弦制されたili 物を

巡ぺるだけ燭逸lと運んで . ｾ ｾ の集めた破 片 ｬ 亡 Ｈ交っ て祈美術館 ｴ て首時のペルガモンの祭壇み

? とやうなものをスツカリ ili り上げたのだ、共のやり方は . 例へば佐が百本あると . 共の中

の五六本だけが強制し? と本物で 、他は特イ ミテーシヨシをやったものだ 、さう云ふ風l亡、

Ｍ ￲ｬｩ 、ものと新しいものを接ぎ合して、Ｎ［ｾ［・時のプ ラ ンを想像して排 へ たも山だがＮ辿も大き

なものだよ 、 ゴとは今でＮ｢之ふと 、 ｾｊｬＱ ｩ､ 吋と 云ふのだね 、 首時の王様が附近を征服して 、 イ ＱＱ か

の記念と したも ので 、 じ八十階の階段の上陀ア イオニ ツクのti が二州 I'C O ..:i己型f ' C並び 、削

方 lと破風があって 、廻出1; のやう K なってゐるが. 丈の高い11要の所 l ζ4うる彫刻j は非常に立派

なものだ 、パルテノ ンの破風の所lと大したものがあるね、るんなもので恐しい . 人だか ラ

イオンだか分らねも のが税関 して居る 、兎 lζ 角 fij ;J般にも無いと云ふ刊にまでパルテノンの

向ふ を張ったや うなも のだが 、共の似片を集 めるのに十年問 、それを般 tr- 令はして物にす

るのに二十年間安かった、それで14; は何でも共の開館式のI時l亡、イ，'I ，f-:本I'C於て他 I' C 何も見る必
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裂はない 、此のがr美術館 lζ 在る ぺルガモンのレストーアしたものを見れば 、イ内外の線、ての

文化の程度が分ると云ふととを 、首時開ばれて行つ? と英吉利の総理大臣か併I込j f!_[j の大統領

か誰かが前説 し?とと 云ふ位大 したものだ、 プ リティッシユ ・ミユ ーヂアム lとはパ ルテ ノン

の主たる遺物は皆持って来であるけれども、それは車K 遺物として其の断片が集めである

と云ふだけで、レス ト{ ア して危ぃ、 二十分の一位のパルテ ノンの模型も出来てゐるが.

共のどの部分にも本物は使つてない、 詰 りブ リティッシユ ・ミユーヂアムでは最も速く集

めゃうと云ふので . 無日昔に摂) :って来?と諜だね、それで・パル テ ノンの優秀吉E美術品は皆英吉

利に取られてしまって、他の閣 が ｊ ｉｩｴらう と云ふ時分 ｬ て は何も Ｑｲｲｾ かった 詩だ Ｎ併し ｦ ｬｩ ，ｪ［本 の ペ

ルガモンの祭wをレスト ーア したものは世に立減た驚くべきものだよ 、そ れはアツシリヤ

やバピロンの稜掘物で・一部分を此の ペルガモンのと同 じ筆法でやって居るミユーヂアムは

方 k にあるがね。 コルサパード の王官の遺物で・あったか 、共の他の本物は皆出れてしまっ

て、現時いのだけれども 、脱張のタイルとか色々な遺物を争って持ち蹄り 、一部分担? 本物に 、

他は 想、{ 象でそれを接ぎ合して . 部分的 には完全なも てが出来て居る 、嘗時は非常に次色の

装飾が流行ったと見えて、皆次色だが、共彪へ ラ イオン とか鹿 とか色 k なもの L 形が現は

しである、是等のパ ピロンや アツシ リヤの殻掘物でやって吊るのを見ると 、如何に共の時分

K 於て焼物を接的iの主慢と した建築差基調が進歩してゐたかと云ふととが一目して分るよ .

f古iJ r:まもう 一つは挨及系統のも のだね、えは叉全然系統を異にしてゐる虫f I < 見 える. 元は大

幅同じ系統かも如1れ友いが 、共産 K 在るも のを見ると 、全然系統が遣って、 欝術と建築 と

云ふか、年ろ建築 ど卦術と 一緒になったやう な ものだが . それを随分集め てある、中には

! f.( lTf が何十噸あるか 、検及のテー べなどで排 えた彫刻があるが、それをどうして持込んだ

のか 、大型・な ものだが 、あち らでは皆ミユ ーヂアム lと非常に 力を 注いで居る のだね

葛野一政府がミユ ーデアム lモ射して非常な助成を輿へるのだ らう 。 日本など では第三の

事業と して 非常 に 閑 却して 居 るが、 ｅ 手 ｈ えを 一 つ作る より ｾＡＮｾｦ Ｎ ろさ う云ふ方 面 ｩ ｦＧｌ金を使ったプ ｊ

が本合r;1さらうがね

片岡 ーさう Ｗご Ｎ それ で 三 千年も五千 ｾ ｉ 三も首 ￭ｪ のものを 立 ー めるのには 、 金だけ では い けな い 、

熱心がなければならぬ 、皆熱心と 金を 悩まやにやって ゐるが . 同時 fC: : 近代の ものにイJ ても

色々と やって居る 、例 へば 己 ｉｈ のノｻ ト ルダムの脱型のｾ ｦｉ き 、 彫刻から何 からスツカリ共

の悩IC: : fIかえて 、貨物を見るより、共の岐型を見る方が本首 l亡能く分ると云ふゃう K 出来て

居る 、 質物は大きいから 、 ｲｵ ｾ が届かね ｬ 列 も 誌うる静だ 、 あれ は ブ リティッシユ ・ ミユ ーデプ

ムで なく 、ヴイ ク トリ ア・アルパ ート ・ミユ ーヂアムだったね

高橋ー さうで・す。日本のものも滞山いってゐます 、金|制苛や 日光の; ; 易明門やそ の外色々

の もの L 模型がるります

池田ー とれから新 しい ものをやる場合には必十模型を二つHi・え て、一 つは共の建物の所

へ置き 、一つはミユ ーヂアム K 泣いて主主くかなア … …
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片岡ーそれからミユーヂアムと云ふものは民衆をテキス ト・ ブック以上lモ教育する もの

で、文型的にも利息的にも色々た方面に於て完備して居るのみならや . 1突の聴いたのは建

築と云ふ方聞に非常に力を悲して居るととだね、i li 俄古のミユ ーヂアムは最近に閃いたの

で 、伎が行った時はまだ建築中であって 、聞いてゐなかったが、新 しいだけに ‘ 非常に 貧

弱なものだけれども 、聴いたとと tt:は 、支那の; 貯の脱型が随分津山ある . 伎は支那lとあれ

だけ有名な叉あれだけ・鐙つ? とjdFが1' f 山あるとは9:¥1 らなかった、大間三尺から 阿尺1)' r. の大き

さだが、木で枝型を進つである 、共の桟型たるや'白IK どっさりあるが . あれを見ると 、支

那の建築は塔に全力を陀いだもので、支那は itFの闘だと云ふととが分るし、共の忠告; を比較

すれば 、 支ヲｾｾの建築型 ｜ｉｩ と云ふものが徹底的に分る 、 所が伊東君主主ど は 調べてゐるのだ ら う

がＮ今までさう云ふととを聞いたととはな し、 ｦｬｊｾ の官 ［ りに見て質に意外に感じた 、 どうし

て彼鹿K あれだけのJ芥を集めたものか . 何れ人を支那にやって 、現場でお買を! 品り 、宜 iJIIJ

をし、色々なととをやって 、務 えた ものだらうが 、それが妹に;析しいミユ ーヂアムだけに

拠だ呉械な感じがする ，ｾ切う云ふ ｪ 羽は肱雑巴にも Ｑｮｾ い、支那のｊｻｽ［Ｚが在 る 月 ｬ￮ はあるけれども 、

あんな津山友開績の t苔がえ- 刻11とるったと云ふととは我々は想像も/ 1 ¥来1 i いし、聞いても分

らたい、自民でちょいちよい見るけれ E も、本首 I d析んなに津山1 i 種類のものがあるかと

思ふイ I' U'ご

村野一市俄古のミユーヂアムは支那の fJl 究で有名なォ ーソリテイがゐるのです

片岡一兎に角ミユーヂアムに行けば、組、てのものが分る 、;J:t:の者I1市の人聞の憤値を直ぐ

見るのには 、 ミユ{ ヂアムを見るに限るね

葛野一 日本でも相官; 友: 思者はあるのだけれども、それに要する費川が無いのだ . 今日 I'I

ｾｾ者に不足して居るのでないから 、 之に費 ｭ を興へれは・可いのだがね

池田 一漸くお員 ｾ ｉＨｩ が Ｑ ＫＱ 来 た 位で 、模型ま で も行って 居らぬね

古塚 Ｍｎｬｬｪ 品 ｩｩｭｋ は文部大Ａ況の外に美術大同とか云って、ｾｦｋ美術だけの耳ｉｊｲ Ｂ ｊ 大臣がある

さうですね 、他の閣にはさう云ふものがあるとは聞きませぬが

片岡一日本ではさう云ふととは併らぬ人ばかりだ、問洋へ行つでも 、さう云ふものは見

もしない し、 見て も、 官人の垣可Ji きで分らぬ、市j も西洋文化の字簡には内的の文勢思惣を

段々洗練させゃうとする大きな針力があるととを見逃して肘る 、それは無論最近のととで

は友いが 、どの枕不景気に友らうが 、ど うしゃうが 、それが震には相官の金を州して、怠

らややって知る

葛野 ー偉いね 、 此の ｲ ｾｬ Ｚ 局に底 しでもさう 云ふ方聞のち ｦ 力を怠ら左いのはね

片岡ーそれ を考へると 、日本の政治は誤 って居る 、それは軍も強くなければいかぬし、金

勘定も上手でなければいかねけれども、さう云ふとと以外 tt: . 本首 lと同氏の重芸術思想l: i.il

練させるととが必要でるって 、而も iif は容易なととでない

葛野- ti t- り外耐的主主敬育ばかり考へて、内商的に図11;¥を虫f1 (i すに数育すぺきかと云ふとと
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を深く考へてゐ たいのだ

片岡ーそれがね、彫刻と 共 lと建築 を中心として 、而1も数千年前のものに全力を注いで‘ 居

る、付1¥蘭阿や日本のものには十五世紀頃の 削首立派友 ものもあるがね

池田一日本のは絡調と彫刻ばかりだ

片岡一 博物館へ行け ば、随分古川形美IJ など もあるけれども、日本のは皆何だか同じ型の

ものばかりのやうな 気がするね

古塚一宮際ですね、東京へ行つでも 、奈良へ行って も、京都へ行っても、皆聞物品目(と云

ふものはまう L 云ふものだなと考へさせられるやう友詩で、大隈壁りはありませぬね

片岡一日本のも相官良いものがチョイチヨ イ、 ミ ユ ーヂ ア ム ｋ ｈＧ ， て 居 る が 、比較針 ｅ ｾ ｾ す

ると斯う云ふ感じがハツキリ起って 米るね、それは伐だけではないだらうが 、第一日 本の

ものは 、能く見れば桐官首; 討批i七: 純され7たζ 立i減!反氏t左主差悲E術Ii !

いと云λふ‘ とと 7だご 、刀で・言へは' 、同1'I を見ても 、何を見て も、fE殆ど同じ形だ 、又読のやう

なものでもさうだ. そと へ行くと 、支那や 伊太平IJ 、初1¥(樹fi C j などに於ける古来の剣だのt ' tな

どの飾つである の を見ると、千 ｪ ｬｬ ｾ ｬＭ ｪｊ［ 別で、意匠 ｬ 亡於ても精巧さ ｴ と於ても貨に幅が院い Ｎ 而

も州鱈闘ではな く、宜} 日 も加l味して、塾術的に自 HI 自花にやって肘る oz k;労[1自身 は内説iL絶

え1111なく、色々な鑓化 を受けるから、陶協でも 支那物は随分幅が院 し 淡白なもの もあれ

ば、浪厚[1. 主ものもあり 、有らゆる都知のものを見るけれども、日本のものはどうも調子が

単訓だ よ

葛野一日本の建築なども外聞人が見? とらどの時代のものでも殆ど同じ椋K 見えるであら

う、日本人で而も 専門家の吾 k で さへ研究して居らぬと I五別が作易 l亡分らない

片岡ーととろが支那の方はイr外自 111友人だ、そ して年代K 依って相賞 K 鎚化が 証うる けれ

どもね、日本のは安化がない、日本の建築を ｾｉｊ 心とせ る塑術 と 云ふ も のは、と と五十 年の

聞に ー鑓 したね、何百年間世界から隔離 して ゐたやつが 、- -j]i!i l'C世界各園の有 らゆる刺岐

を 受けたのだからね 、 刺快を 受 け な ければ ならぬ し、 受け る力も労｜ｾいから、 ｪ 足蹴 ｪ 伏態にな

った のだ 、それも亦己むを得ないのだね

村野一 けれども亦 、 日本の総ての方町 lと瓦つてを速に統一さ れつ L あるさうですね. 此

の間一寸さ う三ふゃう l亡者いて世 きましたが

葛野ーさう か9: 11 らぬ、|問題だね

池田ーさう云ふて世かぬと いかぬのた・らう

葛野ー支離滅裂だね、我 k でも) 巳l Ul亡(l !l)¥すれば何の湿 りも たいが訂iはば il¥鮮日だ . た

恥しい: j ，2，f うだが

村野一けれども 、組、てがイ"Jだか日本化されつつ あるやうな訴が しませぬか

片岡ーそ れは日 本だけの問題では 友い 、強いて言へば、共の問の 色が出て来るのだ 、是

だけはＨｩｩＧｴ ｩ Ｑ［Ｈｾさ祭だ 、 ｦ 尖等は 色 ｫ Ｑ［Ｈ 話を ＱＱ り いたが 、 僕の感 じた ｔｦｊは 、 キヰ 閣とも間際スタイル
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と云ふか、 F!J i'il 11インタ { ナ ショナルの宰須の侵入 を今受け つつある と云ふととだ、無論何

庭の聞でも浮il!J 主主分子も司うれば、襲ったととも喜子むと云ふ者も 3うる し、 政府が建築管理を

して居るのでもなく 、自向 JU芯 に依ってやるのだからね、英吉利のやうな傍統傘霊の閣で

も倫敦には 一寸-鐙なものがある 、鐙なと云ふと 、治かしいが 、英吉利の停統をスツカ リ抜

いたやつがあるし 、巳. mの如きは大分混筒UI た態 にWIって尉る

村野一先生は紐育11 : 行かれた時lとさう思lまれなかったでせうか 、向ふの建築家の話では

籾 逸 の影響を受けてＩ， ｉ ｓ るやうに言ふのですが 、 私の ｾ ｕ と 所では似 ｉｬｪ 品 ｬ 凶 ￰ｫ のディテ ー ルが多

いやうに思はれるのですね、 どうも一寸分らねのですが、共庭が叉直米利加lの: i l l i 米利刻lた

る所でないかとも思ふのです 、詰りどうかして縫ったものをやって 、容を H乎び小j けると云

ふやうに しゃうとぷλ>1tri 向に於て樹逸の理論が刈lって 、それがアメ リカ ナイズされるので

ないかと考へてゐるのですがね

葛野ーそれは故近川米利カ11の雑誌には躍に臥制:巴の新しい建築を載せてゐるが、さう云

ふものを手{j 介せざるを得ないと云ふととは 、If :i 米利加に於てさう云ふ思想、を取入れなけれ

ば雑誌が官れぬと 云ふやうな ととに友ってゐるのだね

片岡一詰り j武近の: i l l i 米利;mの建築は 、無論世川と 云ふ ととが中心だけれども 、スタイル

とかディテ ールは iiJ lli 泌西式で 、インタ ーナショナリズムの思想、が 、教は少いけれども . ス

ツカリ法み込んで・肘る ｾ､ｏ ｩｬｬｩＺ米利加で調進や現地利主主どの純粋の形をスツカリ［ｊ ｈｾｾ コツピ

ーすると云ふととはないけれども 、共のスタイルを多少取入れて見ゃうと Eミふ川はあるね

葛野 一其 の鳥ｾｉＧｌ於て日本人は頗る大際だＮそしてそれはたか友か巧い

池国一それは何千年の昔からさうだから仕松がない

村野一何でも先づ取込むだけ取込んで 、それから考へると云ふのが日本人の行き方では

注いでせうか . 主託金でも先づ溜めて世いてからと云ふのが昔からの敬育法で、金を使ふと

とは数へ友い 、 日本人 ｉ ｴ［｝Ｚ 金の使ひ ｊ［ が下手だと云ふのも 、 ［ｊｊ ｾａ 是ですよ

古塚一何でも先へ行かう 、先へ行かうとして居る

葛野一 それが模倣性の夜露だね

片岡一矢恨り棋と人間の間友んだ、極端に民似をする、制逸の大通I ' L 1:1 : ¥米てゐる家をそ

っくり共のｪＮ， ｢ｈｾｊ って う ｉ＼ｩて世い＿とや うな感じのするのがるるね Ｎ ｦｪｦ Ｚ し コ ツピ ー 論からヱヰーへば、

: i l l ! 米利加友ども最近までコツピ { でやって来てゐるのだが 、共のコツピ ーが拙い. 日本に

も下手なコツピ ーもあるが 、大樫に於て日本のアーチテクトは民似の仕方がなかなか巧い

と思ふ、共鹿へ行くと陥米を通じて西洋の奴は不器用な真似をしてゐるよ 、日本の少くと

も専Pそ皐- 校なり 或は大i取を卒業した人が少 し注立 してデザインした家は相官行届いて居る

甘味が少いと云ふだけだ 、それは西洋にも甘味の少いのが深 山ある し、 建築技術から見た

ら、鼻持の主主らぬゃう友ものがフ イフテイ ・パ ーセントはあるね

葛野一日本人は気が小さいから 、何底から何EEまで も民似をせねと策が済まぬのだらう
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村野ーそれは休藤さんとも話したのですが、七八階の建築は非常に難 しいものです、そ

れ を最近の 日本に於ける折衷式の建築は 、オ フィス ・ビルデ イングでも 何で、も西洋のスタ

イルをどんどん取入れ、育'oも近代の色 k f. 主機械接世友ども使って 、立派に七八階の建築を

仕上げる日本人の腕前はなかなか見上げたものですよ、 今まで・の建築は411¥ぃ411¥いと 云 はれ

てか; りま すがね

片岡一一間 H 本人は ナーヴアス過 ぎるね、デパ ー トメン ト・ ス トアを iiEるの l亡、デザイ

ンの!限立募集を やって凡ても 、スタイルが特抗j吊過ぎる 、 もっと のんび りして、自1[11ζ や11

びるが可い 、ど うも市11経 'f flζ 他 のf[ I;口を言って見? とり 、自分の棚却しをされて怒ったりす

るが 、人間はそれそれ出来るだけのととより州来ぬ 、他人が ji 'J うだ矧うだと 言ってワイワ

イ騒いで見ても 、下手- な説家がなに 上手にな るも のでは主主い 、マ ア円 ユキ; の建築はコツピー

とすれば立派たものだよ 、 良過 ぎる 刊 だ 、けれども ナ ー グアス過ぎる針 ｉｾｾ だ ら うが 、セセ

ッ シヨ ンの家ーなどに も妙に鐙化を十j" けたがる 、もっ とザング リ倣は なけ ればならぬ、越化

を付けないで、スラツとした所1 1 : tuj白l味があるのだが 、それを 筑間K 考へて 、色 k と鈍化

を付けてやってか?る

村 野一今の: t o- 話で思ひ川しますが 、セセッシヨンたんかで・も 偶然K 生れて来たので‘ はあ

りませぬね、調i魯あた りでも矢張り相官; 左: 経路 左経て 、段々殻展 して列<i. tc結決セセッ シヨ

ン時代と云ふものが生れたやうに思はれま す、 だから 、新 しい建築でも 制作と云ふ 払のは

偽り無いゃうで‘ すね

片岡一伎は今度あちらの者[Ii li を見て斯ん友感じがしたね、臥守il ーにも ini 米利カ11も同じだが 、

百年枕も絞ったら 、険料I t i l い者Ili li になるだらう と想像する のだ 、それは何故かと云ふと 、

TIIT米利カ11でも 主要主主主主物はク主張り本官; の ゴ シック ・スタイルで誌うるとか . 或はビ ニヨラス

タイルとか或はチヱンパースタイルとか云ふカチカチの ものである し、)fr しい ビルデ イン

グでも なか主主か五十年や百年で附るものでないが . 共のn J l kl c 在る古家を出して、共底 l亡

セセ ッシ ヨン式の ＧｪＮ｟Ｚツぽい 家 を主ｾてると 、 科委 ｬ 亡浴衣掛 け、シ ルクハッ トに ｲｾ 打中 ｩｩ と 云 ふ

ゃう友ととに なる搾だ 、今は目ざはりだと玉へば、目ざはりだが 、一寸襲ってゐる なアと

五ふ仰の感じで・見逃す、イ}j: しそれが五六十年経って 、一方に古ぼけた茶色のテンプルのや

うな家があるかと 思ふ と、一方 l亡は 印け纏仰な 家が残って尉る . 貨に不n豊裁なものになる

なア
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古 塚 一 それは弘が Ｑ Ａ 日米利カ ｉＱ ｋＩｲｬＺ る時 ｬ 亡 、 伐等の書 いて ｊ ， ｟ ｬｦ る ｔｉｴ ｾ ｴ ｦ 亡者 ＱＱＢＱＧ ＱＩ 建 築の 筒 ｌ 何｛化と 云

ふ閣でFEll- いたととがあります . 各問の11'11"1がさうでありますが、必kl乞細育が苦 しい 、非常

l亡I¥-:J いビルデイ ンクーがあるかと 忠ふと 、卒毘みたゃう友低い2誌があって 、それが皆趣が縫

って ゐるのですか ら、可な り醜いですね

片岡一是までのEll 米利加の鐙 り方は英古利流か ら付I l f泊四流 l'亡診ったと 云つで も、そ んな

にひどくなかった、叉' 白用本仰で大閣のカ ラーもドス黒 くな ってゐ?と、それがテラ コツタ



が出来て 、色が多少鐙り、セセッシ ヨンが入って色々な方聞に蟹化が起った 、今後非常友

飢雑さを示すものでなからうかと思ひます 、: 1{ までの家は大惜屋根があって、フラット ・ル

ー フと云ふのは無かったでＭすね。併し今の ｾ ￉ 廷の家などはルネッサンスに友ってからのも

ので 、 スグクルの鐙化が無い時 ｋ 出来たのだから 、 大惜 ｪｾ￭￮ って居る 、 倫敦でもさうで、何

れも十九世紀の都市だ、イIH本の如きは十九世紀も末のもので 、高さも建築物法で定つてゐ

て . マア五六階のものだ 、だから乱雑と云つでも 、先づ大憾に於て揃ってゐる 、そとへ新

らしい思想、から生れた建築が割込まうとしてゐるのだから 、百年後の是等の大都市を想像

すると 、 共の飢 ｾｅ さが限 ｬ 亡見えるやうだＮ皆シ ｊｌ クハツ「ばかりの所へ鳥打附が入ったゃ

う左もので、共様な感じがするね、是は大小で伝〈 、庁長に於て鑓" ! i . ものだら う、都合の将

来を思ふと 、日本なぞは問題では ない . どうせ木浩の家は皆無く主主るのだから 、却て幸だ

らうと 忠ふ。今出来てゐる屋恨のある 三階友り同階の家はおilT!i の真中から消滅 して しまふ 、

踊先づ木浩の家が壊れ 、叉従来の縞捌のやうな煉瓦建築や日本の脱倣時代の 凶洋建築はも

う経憤上イf 立を谷さぬと云ふとと lとえ主って . 加す時代が* るから 、始」くがi =IJ いが、じlB_、

倫敦の五階や六階のを il ' i : す時期は経憤上なかなか来ないだ らうと思ふ

葛野一日本の建築は桐首念を入れたものでも 、二十年も経てば、ttij' と合はなくなって 、

割合に速〈建て替八ると云ふ時期が来るからね

古塚ーそして都市の 中心地が何時ま でも鑓らなければ . イi' f，j ; . . j ，のやうに郊外 lと設展する傾

向1L" ! i . りますね

片岡一都市には経梢的に或程度のキヤパシテ ーがあるから，フル ・キヤパシチ{ まで米

ると 、地代が高いから 、古い家は壊し? と方が: u : いととになる 、共の最も大きい例は 、和[ 育

のフイフス ・アヴヱニウの如き 、1. t が十二"<f - 前il L 行った時は 、二十丁目から上の方百四五

十γ 阿佐までの建築は大開五階か六階までのもので、それより高いものは非常に析であっ

て、ホテノ] . . . " ! i . どの十二三階のものが非常f Z : i1' :j いブJ であった 、それが十二年後の今 日は始ど

例外友し K 十二 三階になった 、それは どう云ふ静かと云ふと 、i5い家は皆i哀して、叉問口

の三四Im間H山H位立の ものは二三主ご

十階以上aあうる 、コ赴h法tは非常zなE鑓りブ方J だ ‘ それでも足らぬもに だから 、相宮大きな ものがボツ

ボツ 出来て 居る 、 それは井 目 ｦｃｽｬｬ ＱＧ￯ｾを世いたゃう主主形で Ｎ もっと 景気が絞いたら 、是が段

k 続く所でるったのが 、 ドスンと不景気が米たから 、止ってしまったけれども 、凹 l 自の

角K は一つの家で従来の家を何十か合したやうな ヱンパイャ ー・ ステートが11'1*て 、紛然

として恐しいやう だね 、共のデザインも拙くない 、一寸良いデザインでね 、 日本人の好き

さうえE

古塚一共庭まで者II I! iが設展したら 、道路が狭くて 、人111] が. j I j I し合ひ、 へし介ひ する とと

にたりませぬか 、十二三階の家が何百町の問削( J l IJ f L 拙いて 、ーば い人が住んだら 、ラッシ

ユ・ アワ ーには人聞の捌きに困るでせう
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片岡一それは是までは 向動車で行つで も、 歩いても 同じだと云って居ったが 、此の頃は

自動車で は竺十秒走って一分休む と云った梓で、スーツ と行くと 、ポツ ンと ー11二つてしまふ、

ーー町がど の刊誌うるか) ，:11 らぬが、一丁 目i;j; I'L JJ 二められるのだから、 向劫車で・nけは::lili v ，・ だら

うと思ふと 、主主 か友か辿く 友い。 そとへ行くと地下餓IC:乗れば 、そん友 ものに閥係なく 行

ってしふまから 、どうしても 地下餓が禁法するね、自 動車は便利だけれども 、何しろ一寸

行つてはポ ツンと k って 、走ってゐる時間 より止ってゐる時IWが長い . 話Jj;f.!Rをil ・つやうな

工合にも行かぬ、紐育が最もひどいが . あ L なったら 、全〈都市の 悲哀だね

古塚一敵討f の大都市は刊紙市街が新しく殻展して 、fl- 栄 えた苗 i!Hgj の繁栄をそiとって日り

ますが、日本; の剖1mはさ う云ふ風 IC : { 多らぬゃうですね 、;]{ : は石iri 建築の悲哀ですか

片岡ー さう だね 、汚い所 fC : 人が住ま ぬと云ふととになるのだ。 冗六階のものを十二三階

な れ 二十階にす るか ら、経擁J 二';1令ふとと lζ 主主るのだが、六附のものを潰 して、六附の

ものを建て るの では共底にどう しても縦横上の好い憐件は生れて来ない 、だから己むを 得

ヂ欧縦 2の都市は郊外の地官iへ蛍展 して 行 くととになるのだ

古塚一今の五六階の家が十二三附にな ったと云ふ ととは向さの制限の闘係ではないので

すか

片 岡 一高 さ の Ｚｬ ￭ｬ ｊ 映は二百五十パ代だがＮえは Ｑｮｾ 論高さの制限付ミらのみではない 、 経演 ｫ

の算;盤幼定から来て J1J; -るのだね . 十二三階の ものが列んで・居る 中には二十附 、二十五階と

云ふ ものも出来て 居るが 、それは建築物法の;1日中j でやってゐるのだ

村 野一先生は例)I } " 切でるりませうけれども 、フイフス ・アグエニウ は最初何かコンミツ

ヲ ー があって、Ｚ共のコンミツチ ーを 通過 し ないと、ｾｾをえｊｴてさせないと云ふゃう友とと が

あったゃうですね

片岡ーさうですね. あのフイフス ・アヴエ ニウと云ふと 、組 育でも米京の銀座 日本橋と

云 った やうな プア ー スト ・ クラスの所で 、 共の以外の月 ｉｲ はセコンド ・ クラスと二 ｾｊ ‘とと に

友って)，I{- る、従って此礎 l亡氷る 尚人はフア ースト・ クラスの商 人であっ て. ｾ 誌を ｩｦｴ るのに

もフア ースト ・クラスの ill 築をしな ければならねと云ふので 、皆首時の相官;良い建築であ

っ た五六 ｾ ｴ ［ ｹ のもの を ｩ￟ ったのだが Ｎイ ｉｉｊ 時までもさう云 ふ 節屈なととを ｌ［ って ＩＱ Ｑ Ｎ Ｚ Ｍ つては追っ

付かな く友ったのだ弘一一大関建築と云ふものは謎のやう友 もので 、{尖は能く 言 ふととだ

が 、 建築の ｪ 、ｊＱ識の ＱＡＡｾ い人は、巴 ｊｈ や｛命款の娃ｾＺとを見ると 、 背の西 洋 人は工 ＱＺ 沃友家を逝 っ た

ものだ と感心するけれ ども 、さ うよ1'，"1乙川米たものでは友い . 古ぼけたやうになって居るだ

けで、皆新しい ものだ、イ(1林のプランデンブノL グ iつで も知らぬ人 は古い昔から②る r"J のや

うに思 うてゐるけれども 、北:亦新しい ものだ . あれは古くても時 々十j じ1!1:紀の上 半期のも

の で 、他は 皆 下 牛 期 の家なんだ 、 日本 で云 ふと 、 御Ｊ， ｷｴ ｾ 同 ￭ｪ 後 ｬ 亡 Ａ也Ｊ た も のだ 、 Ｓ ｬｉ 仙 ［龍 平が

明治五年 で 、 ＱＱ Ｑ ・ 付 ｾ￯ ｬ民 年 Ｑ が終ってから ｈ ｜ ｾ ＼ｩた者 Ｑｉ だ から、 古ほ・けて見 λ るけれど も、世はま だ

新 しし、
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池田一古塚君と云つでも新しいやう友ものだ( 供笑)

片岡ーさう云ふ風 K 新しい ものばかり揃ってゐ るのだから 、それが 段 k と ニ ュ - . スタ

イル のものと世き棒へら れ るか会11 らぬけれど も、どの限度に置答へられるか . 容易に世き

答へられぬね

村 野一者IITI日!置のア イデ アと云ふゃう友ものも大分鑓る とと に友りませうね

片岡一 都市計萱を必要と する 都が今後生れるかどうかが問題だ

一植生前程度は高いのが可いか低いのが可いか挺問だが 、あちらの奴は一寸飯を食へば、

五回 ｬ とか十問要か るのに 、 日本 でＭはー ｕｾｬ か 二 闘 でＭ桝む と 云ふやうな語で Ｎ 大韓衣食住が皆

さうだから 、日 本の方がさ}c; ii 市だ 、者IITli の構成も非常 l亡手抑I ' L /JJ 来て jzff る、手重にやらう と

思へば 、何時でもやれるが 、手 重 lてやらね方が可いね 、所が此の頃はどう云ふ誌か士11らぬ

が 、一坪七百聞とか八百 凶と; えふゃうえ主家を ii!; って得立 lとえEつてゐる者ーがあるけれども 、

是は問題だね、デ・パ ート ゑんかも 、日本は地震があるから .全 部カー テン ・ウオルにして 、

鋭骨 l亡しなければならぬが、それも 餓 網か何か臨し、 ものにし 、入口 の脇似はテラコツタに

しない と、ざ らさらして手を怪我するが 、窓の上K 一寸し? と締盟友マ ープルを使って 、テ

ラコツタのやうたものをチョイチヨイ附ける伎で 、成ぺく金の要から友いものを iit るやう

にし主主ければ嘘だね、デ・パ ート の建築l亡立派なハイ ・ポ リシ ユの石 を全部張 り付けたり ‘

テ ラコックでも百 凶も 二百 以l もするものを使ったり . 無間陀金を胡・けて立滅危 エレ ヴェ ー

グーを附けたりするのは日本だけだよ

村 野ー エンパイヤステ ート ビルのエ レヴエ戸ターが 日本の金にして 百五十高闘で出来て

ゐる 、それに日本の1)、さ い ビルデイングで五六十高閲も掛けてゐるのがありますね

片岡 一 日本 のデパ ート 等が建物 ｬ 亡金を掛けたり エ レ ベ ーター ｉ ｣ 無聞 に舶＿ｪｾ の高いものを

使った りするのは 、日 本人の特性を琵揮してゐるのだ 、|災の娘が美 しい着物を渚たから 、

内の ｾｒ ｉ と も 美 し い着 物を指せゃうと 云ふやう な当 ｩｬ ｴＮｲＺる 競争的意識の みで全く意味のカ ｬｾ ｾ、と

とだ、共庭は1111米利加の建築家の1!よい所だ、 事業家の 4s:古;の リー ダーになって J t る、事 業

家が斯 う云ふ ものを ii t りたい とぷふと、それちゃ斯う云ふ もの を泊ったら可からう 一一- Y. _

Wi う云ふ風 にしたいと云ふ と、それちゃ斯うしたら可からう一一総て素 人をリードして 居

る 、 建築 家 が事 業日住ーの 役ｾ で ないまでも 、 最 も 有力方 Ｚ アドヴアイザ ー でなくちゃならぬ 、

例へば斯う云ふエレグヱ ー ター をi tれ ば 、動力が幾ら要って 、毎 日の費用が遊ら要る 、之

乞 11-- めればどう云ふととになると云ふ風Ic 経営者 l亡数へてやらなければ友らぬ 、r1f が大械

の日本の建築家は競ら動力が要かるか 、そん友ととは俺の):11ったととでえにいと云ったやう

な態度である . それぢやみ;市・lとリーダ ーと して の仕事は 出来主主い . 尤も従来の技師と云ふ

ものは皆命令K 依って働いてゐたものだか ら. さう云ふ風に養成もされて来たのだが . fJ f:  

しもうクライアントを リード して可い時代が来て居る ね 、建物を経情的 lζ 研究せな ければ

ならぬと云ふのは 、例へばエレ ベ戸ター で も、五階闘のヱレベ { グーを附けるのと 、三 高

I1 は



は 12

ｬ 只ｼの エ レベ ｻ タ ー を附け るのと 、 経 ＳＲ が どう違ふ か Ｎｭｾ蝶を叩い て 見 せて やるのだね 、 ｼ 欲 議

ｕ の英吉利 や ｦ ｩｦ ｬ ｬｲ ｾＡ ｬ ｩｭ で も やっ て 府らぬやうなとと を日 本だけやっ て 肘る 、七 階か 八階 の 建

物で百五十階 もあ るヱンパ イヤ ステート・ビ ルの民似をしゃ うとす るのは 、子供が大 人の

楠子 を被ぶ らう と云ふの7でか ら、矛盾だよ。 日本では三百尺以上の エ レヴエ { ターをii t る

必要はないのみた らや同 じ運ぶのにも三似の劫力が要る 、十銭で買へるものを三十銭で買

って欣んで居ると 云ふのだから. 斯んな図は外 lζ 無し、。 日本人は可な り質素な同比だが 、

笑外 費 様 な所 があ る 、 訪り見え坊なんだね 、 自分の家 ｬ 亡於ける生活と外の生存 ｉ ＿ と迷っ て ｦｲｾ ｾ Ｎ

る、線、てがバラ ンスして ゐない 、 日本人の衣食住を もっとバランスさせる とと が必要だ 、

それは 昔から俺の家の天井は樟 の 炊似だ とか何 とカ =云って j或恨ったも のだ 、さ う云ふ馬

鹿け ?とξ をーの誇りと してMるのだから 、さう云ふ宮弊 t:J. 思想を打破し友ければならぬ。

村野一話は鐙るが、主1米利加ではそんなでも友い けれど臥誕巴へ行って感十るのは 、建

築 lとは彫刻が人聞の商 l亡鼻がある虫11 < 必十完全 l乙トリ ー トされて居るととだ、そこへ行 く

と 、 円 本 ｬ 亡於ては彫刻 ｪ の労 ｉｾ い家ばかりで 、 Ｉｦ，ｾ 友 ｉ ｊ と云ふものが全〈建築と無閥 ｩ 系 ｄ もの ｌ や

うに扱って 、 Ｔ 商 ｜｜ ｊ ｾ 五 ｉ ｊ と云ふものに釘して趣味が ＱＡＡｾ い様だ 、 側々彫刻家などに蛸むと 、円

分 のＩ ｾｾ 亥 ｉ ｊ だけを一生懸命に見せゃうとして 、 有機的に紫がらせゃうとする互 ｊ ｩ を有 っ てゐな

い、構成祉友 どが出来て . それをやらうとしてゐるけれ ども、それ-c もぴったり行ってゐ

ると は 思は れ左い 、 上町Ｇの民斑合をｾＧＡＮＮｦ ｌ 行つでも Ｎ 建築関係の総てのものをもう少し必築

的教育をしたらと 思ふ

葛 野 一 日 本の建築家は平而的の取倣は巧だけれども 、 エ ｉｾ 髄的の｝政倣は ｴｩ ーから慣れてゐな

いから 、今 日是だけに 取倣へるのは上手な方なんだ

片岡ーまだ幼稚闘時代 だから 、幼稚闘の児l ii として pむだけやれば 、上等の方で . 能くや

って居ると云ふf立の ものだ 、主内装飾や家具でもさうだ 、さうむ・ふものとの断j係がぴった

り行かない か ら、 日本では外閣のやうにうまく 山ういない

葛 野 一 一 つは建築家が自分ー ε それを特コントロ ー ルする技能も合｜ｾいからだ

片岡一結局建築教育から改めて行かなければならぬ J 現住の工業・盟校が此成はill 築1Ajj 刻

科だ ‘ 此庭は建築設備の建築科だとぷふj瓜l亡、各々特色の言うるものだと rlTいけれども、イ"J

BEの工業製校も上から下ま ℃皆同じゃうにやってゐるのだから 、いけない 、之を 色々特色

のあるものにしなければ友らぬ 、ある地方の 小さな 1111のl倣工与1校でやって '11
;' る木工科で大

串の建築許'.cゃるのと 1，司じ微な議院だとかなんだとかの設計をやってゐる か ら. I間違びで

ある 、 さ う云ふｾ ｜ 友ものは死ねま ℃ やって Ｎ ｆｲＮ ＡＮ ｩ ても 、 滅多 ｬ 亡 ｩ ｈ￭ まれさう も 友いことを一生懸

命 にやって肘る建築教育が語いのだ 、さういふ意1¥未11 : : 於て叉現在の主主築家を数育する機闘

をi主る 必要がるる

池周一 i尖等はも う焼直さにゃいかぬから 、新しい人をね

片岡一伎は さう負惜 しみを言は友いで 、此の頃は成人数育と云ふ とともある し、人目lJ は

幾ら 年を取って も自分の職女を全う するf売に は八十の手習をす るのが <fs; 首だ らうと思ふ。

記者一 どうもありがたう ございま した。



水 平 力 の分 布 係 数 乞

建 築 物 の ね ち れ の 問 題

棚 橋 託尽

建築架.f 7/ { ; の耐民計1; r lζ 於て従来の椋l亡、地動の水平lJl1.iili J立と 、束力の加I;iili J瓦・の比と して

民!立を務想、して、そのWJ立に建物の 軍最 をかけたも のが 水平ブj と して建築梨榔にはたら

くと 考へて汗!-JJ Iするとと は、振動理論の研究者の方から額 k の挺誌を提1-1'， されて足るので

ある が、今 との11x定の首否は論外 として 、架榔の剛柔 l亡よる水平力の分ギ/jの問題をとり _f--.

げて 、l吟味をして見たいと思ふ。ゐそらく 、振動理命の格極の 、結論が如何にあらうと も

もし 最後に現官民建築架砕を計算する手段が静力事 的なも ので あ る ｾＱｻ りはか ｌ る架榊の剛

柔と その扱抗プJ の分婚の問題は梨構計算; の恭礎的主主デ ータを規定するものでるらう 。

既 l亡耐辰吉十算の瑳主主の首初 l亡於て 、か L る梨構の剛采による抵抗力の分婚の事が佐野 jJ!J.

て1: /ζ よってそ?摂 され且. 内藤間士 l亡よって水平力分布係1肢と して統ー された:t Jj . は感岐に地へ

たい庇で るる が 、との係数自身が甚だまIL雑暫定的な ものにすぎ友いととは既に内藤停ゴても

認められ、又多くの研究者ーに よっ てその不完全性が論議されつ L ある。 l亡も払j らすて: その

定量的考察は壁悼のj E み lζ 閥する理論並び/ Z:: 官般を要する i'dc I ' Lとの方 l白{ の研究の今後の研:

究に まつ として今か L る、架羽生の剛柔による 水平力の分段を、分布係放なる形 l乙於て5とめ

るととの理論的根娘とその首否を論 じたいと思ふ。 とのノj 、論 lζ よって現在行はれ つ L ②る

架榊 ｦｍｦｾＧ ｾ 計算がいかに ｪｩｊ￭ 弱な理論的根搬に立ちいかにも不 完 全 な理 論の も とにし 、 か ｉ ｚＺＺ し ば

しば 多くの誤りを導入 し つ ｫ あ るか と 云ふ事 ｬ て その方聞の ｾ ｽｦ ｬ ｚＺＺ --rとづさはる方々の注意を喚

起すれば幸甚で‘ 4あうる口

今2第i存3一闘の如き架i僻隣部が矢の方向のZ長長

{引/1，川4 澗々立して) ，昔て各々 の問 lにζ 辿耕の1危主い もの とすれば、その各梨構はそのうけもつ霊堂 l乙

IZ:: 比例して水平力をうけ 、その水平力 IC比例して襲形するため 、剛な架梢は少量の鐙形 を

完工し 、柔友架橋は大きい鎚月三をする。そしてその聞には水平力分布係数の問題は起らない。

水平ブj 分布係!般の !HJ: mの起 るのは 、 との各史構が剛なもの， ) うち鍛筋 コンク リート床l恨

の虫fI き もので連結せら れ る場合でるって 、か L る場介との* 版の鑓JI予は梨柿の鑓形-:tl' e封

して甚だ微 Ｍ Ｚｴｾ Ｚ てブ ＡＡｾｩｩｴ 見 す る事が出来 、し たがってその各架構が等立と見なし得る 鑓 月三を起す

ものと考へられ . 剛なる架締は その嬰MI Ti:IZ: : 劃して 、大きい力を以って抵抗し、柔なる架

柿は小さい力を以て抵抗し 、 そ の合 力が Ｗｋ 卒力と再 三 衡を保つと考 へ られ 、 とｾ I亡始めて水

平力の分ギ/J 係数の問題が起 るので るる。 との水平1J分不fj係数の恭本となる「各梨構の等最:

13 1) (  
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歪められ」は床版の来友る村li北 、例へば筋主主ひを刑ゐ主主い木浩の床の虫rl 1きもので各架構の

主主計i される木iiI 構ii !;等にあって は甚だ不完全に しか成立 し友ぃ。 とのとと は木造校合に於

けるi)ii泣ひを入れた耐以監が充分の効力を改都せや 、そ の耐 以惜と 耐民監との間 l亡jjきて倒

壊を起した、伊豆地誌の例によ っても明で あって、 もしか L る場合にま で梨構の水平ゴJ 分

ギli を定量的K 考察 しゃうとするならば、! ぷ版の鐙形を考察する :); ]i: を要し問題は甚だ複雑に

なるであ ら う。 Ｑｆ ろ床 ｪ 波の柔た場合には 、 ｾｾ［ｪ 立製構 Ｑ 洋と考へるととを使とするコ

しかし乍ら? ととへ床板が剛であって も、もし架構がとれと同程度或は それ以上l亡剛であ

る場合は 、架 椛の費月三を考へ る以上勿論床版の蟹形をも考慮したければ友らない。故 l亡か

k る「各史構の等世主主 歪められ」と云ふ仮定は全然成立し友い。

一・般の餓筋コングリ ー ト建築物に見られ る桜花 、床)¥ocが 10cm- 15cm であ り、引が

15cm 前後in庁長壁が 20cm - 30cm 1亡もとられる椋友場合にあって は、年 ろ床版 より附梨

捕の方が剛である場合が考へられる。か L る場介 IZ: : は剛架村Iと床n反との鎧庁長とそ汚摂さる

べきでるって. 壁の友いラ ーメ ンの虫Iれき采友る構造が との間に介在したとして も、その主主般

によって起 る! 怪力の虫f I きは全〈告! 日見して差支えない科医も微411:な ものに過ぎな いでるらう

それ故にか ｌ る時治物 の ￯ｦｩ ｩ ＮｪＢ ￭ｑｾ j-. r I ーとしては 、従* の如I ( 、! ぷ) ¥反の鐙JI予を無関 して 、柔架

柿と剛梨柿Ｈとれは甚だしく粗雑なｴ，Ｈ定しかされ友いが、 〉の計 算 ｬ 亡絡 ｾｉｪｪ するよりも、 ｊｾ ｦＮろ

ヨミ 年Ｚ柿 ｬ 亡起る ｬ 悠力を Ｑｈｾ 脱するか或は 二次 Ｈｉ Ｇ Ｍｊｉ 亡計算して、剛梨併と刷なる ｈ ミ ｉｾ 反を例へばＡＺ，ｦｾ一

|品II Z : : 示す犠な立鰭的友ト ラス として 説く方が はるかに介理的でるる と汚 えられる 。

W' 間が Wi egehardt の説くが如き般特な意味で・非常に高次イミl!l予定の トラスと考えら れ

。

@  
ｾ＠

第 一 間 tit 二 | 品l

るか否かは 今 し ば らく論 外と して、少 くと もか ｌ る 椛 ｩ ｪｪｴ 防の ｾｊ ｉ 手が 、市材の ＱＱＱ Ｑ 能 率 Ｑ に よ る

焼みに起因する BEの少くて 、榔ili 物を柿成す る各部 lと[ 励らく也lむ;-;J J に よるイ"1焔と 27力によ

る鑓Jf: b 等とに起因する庭の大なるものでは、 トラスと して巧へるととのより令理的なのは

首然であって 、そ の ｩ 誌 も計 ｘￎｾ し易 き 例としては絡組問 ｬ 亡 単に 二本の斜 材を入れたものを想



定 し得るのでるって 之を第二闘に示したのであ る。

剛壁の多 い鍛筋 コンクリ ート 構造物に於てはただかくの如く考えて各部分の断商をと算定

とす るとと を従来の計算に比 して合 理的とするに止るのでるるが. 鍛骨構造物に於ては水

卒力 K 抵 抗すべき 部分を賞際にかくの虫nく計霊す る事すら澗逸に於ては行はれて居る。J う

ち油官; の位置に配置された結構監 ( F ac hwer kwand) と何階目かの床に作られる 結構床

(  F achwer kdecken)  とが水卒ブJ 一 狽逸に於ては風力ーに抵抗する主骨偽であり、 他の

柔 架梢は水平カによる肱力は計却ーしないが、 或 はか くして算定した主骨倣の境庁J と等fil ーの

蜜形を友すも のとして起る肱力を二次的K 附加すればよい事に友 り、 叉 かく の如く二次的

に附加された! 眼力は一般に甚だ徴量主主ものである。

か L る問題は他日 にゆづり 、今 はと の従来の水平ブj 分不fi 係数友る考の根底をな すf仮定乃

ち各恕構が等量の歪められを規定されると云ふ事の成立する ，*Ji 反が架構によ七しては るかに

剛であり、そしてその各架構聞に剛采の弐さのある建築t -Wfjs物について各架織の水平力分権

の割合を論じゃう。
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平雨量民 ｊ ｬｙ Ｑ 拘 ｾ ｾ構Ｎ

第 三 |品I ( a )  
第 三 国 ( b )

今tf5 ( 3) 岡l亡於て方向r OK卒ブj がカ11はるものと考える

4  

ｾｾ＠

H将

ｾｾ＠ 柑

。誕

明".

'" .. ・

建築物の卒商形は第 ( 3) I高II'C a  Ｑ Ｂ｛ 示され 、そ の ｂ 方 向 に置かれた梨構について 、 ｴ￭ｾＨＳＩ

闘 6 の主nくその f 居に技度 1 :をあ?とへ、その場合に起るとの架椛の b q 唐の到力を

H fJl とする つ

B 方向 l亡世かれた架構の f 暦に控度1を輿へた場合のタ唐の総l . !jiJ 力量をえ3t で示す友らぽ

X Q(  =  ｾ＠ f-lq."') で あ る ケ

15 I X  



も し架柿にねぢ れ 等 が 起らたいものとして 、 ｂ 方 向の 玉、架椛は一日ｩｉて ｕ ｾ ｟ Ｎ Ｍ 居 の挽度 ｣ｦ ｊ

ｾ｜ 二 府 の抗皮 ｲ，ｖ ｊｊ 等とするならば 、 外 ｪ ｊ に よる第 q 府の総山力11:: H "  1<:: 到 して ( 2) ヱ¥':1<::

て示 さ れ る 卒衡{ 削q:..ctが 成 り た L ねばならない。

品 = ｾ ｳｴ Ｇ ｴ＠ /Y

Qt  
ター

( 1 2. . .. ..... . .. .... .P) ......... .. .... ... ... .... . ... . . .... .. . ( 2 )  

J うち之は

o  ， ... Y" +r，V， X ，笠+ ・・… … … + if!7・/Y'7' =  1-1， ¥ 

ψ，./Y "  +ムλ ( ，， + .. . .・ H ・-… 十tf 7，X"7' = ! え!
¥.. .. . .. ..... . .. . . .... . .. . . .. . . . . .. .. •••• .….一.( 2“)

ψバrう3戸刊，， +十 札 /Yμ+ .…….一….一..…….い….一.…….日…….一….一. +μ灼内7'/Y爪y仰》

なる P J広乙υ]聯1陥節ゴ主I守方r陀f:1ヱ式t でで、aあう つて. との方科式を Ｑ ｦｊ ＡＨｴｴ 、て作Ａ丙の Ｎｈｾｊ 主折 。 ￠包 …… れ を求める

ととが/1'， ボる。との万科式の係! ) & X
qt は 、今 B )J 向の自1，1々の彼怖についてその J 厨 l乙抗lit

l をあ?とへたときの任立のjぽに於けるヅ'j }J 引が求められ川ま¥それを B jj 向の全梨怖につ

いてカII U: すればよい。

高} 骨梨構1<:: 於である府I ' L 拙IU 1 ;をあたへたときの 任意の j吾の抗力を 川す方法は色々ある

で あ ら う が . 近似的な f仔法として哨rfl ;iI&- '1
1

，の 抗 f(J 体主主の方法など紋も似であらうと氾は

れ 、 叉疋陥 Ｑ ＰＯＨ法と し ては ｴ Ｇ ，ｦＺ ｮｩ 坂 ＱＧ ， Ｙ τ ＱＺ の ￆ ＡＡｊ ｽｩ 法による方法 、 或 ｉ ｲ，｝Ｚ近く主主築 ｴｬｬｾ［ｩｌ 上に掲ぐべき

策ー者の「百三 Ｚ ｪ 居 架緋の車 ｕ ｍｾＨｴｩ ｾ ￭ｅ刊ＱｦｊＡＨ法 ｊ ｾ ￬ｩ ， 亡よって求め られ る。し、づれに し て も 居方限式 と

して P 止の聯立方根式はとかねば友らないので・あるから 、いつそゴ立f乙J臨!出も

が同じ手問でで. 合理的でで. あると 2巧J汚5- えらdれLる。

111: し乍ら来して建築物は水平ブ J K よってねぢられるととはた いか ? 勿fkb否と答えなけ

ればなら友ぃ 。封 隔た構 ｩ 遣をもっ京中 ＱＱ ，が その主 ｦｍｩｬｩ､ｬ 方向 の水平 ｪ ｊ をうけるのでない ｉｕｾ りＮ

ｎ ｍ￟Ｚ の ｾ Ｑ ｾ ＩｉＧ ｊ ｦ￭ｾ ＧｩＧ Ｑｾ 足は ＱＺＺｉ ｍｩＺ の非主 ｊｦ￭￭ｗｊ ＺＮ のため ｬ 亡仙然の場介を除いて辿物は多かれ少 か れねぢ

られるであらう 。

ノうちがJの椋に考へて得tc- ・4決定t t;'t1みによる各架州の収抗力のイヤブ
j の作

}IJ 糾 と 水 平 j J の 合

ブ ｪ の作 川 ｾｾ［ｾとが偶然に一致する以外開かれ長かれ ｡ ｲｭ を有 す れば 、 そのモ ー メン ト ｬ 亡 よ

筋 肉 凶

は 16

って 柿iii 物が全n豊と して ね

ちられす; 1とはおか友いであ

らう J

との防r H系を li; ;il示 し て 見 れ

ば W ( -l )  1川の !mきもので

ある。
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が帆る分和イ糸数It 意味付仰い
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とう云ふ行君主を行ふ主主らば、 今115( 5) 1位iの女11 き卒I白i

Ｉ Ｑ 王者 ｦ 有する梨 構に於 て 、 ｬ ｩｾ Ｑ 中 ｬ 乙 記入の数字 の ｾ ｉ ｉ き水平

方イli係1訟をとるととは全く意味をなさえEいと云はな け

ればならない。i ' i ¥i"ill c  Ｑｾｬￍ＠ .!I!: Ir.l:等イli であると すれば水 平

力の介力はと の平副Jr:bの主心を通るであら う。 しかし

乍らt J f抗ブj の介ブJ はとの似5立によって すて: つとむの方 lと

ある事に なって必然 的lζ との架構はねぢられる。そし

て その ねぢられ方 は 、 とれら梨併と直角方同の架械の

ｲ ， ｾ Ｑｊ性 の ｾ ｉ ｉ イ ＱＱ｛Ｑ 亡 よ っ て呉 るのであるが Ｎ 多かれ少かれそ

の居 ｬ 亡 Ｑ ､Ｚ Ｑ 品 ｩｬ の ｗ ｍｊｾＧ 亡示す虫 ｦｬ きねぢれが起り 、 右端の鑓

M:i it は小さくしたが って その分拾する 水平 ) J はlT(初l亡

組定された分イli総 数 に よる ものよ りも はるかに 小でdう

り左端の鑓 Ir:b-:/[ Id: 大 きくしたがって その分拾約水平力

-

一-

l

l

l

φ

の許IJ 介ははるかに大と友る :cnが飴坦! される 3 とのねち・れ にほ: j -J ' ，じす るのは水平ブj のはたら く

方 向の架怖のみならや 、その山; 角方向の梨mもj 1dc 作川やる故に 、かかる分布線放がどの

程度の修正を裂するかは ; j ( の広 量 的 考政 を 要する ので' ib 乙。

今前の第 Ｈ Ｓ Ｉ 凶 ｬ ζ 立ち ｒＺ り 、 ａ ， Ｘ ノ ウ 向の架榊 ｫ の ｊ 出 ｉｪ ｐ を Ｉｊ 示 品 ｬｩ とし て 、 ｂ 方向 の ｕｾ Ｈ ｹＩ

花梨桃までの縦坐仰を Y" A ) j 向の 2，i'5( S) ｉ 市梨陥 ーまでの む Ｇ ｉ ｩｾ ｾｾ 機 を Y，とする。

.:1= 1  

Z HJ J=九， ( A 側 部 の t 府 時 皮 1 をあたへたときの ダ 居 9Yj Jの 制11) .. .( 3)

，.  I  

Z H;:)こん ( β 制 IM'i

原則iを合 む A 方向梨 怖 の 各j骨抗l主を a ，a" …- … ... .tT
J I 止 し

))坂出11を合む β 方向九日榊の各 紙 読lぷー を ム ム … …・ … ・-ん とし

原則のすは りの 各府のねぢれを θ ，e "……・…- ・0μ とする

Ｐ エ ｾ ｸ］ 一 九Ｋ Ｈ ｾ a， ｾ ｈ ｾＧ ［ ＩＭ ト予 ｢ ｲ ｈ ｊ ［ 〉 Ｉ ( 5)  

(= - 1  ，- 1  ( - 1 : - I  

0=  ｾ ｖ］＠ ｾ ｢Ｇ ｌ ｈ ｾＺ Ｇ ｴＭ ｾ ｴＧ＠ ， ｾ ｺｊｬ ｾ ［Ｉ＠

I  1 ，.. 

。= ｾｙｘ Ｋ＠ ｾ ｺｙ ］＠ ｾｾ Ｈ 仰 ，ＮＧ ｈ ［［Ｇ Ｉ 十 ｡ ， ｙ ， ｈ ､Ｋ ｾｾ Ｈ θｲｲ ｊ ｈ ［［ ｽ Ｋｍ ｓ ｈ ｕ ｬ Ｉ Ｈ Ｗ 〉

タ= ( 1，2・・ … … … … … t )  

(-= :  $ _-，- 1  

17 は



》H U) =Y心的ql

2y，H J;} = X ぽ )q ZY 1;;) =M〔Z) qt

、
l

ノ

。
。

〆

'h

、

ぼれすと

、
1

1

E

E

l

t

i

r

i

-

B

E

E

F
，

/

z xf H U} = M 仙 t

r=1  

上式は

0 =  - ｈｱ Ｋ 】 仏 ｴ 十 ｾ ＨＹｴＮ
1=1  ( . = )  

0=  ｾ 川 Ｋｾ θ ｴｙ 川
企=1 1=1  

。ふt的 ) 寸 山 川

t=1  t=1  t=L  1=1  

乃ち之は 3p 元の聯立方程式でる った

｡ ， ｘＧｉＫ ｡ • ｘ ， 宮 Ｋ｡ Ｎ ， ｘ ，，Ｋ … … Ｋ a1' Xl p十& lX ( M) l l +θ 包X ( M ) " 十… ・・・

+θ 1，X ( M)  ]，= 9
1  

a ，X ' I +ι X ，， + a，X ' 3+ …・・十αpX 21' + θ lX ( M) 包， +θ .X ( M ) .. + ・…・・

0 )<  + &1，X ( M ) 2p=瓦

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .... .. .. .. ........ ..・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ...... .. .. ...... ... .. .... ...... ..

a1，X 1バ+ a，X 1' 2十a3X 1'3 + …・ ・・ 十a1，X11'+ θ 1X ( M ) p2+G，X ( M)1汁 …・・・

+ e
1
，X ( M )  1，= H

1
， 

ム}Fa 1十ム Y ，，+んY 13+ ……+ ん'Y 11' + θ ，Y ( M ) 1 1  + θ ，Y( .lIグ) " 十… …

+θ I'Y ( βグ) 1，= 0  

ムY 2 ，十ム Y . . + b3}ペム+ ……+ んY 21' + θ ，Y ( M )" + θ ，Y ( M ) ，，+…… 

CII )< +  &1，Y ( M) 21'= 0  

ム Y 1，，+ム Y 1'2+ム Y p:; 十……十九 Y' 1' 十θ ，Y (111) 1>1 + θ 包Y (.lI ] ) I '2+・・

+ e
1
，Y( βグ)仰= 0

a  ，X (.lI ，1)  ， ， +  a.  X (JJ ，1') .. +…・・・+ a
1
，X ( M ) l p+ムY ( M) " Ｋ ム ｙｾｊｊ グ Ｉ ，包Ｋ…ＮＮ Ｎ

+ んY( βグ) '1'+θ ，C M( x ) ，， + M，'y) I ，J + θ ，CM( x) ，. +β1Cy) " J + ー

+ θyζ 111( :c )  1'+ λグ(y) ll ，J =O

a μ y' ( β[ ) . ， + a. X UI1)，. + ・…・・ 十a1，X (JJtf ) 21'+ ムY ( M) " 十ム Y (!1f ) . ，+…

+ んY ( β1) 21'+θ よλグ( :c )， ，十β1( y) . ，J +θ ，CJ J1，:c) 2' +β ダ(y) .. J +…

+θ 1，C M  (:c )zl，M ( y  bJ  =  0  

(l V )  

。p X( M)1，1+ι X C M)1'Z+ …・ ・・ + a1，X ( 11tf)1'1'+ ムY ( β[ )1'1十ム Y( J IIl ) P2十・…

+δ p V(βグ)1' 1' + θ よM ( :C) pl +βt f ( y¥' IJ + θ .Cβ ] ( :c )，.，a ρグ(Y ) pzJ +…

+ θ1'Cλ グ( X) 1'1，11tf(y)1叩 J = O
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未知:Rは a，a...... 一.... .. .. .. a"

ムム…- ・・…ー…・・・b，

&， f} r . ………… ・@).

の 3 P  ＱＱＱ ， Ｑ である。放に Ｓｰ その ｬ 帥正，Ｚ方科式なときうれ ば との土ｾ築 民 地は仰 ける 。 し かし

四居間 花のl帥立 ) j 1"(;:¥は 1i¥i i' ili 1: 10/(，けでもその三1:'{- 十二 j じと友るとイヰ1々なみ大胞では主主い。

x もとれは四元の方担よの併を 三1"1反復するととによってMき得 る。それらの方法の Jl 悼

的友川也 ｬ 亡は今は入らない 。 ｴＮ｜すとのｾ司祭の ＯＺＺ ＱＱ 乙川 Ｚ壁等の捻 るブ ｊ Ｑ 亡到するｊｪｾ 抗はカ Ｂ ｴｩｾ しなか

ったが 、キ1:とf:J 2与の技介されたものに趨岱な: 近以的解法を興へてとの第四官ji の方科式の

Ｘ ，の係数 ｬ ζ 入れ るととが出来ればとの併は完全 と友る 。かかる杭 ｾｓＺ 等の ｉ ＮｬｩｦＺ 捻 ｪＱｾ 抗カ Ｒ どの

程度の影響を持ちかくの如I ( 角!r;ij iJ lするを得るか得ないかは今詐 l亡しないが 、それを汚へて

とれら の式はと れ以上 11 : は削雑lと友らない 。

かくして作た結論としては

完工るべく ｩ￳ｩ ・ ｩ￯ ， ｑ ｲ，Ｚ，Ｈ ， の向日山の ｾｉＭ ｾ Ａｦ をよくして挫物の金問的なねぢれを少くするとと 。

そしてかかる場イ? には水平ブj の分布係、i止を !l. tiめより組定せ歩して 、全限郎: の架十わ拙i伴t に宝封J して

居数だけの jべじの1駒節立ブ方方1; 10行-yV

るとと 。

J1二むを仰す= して住物に IIJ 成りのtt ゴJ が働き . i l ! 物のねぢれのは込まるるときは . とれと

直角方 向に剛院を JTヘ{‘1ぢれを /;ILJI: し、11¥来作れば全憾に ついて府政の三411の聯立方科式

をf昨くとと。

以上である。
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メタノV ラスにて補強ぜるコンクリート

スラプに就い℃

油晶

、
1

リ

ぷ

作

・

史

緒
-=-
o::a 

耐麗耐火構造l亡於ける床版は普通の場合餓筋 コンクリ { 卜 迭でるるが . 近年極ノィの改良

を加lへられた各種のメタルラス の出現lと依て 、之等を鍛筋の代別とする床版を用ふれば、

仮枠は不要となり比較的使利であるが、そ の強度がどの程度迄出るかピ多少の疑問と友っ

て居たのである 。或技術者It:t 日く、 ラスは元来壁艦11 : 用ふぺ〈作られた材料であるから .

床版 lと使ふのは胤恭であると 、叉或建築家は既 lζ 或る建物の床 l乙mひて充分lとその機能を

護部せしめて居る。幸 f1 : 今回竹中工務底中山也1喜氏の御k子立があり、代表的メタル ラス三

種を全くの公平な立場 lとあって之等の比較試験をなした。その結県相官良質で刊j も有効断

耐積が大友るメタルラスはコンクリ ート スラフマのtlli 強鎖材と して佼mして、強度上持支え

ない と考へら れるに到ったので 、誌にその従験の結県を報告する次第である。大方建築家

諸賢IC何等かの御参考l亡友れば望外の光栄て・ある ¥1/IJ ｾ Ｈ質 Ｑ Ｕ 会 ｬ 亡 闘し問中光治 、 ｼ司 奈良松 、

中矢千年、官前市太郎諸氏の御援助による事が誠lと大であった2 誌に謹んで謝意を表する

次第で・ある 。

供試躍の作製

昭和七年七月十一 日市立都島工業取校賞験室lこ於て 、i象めWi怖されたる似枠D 下部lこ2.5

c m J享のモルタル或はコンクリー トを抜 き、その上 lζ ラスを来せて上 より コンクリートを

打ち 、充分突くと云ふ/ 1 踊序によって215一凶に示す虫nきaZ -l ' Y : のスラブと J リl亡同大のtlii)_jコ

ンクリート スラブ l 校とを作製す。供試スラブの大さ は 200 cm x  60 c mで厚さ は 9 c mを

普通と し、参考のため .13 c mと 4.5 cm の ものをも作った。

第 三 表 供試ラスはｾ ｾ 三表 ｬ ζ 示す通り Ｖ 極である 。 Ｈ潟真 ＱＮ 2.  3.  4  

1 記 披 |リプの れ |

一一 ＭＷ Ｍ τ 一 ｉ ｾ ア ｼ 参ＡＡの
.  --- - ，---- -

ｬ ￷ ｼ 主型 ｾ ｉＡ ι ム ｼ
I 昔V

U  

一 一

|円「十--一 一 |H→ιトH一→| は 引 …以肝川下刊4 制 上山 調齢削昨一合似緋似は削μ 1上:刈2日 川 …5.川 山: 3畑3ω5 水れセメU…ン汁川トり川上比七

. 一 一

U  J  t
ll  

l  スランプ 23.5 c mであった。

佼J i j セメントは高級鉱業セメン ト。砂は 8 布引ji 以下. 砂利

試験装置

断rfi i 25c m x  60 c m高さ 50 c mの二本のコンク リート位上 l亡コンク リー トを充頃 した傾

2" の異論管を蹴たへ . との心々 を 160 cm とす。基礎収は 220 c mx 8 0  cm として荷重に

I X  2 0  
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よる沈下を防ぐ、との背商 lと 4

寸丸太を住 として G分板を打つ

け、スラブ l亡取付 けられた糸 lζ

より滑車を過して 三ケ川の技み

をiJ llJ 定 し件る接世 をなす。 1M試

験 j 円何_iT! :は一本 ] 0 0 k g の ピレ

ツトを使川した。之の荷_ w. ・は飴

りlこ大き過る ので全憾として多

少の不疋似 を克れ得なかったと

里、よ‘ 〉

荷重試験

昭和七年七 月十八円 、 材 ￬ ｬ［ｦ［ｾ

A!I lml とて地行、 コンク リ{ ト 杭

準試 験 ＩＱ Ｑ と 打して の 強度はｾｾ 凶

表のtn くで 、多少尉 b、様であ る

ffi  !Jl I表 コ ;/ 7 リー トリ員皮

ｩ 見 ｩ 主陸荷 τ ｔｾ k Q' ｉ 出 ＱＱ 変ｑＧ ｫ Ｏ ｣ｬｬｬｾ

1  18300  I  10 3.5  

ヌ 1 76 0 0 9 Q. 7  

3  19o:J J  Jll 7.5  

4  1870 0  105. 7 

5  17800  I  l CO.8  

6  17300  97. 8 
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が之はコンクリートが手練り の

開係も幾分あるかとも考へられ

る従って以下のスラ ブの荷m試

験もコンクリ ート が飴り良くな

かった守れてな れ 更 に 強 い コ ン
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氏、大部分の試験片が大 111告同等分さ れて折れて肘るので あるの

試験結県の数字的側係は ＲＱＵ 鴛表参 ｽＡＨｾ ｯ
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第 二 関 挑 み 測 定 問

w・2 3 0 0吋

o- Ｗ Ｄ ｾｾ＠
ｶ ・宅 復岐材ｾ

o ・f 韓米守党 ε

3 号4 - f / 月 Z d号 Z 3子，. b 拡 駿，{

，Ｎｾ 司 ｴ ・ 杭場り Ｇりノ 111: " 叩l久弓引i . ，川和

試

後

を

の

桜

山

快

遠
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と

い吋
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最
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自

民

般

に

も

枚

が

川

政
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N
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胎

の

三

中

せ

荷

し

が

つ

の

の影響は

相首大で

あるから

集中荷主主

として耳A

i放った。

荷量i伏

態を 一致

させるｾ

質際の破

壊荷重に

よる 1111能

葬ーを計算

し、之 IC::

羽!?;t する

等 ，fIj荷mによって比較する事にした 、CJ55ま表11止右のI +l ¥lがそれでaうる コ

213ニ|品l示の如く 挑 みを測A して見ると 、厚 さ4. .5 c mの分を除いて他 は 1000 k g 迄は 1

m m内外 しか挽 ます示 、I白裂( ，:F rnc:: j主して後次第に技みを榊す椋で dうる。従って ]円。Ok g 内

外で{ 政成したスラブは技みを測定する 111誌が主主い程急: 激 lて破壊したもの である 。

第二表にては同一; 伏態の 2 試 )1' の平均荷! Tu亡釣する r1l 1能 不ーと 、名ラスの有効監rr間ぢi I とよ

る餓筋コンクリ ートス ラプ としての許詐抵抗力率との比を安全部とし、平均了JI董を安全ネー

で|徐 したも の即 ち許れ抵抗力不 l亡劃するfi l J 震を安全荷震とした。

本 在 験 ｬ 乙 於てはコンク リート の ［ ［ｉｬ ｜ｉｾ が ｊＰＲ ，ｦ ｪ k gf c m' であるから之 l亡判 する許持制度は
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35 kg fcm官と見ねばならぬ、えラスの計二本必i皮も内愉 l ζ>.!. 蹴って 1050kgfc m宮としたの

が ( I) で、副今の法規上の此え許容鎖反を川ひたのが CII ) で②る 。 (I ) の;j では安全率が

A  B 諸 s J.f C)話 c J.f《ι支s J8 s }.f C，ぷ
，、乃 ｊ 首 ￟ｾ ｣ｾ＠ C% 〆、

平均 3.5以上と友るからHミスラプと して充分安全でるる c

スラ 7 の施工法に劃する考察

ｾ＠ ＷＧＧＷ三に於けをｾ 7' ' D宜主2ι ス ラブ F 聞の材料がコンクリ ート か モルタルかにょっ

て必1広」二に影響があるを察し 、不完全では あうたが 、32 牧のぷ 片 11.
1
奇数日kはラスの Fi ili も

F回数日たはラス の下 tfl) を J :  3 のモルタルとし 、リブの 山を内側に向 け、コンクリ ー トとし、

リ ブを外ＨＡＡｾに 向 けたＨ卸売量Ａ尚 ｼ 参 ＩＡ ｾ ｾ Ｉ ｊ 共の品 ｉｬ ￭ ｽ，ｊｾを 比 較すると ｾ ｬ ｬｬ ｩｊＦ枕の Ｉｪ が少し似ぃ棋である

即ち 一般の施工法泊り 11U枠完工しで上からコンクリ ー トを打ち 、 Fからモル タルて・-I q・へるの

で よい事 lとなる 。

リブの内外は 大 して問題でな く. l' iLf 乙スラブ のイH1J)与さを大 l亡し且 Fl }I Sのモル タルの付

きをよく する詩 l亡内側l亡向けるのがよいと忠ふ。

各ラスの強度其他の比較

作 製の過 程 lと於て 少 しもエ キスパ ンド しでなく且打 抜 もないから有効断面積ラス 、A  

は 10 0 %である 、従って 似皮 もB . C ，亡比 して大とな るのは 'J i;然 でる るo ，汰片 2 蹴と 33蹴

の餓D)i コンク リート ス ラブ とを比較す る と、 餓材の有効断 iuj引 は 前者が 2.65 cm"  ，ζ 到し後

者が 2.55 cm' 、iiA!&般の中山県雨J付与餓材は切断 しなかったが .1' ，:j jJi は前 X'が 約 7.2% 少ない。

理論上は荷重も Ffi ど等くなる笹であるがとの差 を生じたのは ラスのブJ がコンク リート K 封

25
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する友じみが惑h、il XではたEいかと考へられる 。賞|捺 2 ｴＩ ｊ ｾ 試片は破壊直前 ｬ 亡下部 の モル タル

の大部分が制詳 して )，!Iたc

A 波 型 波紋を交互に打抜いたもので有効断耐も引こ無駄があれ コンク リ{ ト の付き

が悪い欠矧がある D

B リブラス 之は有効断面 ｪ 引が ｔＩ さだ少ないｾｉＧｃ制度も弱かったが安全率は皆相首多 く

コンクリ { ト の付きは最も良好で 、A 或は C のスラプ下部が初挑するに封 して、之は梁が

破上京しでも、ラスはコンクリ ート と共 IZ : : 破片となって落ちるコ従って壁惜の補強材 と して

は理主! に近いものでむからうか 、更に リプを高くするとか 、有効臨rr 聞も'i の増大 をはかれば

梁のiilFJ 1 i l 材としても良抗えにも のと主主ら う。

C リプラス との リプラスの 26 番ものはすべての依f'I: が A ラス lと近似して居る相官:

有効なものであるコ

以上各 種の 比較を比 家 ｦ ｚＺＺ 去したの が ｍ ｾ 五表で、ある。

鏡筋コシクリートスラブとラススラブとの費用の比較

以上の虫nくラススラブは強度l亡於て餓筋コ ンクリート スラブ l乞イ1' 1付i して 足る のでるるが

一而:f;: F - 首りのJ:(} ｉｊ を比 ＴＡ 交して ｊ，ｾ ると 、 餓 Ｎ￻ ｊ ｪ を順 ＶＰ 応 Ａ としそ の 創 立 カ ＱＱ 工結束 ｋｾｪｾ 設を ｅ 加 古 ［り Ｖ

以lその計 66 回、今スラブ主政j を 9 m m戸 ] ;) c m問、副.u)j を (i m mが18 cm 1mとしてそ の

概算一面坪 9 ｾｽｉ ｯ＠ Ｑ 院がＧＡｾＺｴｴは 、 板 Ｑ Ｚｦ［Ｚ｝ＧＮ .8 同 3 根太 2 k 2 本 .7 1[11、受木 2k 1. 5  "j>: 1. 8 闘. 計 3.3

岡 、之を 3 FI lfJ!!. 川 として ] 坪分 ] . 1 闘、之lて加工組立大工手間 .8 [HI 、同手体手nn.5 凶、計

2.4 刷、従って蹴筋コンク リート スラブの コンクリ { ト 以外の究用は

.9十 2.4=  3.3 阻! と友る

之lと封ず るラスは大館 26 蒋物であ るが A ラス で、 ラス代一間坪 2.6且 、之 K 配 給、取

付税額共他 モル タル千flJl 共 .7 問、 青1・2.6+ . 7 =3.3 ぬlで丁度似枠 と餓u)j 代とのポnと一致する o

B ラスではド リブ 26 需の ラス 代 5.7 刷、 C ラスの -'! " 26 林は 4.1 闘で之l亡前提の雑貨

. 7 刷が加はるから共l亡{iI 格の上では問題でなくなる 。

結 論

上ili の虫nくメタルラスを鎖卸j の代用としてコン ク リート スラブ lと}IJ ふる司i は強さの上か

らは飴り不都合ではなく 、17{. ろ1HZ作が不要な製ti 等施工が簡易で・且迅速で ある ため有利で・遣う

るo x fft 川の出11では一般的 lと見ると餓.u)j コンクリ ー トスラブI ' CI'I 2えばない。之は在来のリ

プラス等は世間の千iI山i を主と考へて居つ? と故かその作製の過程、手間が非常に多くか L る

からでは なから うか 、本質験lと川ひ?と A ラスの虫nきは極めて簡単な工程である ため に債

格は安く且有効臨Ir間杭が大とたって j品るのである。メタルラス 業界に於て 9i1'C研究が積ま

れきだ似にして似い ラスが紛々として市場lとIIp:見せ ん事を望んで・ 止また い次第で dうる。

(  1932. 8. 5 ii 包〉
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銭 筋 混 凝 士 打 縫 に 闘 す る 寅 験

成

」且L 道 雄

Ｒ第Ｈ存Ｎｾ ]  .7市;戸t 白験の日 的 第 2 i収;江1 梁材打干椴医陪.1l部7祁削s1彼定合材材Iに亡信防刷h討! する t百主験

2第存3 :?;京 '，: ｾ栄だ 材材Ｎ打 ｦ機抱 ｦ似、［江 ［ｲＮ世 ｉ ｌ亡闘 す る

Ｒ第ｻ作 Ｇ ｾ 5  ｟ Ｇ ｾ Ｇ ｉ ｾ＠ g挺従材J打J 椴 i部t甘裕[1伴内刷f布利制lリ山Ii 'J.凶リ必飢』民i餓筋iに亡B防闘Mする従l目胎3紛命 Ｒ却ｻ口 Ｎ ｾ G  J.白，( 結 論

第 1 章 賓 験 の 目 的

鋭筋i見続土村腿iの建築現場 lζ 於い て、 染 、jぷ版 、柱のil{ 凝土のt J 憎が後日 共の出'ifC亀

裂の殻生する直接の原凶と主主る場合が ￞ｬｩ 々ある、本質 ｭｾｾ は ｗ ｩ の虫 ＱＱ き弊害ある場合 ｬ 亡鑑みて

其の最 も顕著なる梁材 lて付いて 、打檎部接令材、打端部位世 、打檎様式、打端部干11凶 i餓筋

等の諸項目を白験的 K 攻究せんとするものである D

ず¥] 本質般をと有意義? とらしめ且、後j:z!j;諸d白般の7象備).:11織を得んがため、身力比較試験を行

つ?と勺

引ブj 比較試験は21} ー園、第二回、第三聞に示す女f I き型態を有する j昆凝土試験J ;-をと J1Jひた

るもの ｬ 亡してＮ之れに打織を有せざるもの、打 植を訂するもの Ｎ打檎を有し ｴｬｮｾｾｬ 鋭ￍｩガを不 一 ｊ

するも のの三種 ｬ と分ちて、相互の ｦ 血裂荷索 、 破 ｩ 袋 ｩＧ ， Ｚ ｉ 重の帥 ｪ 係 ｲｦｬｩ 飢餓筋の効ｾ Ｎ 等 ｉｌＱ ・ ｪ きて調

ｩＱｦＮせり。試験 ｊ ［ の言 ｅＳＡｽ￪Ｎ 調合、材 Ｑ ＱｩＨ，ｾ共の 他 の闘係は ＲｊＵ 一表 ｉｌ 見る通りである。

主i'i 1 表 努力比較試験片
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コツゲ ｪ ートオ ｔ 重 ｬ ，，ｾ 角

シ且ツ

強筋ヲ持λ λ ' vV

ヲ不 λ

事

面

2 + 2 8  

コソ 7') ート.U 重t{ヲ

為λ ル 毛 J ヲ示 λ

!本

国

A す2 8

コゾヲリ- I - H世4守

有ぜず' ル毛，守手入

A  +2. 8  

手

=

色

潟良 I 努 力比絞試験一般投泣を 7f; す

賞験は大阪市立者1¥島工業製校建築科質! 験室据 付

の長必険機( ロ ーゼン ・ハーゼ ン三十噸) 1として 、試 験

機上の) ! )¥) . 庄は自民 1 fL : 示す虫" く 中央 l亡白〈 凸字型

K 見ゆるは試験J ， Ｂと して、 ｾｊｾ の ， Ｎ Ａ ｾ央上 Ｑｾ ＱＱ より抗日 正

を架す袋世となって) ，1:-るコ

組 Ｒ 験のキ ， Ｇ ｩＪ は第二表 ｬ と示すｾ ｲｊ くれ砲を有し 、 千， ＱＱ

? 封鎖筋を 姉入せる試験J "  ( 詑枕 B A J. B A Z) が 亀

裂向車 、( j)主以ifl lf亜共に最大1，，'(を 示 し、打 檎3と千Jせ

ざる試験J ， Ｎ Ｈ 詑 ｾＱＩｴ ノ Ｑ ・ ｊ ＮＩ 之 ｬ と Ｚｪ ，くぎ、打 械 を有する

試験)1"( 詑 蹴 A ，・A ，) がi詑小1，1'.[を 示 し、此等の関係は第凶|前!の如 き松i-*ーとなった。

又各種試験 ｊ ， の ｲ 組裂荷 車 、 破 ｩ 良 荷 霊 堂比 較せん ｴ 亡 、第同 Ａ ｩｩｾ ｉ ＲＭｩＧｾ五ｼ 砧 ｬ の如 き 闘係 と友り 、 之

を総括すると次の二項目とな る。

ＱＮ 混凝土材の打 越 を有する Ｙｾ カ ｴ 亡依るｻ政組曲｜ ｾは 打 婚を有せざる Ｈ ｪＩ ｬ 壊強度の 約叫割に相

??;し、六割を .来 少せる結i.lt!: とな り、打 越せる的所は共の強度lと及ぼす影響は辺大であ

るととが ｾＢ ｊ る。

Ｒ Ｎ 之 ｋ 到し ｦ ｊｬ ｪ 閉 鎖政 ｪ を［ｬ ｊｉｉ ふる時は Ｎ 共のｻ政壊強 度は ＱＺｾ Ｇ 如 Ｑ し 、 ｴＱｴＮ鋭土の打他 ｋ 制 ｪｲ［ ｬＱ ｴ 蛾筋を

押入す るととは非常に効洪的針策である 。

之等の結 泉 氏依りて 、 村に打 檎 を有するは制度 ｬ て及 ｬ ま・ す ｊ［ｾｾ 容 は ， ｊＡ｟Ｚ 少で、 あるとは云ひ買 ｦｴ ぃ 、

此底IL: 於い て筆 者 は 官際11¥1題として最 も多く取般はれ . Y... 最も 弊宗:の期五年なる梁 材にイサ

1)( 2 8  



き、質騒を試み

本文は組、間 1'C_n

報 告 に 努 め た

に主として宮殿

んとする のであ

域を )Jjt せざる故

りて7象備官邸tの

る。

然 し友がら、

努 力 比 絞 試 験 結 果 表

訊量骨比 ' ｩ［｜ｾ 世止 Ｇ 省h高祈

般稲 亀 ＱＺＢｾ 主 政ｉｪＮｾす 政宣府J主:f 童1:ぜ1音幼堂

1 均

験1寄.吻そ7  
t 己 v!

童 量 lち100玲 ーの重給量

j <  ρ.....' 
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第 2 章 梁 材 打 繕 郡 接

合材に閲する

賓 隠

品定

l検 試験) ｉ の 形 ［ Ｏ 火 、材料、打 端 部 の ［ ｦｽ ｾ ｲｌｾ は

Z  第三表及第;，¥/''';i II C示 す !m<又製作;/た態は

管 第阿武 知五表の泊 りて・あ る。

形 Ｑ ，Ｇ， ｊ ｴＭ ｾ ｦ 材 と しては ＾ ， ｉｉ ￭Ｇ ｊｌ￺ ｊ IJ ひ ら る 純 セ メ

)1へ

ン トモ ル タル 、 地 l亡ー : 二 セメ ン トモ ル

4仁1，" I  

ト Ｎｉ ｙ ｾ 1マ

グ}l- を除mし共のなIJ 県を 司，I，jベた。

賞 般 のキ ｎ ｗＺ を ー ねして示 せ ばＲｊＭ ｾ ，'，表.

の如く である。
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6  γ  

才1 全盛 執- 験比 事 ｴｊｾ -t さ久蹄斤

車t4金st斜乙貴

t 賀l J 衿 州事終

丸.  

也 管
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以下梁材打織部按合材 K 闘する 質験の結= *を綜 合 して、 梁の打稽古iit妾介材がI白裂荷重、

破境荷車 l亡及ぼす )J;'協普及び殺の打棺が強度 l亡及ぼす影響等の捌係 l亡付き NO. l if.式・胎)，' T¥"o.2  

試験) " の雨者K 瓦 りて苛越す ベ し。

No. l  試験JI ーの結果は
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潟u' t V  h 験の初f可f 終日i j : の )jI; 態 を 示 す

( 1" 0.  2 試験J¥つ

打械を有せざる梁材 Nλ - NJ 。

P n=  326. 7kgC1.i&:.I;主荷重) … 1 比

打棺 を有 し接合材泣き梁材 VJ . - V J .  

ん = 137  k g  ＨＱ ｾ ＮｫＺｾｬￍｮＧ ￰ￍｊ ｮ … Ｐ Ｎ ＴＲ 比

打檎を有し接合材( どりを有する梁 材

VJ .  - V  J ，. ...Pn=: ! J O k g  

(  Ｈ 政 ｾｩｬ 荷市Ｉ ・ ・・ ＰＮＨ［ ＭＱ日比

打織を イf し彼イト材(! り を訂する梁材

V  J ，; - V.I ω …Pn = 188.3  k g  

ＨＱ 波 ｾｩｩ 荷汀 ｵ ・ ・・ Ｐ Ｎ ＵＷＸ 比

の ｾｮ < 打械を有せざ る梁の{ 出来強度が 最

大航を示し 、1 f 械を有し、接合材cりを有

する栄村之 l亡次ぎ、千] 椴を有し接介材( { り

を訂する梁料のIll riI とて打線を有し、J主令材-

t J . き来材が11，( ￟ｾｾ を示した 、長Ａｬ ち十刊誌を有し

接介材を JIJ ざる場合は完全なる栄村氏 比し

約 ｾ ｾｩｊｾ す、Ｋ ｾ合 材を川ひる場合ば幾分之れ

を干 ｭｾｧ｜ す るも 、 弘 司 令村のＡ字きに過ぐれば却って悩Ａ立の減少を見るの如きでるる 。

此2S4の助! 係 を協l示す れば215七 li;;;) を件 3

No.  2  itst'験J "  .  I'L 11，(T;J ]  ｾ也裂 をＮＱ ＮＡＮ￬ｉ Ｇ ， したる ｉｾ の ＱＱＱＧＨ は

打棺を有せざる梁 N.I ，- Nλ. .  . pu  =  (1. 600 +  I. GOO十 l. GOO) + 3  =  J  .GOO k g・..1 比

Jfl :ui rl' 央打械を不j す る梁( 接介材を引す)

V.I， - V  Ｎｉ ， ＢＧｐ ｵ ｾ Ｈ Ｑ ＮＴ ＰＰ 十｝ＮＴ Ｐ Ｎ ＩＫ ＱＮ ＭｬＮ ＰＰ Ｉ ＭＫＭ ｾ＠ =  1.400 k g・. .0.R7比

水卒中央打械を有する梁( 政令材を引す)

H .I， - H.I，"  P
u

= ( .1. GOO十 J .500 +  1. 500 )-+- 3  =  J  . 550 k g ・..0.91; 比

と得られた 、 ＱＱｾｊ れ械部はＨＡ 11) モルグルを徐沫 して接fT材とせしめた 、5UA験J " を破I却乙

五ら しめ＿ と時の荷ＮＱ ｦＡ も ｬ ｩￎ｝様の ー 下法にて比主ドを 求め て ｬ ｩ［［［Ｉ 示する時は第八 ｬｩ［ ， ｩｬ の ｾｲ 暗 ｬｩ ，立 ｼ 去を 得 。

多くに5血裂f，lf 薫と 、{政i主f，:i if ( との閥係を! ' .!.Ii¥さ んために 、亀裂がf車の破壊荷主主にますする比

率 を表す時は

打織 を千j せざる梁

P，.  .. .. .. l GOO 

( N/ j  J会1nO= 1E R S- 100 - m %

P c  ，( ¥( ¥ _  1400 

雪ji ;也r. IJ うた打踏を引する梁 ( V.I )… … P β ・J OO= 寸日吉 ・100 _. 88.9 %  

P，.， .  ". .  ] 550  

水平 1' 1-1射了税 引{する梁 ( 庁/ ) オ 100 = 1800 ・] 00 =- 8 6 %

となり 、 之を ｉ ， Ｇ ， ｩ ｬ 示する時は ｴｲ ｾ 八 ｬ ｩ［［ ［Ｉ 以下段のｬＡ Ｇ ｟ｗｾ を件、 ｦ 白 裂強生と殆んど同時にフ ェイ ル

する とと を数値的に示してゐる 。

I X  3 2  
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第 3 章 梁材打縫位置に閲する責験

試験ＩｊＢの ｊ ｉ ｾ［ｕ ， は 前 ｙ ［ ｺ 梁 材 Ｎｦ ｦ 櫨 ［Ｇｦｪ｜ Ｎｪｪ長 ー 介材 ｉｃ 闘 する 也 Ｒ 胎 ｴ て使 川 せ し ｎ ｯ 1 試 験n と同 様lとし

て、 打織 作 世に附し ては 一 段の砂 ｦ ［ ｩｴ を 裂す るも 、 此 の場令 便 宜 上 梁 Ｑ Ｑｊ Ｑ の ｾ ｉ ｾ 火 、 ［の出 ｬｨ ［ の

製自にて竜山: 々線 型 K 製 作せり。

打稽古 ｩ｜ 接合材としては 、 前立梁材 Ｑｊ 檎 ［Ｇ ｲｪ ｜ 接合材の 白 磁の給 Ｊ Ｑ 亡依 り ｾ fI J手さに純セメ ン

トを 塗沫 し、 荷よ ｅ 接世も古川Ｇ ， ｾ同械に Ｑ ＧＱ Ｑ 梁 、中 央ＱＮｴ・ ＧＱ Ｇ ＱＧ ， Ｚ ｝ＱｆｩＺの ［ｕ ， 態 で ある。

試 験J，. . . . の総数は二十VY11!.J 1として 、215七表 rC示 され た る 、WJ 日. 詑批のII !riI'L 従ひて二 日間

K 亘 りて宮脇 せ れ

世 験の ｋ［ ｎ 県は ｾ ｾ 八去に去はしたる辺 り でるる 、 梁 ｦａ IC  ｦｴｂ 裂を ｪ 武初 見 Ｑ ＱＧ， し且詑紘 Ｑ ＯＱ， ぅ ｾ たる

試 験nの亀 裂荷重の各比率1を.r，q l¥すると

打棺1' . J . き試験)J" ( Nノー - Nl リJ

P c  =  ( 20 J +220+ 180+200十 160+1δ0) x  ｾ＠ =  185 k g  …1  上ヒ

栄町 D 古の黙に打織を有するもの ( V J .. - V  J ，，)  

P c = ( 1I i O+ 120 十 100 +  10;) 十 15 0 + 150) X ｾ Ｍ ］ Ｑ ＳＰ＠ k g  …0. 7  上ヒ

梁 間 の t の駄に打継を有するもの ( V  J "  - V  J ，. )  

P C =  ( 150+  120+  13 0 +  12 0 +  15 0 +  100)  X  ｾ＠ =  128.3  kg- ・・0.69 上七

と得られた。之れ lて依ると打棺なき試験片 l亡霊J して 、認聞の; の ';! }i l亡打構を有する試験

J j の亀裂荷 重は七:作IJ IC相 111・し、染 聞 の ; の 結 lと打織を有する試験Jj ーも l時同様に して 中央 lと

接近するに従って 地 裂は生 じづらい結洪となる。

試 験} j- を州壊に至 らしめたる j武大計11豆の値は

打機 な き 試 験J j i とあ りでは ( N/ )  

P j l  =  ( 550+450 + !i 50  +  600 +500 +  400)  X  ｾ＠ =  u10 kg  …1 比

梁 聞 の 中 央 Iz::.t l 檎を有する試験rj' ( VJ 2 ' - V/ .
n

)  1亡るりでは

Jう1=( 150+ 130+360 十 180 + 2 8 0 + 310 ) x ｾ］ＲＳＸ Ｎ ｾ＠ k g・..0.4. 67上七

梁間の［話ｾｉＧｌ打械を有する試験 ｮ ( V J" ;  - V  J ，. ) にありでは

F s =  ( 400+400+200+ 350 +  300 +200)  X  ｾ＠ =  308. 4 kg. ・ 0. 605比

梁間の; の; 1 )}i IC .f l 械を訂する川t験 J j i とありでは

/ う1= ( 500 + 400+450+ 400+550+300)  X  ｾ＠ =  41;t;_- kg  ・・0.n15よじ

とrな=る 、 ｻ岐波上壊袋 Ｔが術 ［江 ｪ よ民 ｮ は即ち Ｑ前 ｩ￭泌 ｩ白 ｪ市日詑 ｅ の虫如如 Ｑ Ｑ パ 〈 十打 ｈ 椛椛広降 Ｎを千有ｾＮせぎる Ｓ架従 ｬκζ 於いては ｪ此 Ｑ止止 大 ｼ雌凶を示し Ｎ ;梁於問の

; の担叫貼Yi lにζC: t刊! 際夜せるt染従之 lに亡次ぎ 、梁/ I ¥J の ; のお'iIC.J J 椴 せ る 染 、説 1mの t の 鮎K 打繕せる 梁 の

ＱＱ 聞に して 、 誌 に 佐立 す べきお ｬｩ は 、 ￭ｊ ￭ｪ ｘ 買 ｉ ｃ ｩＮＡＡＡ［ ぺたる ｉ 也 裂荷亘の［場合 ｋ 、 提 Ｑ ｭ の 中央 よ り岡 ＱＢ ， ｾｪ

ｬ ζ 近 づく に 従ひ て 減少する も 、 此 の場合 は ｊ ｊ ｾ の逆に し て士 竹川 ｼ せる 如く で るる。

第九 I;; ，il は此等の闘係を示す。次 IC1r繕位 む と{ 比政仰重との闘係は打鴇 佐 世が両端 lと近づ

く ｉ ｃ 従ひて其の破壊 前 ，ｾＺが ｩＧ￮ｉＹ￭ ＺｽＨ打 Ｔ 慢なき梁のＨｾｽ［Ｉ表強度 ｬ と近づくが ｾ ｮ き桟であ る ｯ

梁のｻ政 ｬ 創立世と打 織 位 世 の 助 ｬ 係 Ｚ［ Ｑ 在び ＺＧ ｦ ｃ ｻ ｾＱ 主主 ｪ 伏態等はＡＺＮＨ ｾ 十 ｼ 凶 ｉ ｃ 依り て 相 互の 閥係 を 善 美 知せ

ら る ｾ i呂り で ある。



第 7  表 梁 材打鈴 位置 に除却す る1'1: 験 川 式験 片
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ｾ＠ 11 闘 試 験 機 卜ー の 位置

第 4 章 梁 材 打 繕 様 式

に閣する賓駿

試 験片の形秋 、材料及製作の関係は

215九表に示す 通 り略前掌賓験に用ひ

しものと同様に して 、打繕位置は前lt

笹!脆の 結 果ーに基づ きて、 梁聞の 4 の

貼とし 、接合材も前章宜験 と同犠 とし

?と。

本平賀 般に選び?とる打織様式は次の

虫fI き五都の もので基うる。

]  . 打椴 を有せざるもの

言巴蹴 λゲ.u - N.I ，， 

ｾ Ｎ ｀ｩ 也Ｚ｛［Ｇ Ａ の打植を有するもの

言巳古r)L V I ，u - V.I ‘・

ＳＮ 直系・凶 ｾ Ｈ角度 同 十五度Ｉの打械を

ヰi する もの 記蹴 Yノー ，- V.I ，リ

4.  同 Ｈ角度 三 十 度〕の打機ｾ有

す る もの 記班 V j ，， - V  .1，，， 

5.  Z 字型打指 を有す るもの

記 蹴 V.I ，， - Vλ 包

官 験 の方法も古 ｩ ￭ｓｾ 官 ｭ ｦｾ の方法と 同 様

であるが試験機上の試験); . の机世は第

ｾＱ＠ 9 荻 打 総 主!! 式 に 附 す る 1・t 験 川 試 験 片
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打縄を{-]せ ざる梁 ( NJ ) fCあ りでは

p ，;=  ( 350+340 + 350十 30 0 + 3却 + 300) x ｾ］ Ｓ ＲＵ ｫ ｧ ・ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮＮ .1 比

ヨ ｾｬｕ打繊を有する梁 Ｈ ｖ 1，. - V  J ‘ τ )  I ' Cありでは

P c  =( 150+200十 170十 180十 210 十 180) x  k  =  181.5k g..... . 0. 565 比

也斜紙型打絡 を有す る梁( 角度4.'¥.0 ) ( VJ 也 ，- V J ，，， ) l'C aうりでは

P o  =  ( 280 +350 + 380十 280 + 290) x  ，ｾ Ｎ ｾ＠ 32 1. 6  k g  ……・・… . 0. 99 比

芭斜総型打織を有する梁( f (J 皮 :: 0
0

) ( V I " - V I ，，， )  tてありでは

P c = 321. G  k g  ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ • • .. ........ .. .... .. ......... .. .. . .0.99  上lニ

Z 字型打械を有す る梁 ( V I "  - V  J ". ，) Iてあ りでは

P c・= ( 140+ ] 50+ 150 十 140+100 十 1( 0 ) X ｾ ］ＱＴＶＮＶｇｫｧ＠ .. .0.455 比

と得 られた p

i也到仰}l!は t! IJ ち上記に見る!mくfr 縫なき梁を必準 とする時 、也斜紘型打利益を有する こ制

の 架 材は ｆｦ ｦ ん ど 之 Ｚ ￜ ｬ 亡相 似し同 ＱＱＱ｜ を ｦ 号、 ｾ ｆｦ ｴ￼ 打 継を 有 する梁 ょに 次 ぎ 、 ｚ ｾ ι 型 ￼ 協 を有 す

る梁がJ改IJどを 示 した . u' ! 斜線型! I亡打棺せ る於は打松市j を傾斜せ るた めか ? 共の組裂仰1fi :が

れ檎 を有せざる梁 と97:ん ど鐙 らな いJ践で共の内打判長同j を三十度の勾配とせしものも 同十五

度とせる場合 も大 した秀典を認ない 。

今試み l亡、町胎 lて供した る 5 種類の試 験) ) の内、直斜線型打摘 を有する試験 )'j' 垂直線型

打機を有する ｩ ￬ｊ ＺＡｬｪｦｾ 片と の 勉裂荷重の最大値に付て雨 者の発 を算出比較すれば

321.6 - 1 81. 5  

一一一一一一 X J OO= 45%
321 6  ，， --- - - ' 0  

とな る、換有すれば1f i 三直紘型 lと打稽した る梁はl H斜紘{ I ; '! IC打棺 したる場介より斗三分の荷

.iT! Iζ て低 lζ 地裂を百芝生す ると云ふ' jf となる、同憾にして山; 斜線型打槍を有するものと Z 字

型打 檎 を有する 試験 ＩｩＧｦ ｣ 付きて刑者 の芸 を算 ｉｊｾ する時 は

32] .6  - 14. 6. 66 

X100 = 54. 1%  

321.6
一

とな る、検言すれば垂直線型Ic t J 機 したる梁は直斜紘型 IC打棺した る場合 より 、半分の

本:nr: Iと於て既 lモ1出裂を質 休すると 云ふ守jf となる。

同 椋にして 、 直斜紘型打檎を有するものと ｚ ｾ 主主 Ａ ｊ の 打織を有する試 験 Ｉｪ IC付いて雨者の

訟を算出す るl昨は

321. 6  - 146.66  

一一一一一一一一一 X 100 = 54.1%  
3:2] .6  .  - - - ' 0  

となる 、利J-*f . 可( の梁に於ける 組裂{，: J j 重の似を相互に比較するに便せん?とめ、打織を 有せ

ざる梁を 基準 l亡取りて比較す るときは第十二防|の虫nくな る。

叉 Ｎ 試験 片をｻｾｾｾ 主 ｴ て 至 らしめたるｻ 波 壊荷主を古 ￭ｪ 例 ｬ 亡 倣 ひ て其の平均値を比較する時は打

線: をヰ1・せ ざ、 る史料試験 ) ' dC 於し、て 11止大値を有し、直斜線型打線( 勾配四十五度 ) を有する試

験Jj 一之に次ぎ 、|時打檎友き試験nと同値を示し、Z 字型打繕を有する試験片直斜線型打槽

3 9
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( 勾配三十度) 相次ぎ最後 l乙illi: uJ : 税引打制去 を有する 試 験J Ｇ Ｑ 牟となった 、 Ｈ ｩｽｾ ｊ 去五 Ｚｪ 可 ｪ Ｍ ｉ 亡於いて最 も

ｲｾ Ｚ むを要するは、芭引紙型打植を 有 する試 験 Ｉ ［ Ｍ ( 勾配1J 4十五j主Hi 組裂1::('[i :の場合と同様l亡

打線なき試験J '1 との ま主は 僅l乙

963. 3 - 930 

X  100 =3. 4. 5 %  

Ho.33 

K 過ぎすコ殆んど同様とたった事でるる。

三請にに直斜f) ;. 当日打繕を有する ;試験) ;. ( 勾配三十度) と同試験片( 勾配阿十度) とは 、勾 配三 十

度の場合は一段下り

930 - 740 

・ 100 = 23%

930 

とたる 、 打織勾配聞が 三 十 ｪ 立と ｉｊ サ十五 位との Ｈ ｾｕｩｾ ｾ｜Ｑ 立をズ ーにし て 、 ｐＴ 卜五 度の場合が二

十 三 パーセ ン ト丈け加 き れ機部を 作 る とぶふＧｊｦとなる。 ｩ ｩ ａＡ 政 ｊ［ の Ｈ ｩＩｾ 成功 ｕ Ｑｻ の 比 ネ は引け ー二

日［ｩＡ Ｑ 亡示す 。 試験 Ｉ［ ーの ｪｾ 主民 Ａｉ た態は主 Ｚｳｵｲ Vl II - nut  X I  Ic 1I< l げたる通りで ある D
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ＧｦＥ良 市 垂直 打 綴を有 す る試験Ｉ ｾＮ ti'J 13 岡 梁の納ｾＧｎ餓 筋 の配置

Z  州 州

[一丸山口
一一一Ｍ ｾ コｼ← ＭＫ Ｑ

品 E 主的- <j -I OdR守

第 5 章 梁 材 打 維 部 補 強錯

筋に闘する賓験

試験JI" の打櫨儀式は打絡を有せざる試

験灯、 霊山: 型打械を有する試験j-r. 直会}

型打棺を有する試 験 ｊｊＭ の 三 極の場 ｦ＿ をｾ

びて 、そ れに極々なる宇ｬｉ ｩ 強餓ｪＩ ｊ［ｾ Ｎｪｆｦ ｩ 入し

打糟忙世は梁間の三分のーの場合と した

千11¥弧餓筋の配世は 、Mi Ji ;i 各賞峨の結果に

依 りて 考慮したもの で、出陣すれば第十

三凶 とし製作等の僚件に就きでは第十一

表に掲ぐ
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第 11 表 梁 の打縫部補明俄f j J i に附 する資産量 111試 験片 質ー験の結果を綜合 して 第

十二表と なる 。電ｾｾ考安時打
吉と

間ｾｾ＠ヰも持弐 τ  

トーーー

| 明咋 ｒＴ ｂ 杭ｾＭＫ日 与
!VTtl， 

4  
4 4 .  

tvJ  :;: 1  

T1，“ 

区 d1ab q  4  

4 .4  
町68

lL |  
iVJ G'l 

4 .4.  4-. も

障;

E 四Is同

.  
ta 

z  
う向，ｾ自

1  
Ｕｾｱ 日

木寺

曲守

4，4 11 

M-
a  

4 る目

;干す

音?

42. 日

4  [11 

i
d  

す，1

各試験)1ーを組裂費生、 叉

は ｉｾ 主壊 ｋ 至ら し めたる術重

は第十四表K 見らる L 如く

即 ち ， ｾ也 裂荷 ｊ ｉｈ て於ては共の

ｾ均値に て

打櫨 を有せざる試験)1' ( 補

強筋な し) ( 記披 NI ，
6 -

N. 12I )  ，とあ りでは

ｾ孟
l'J Sv 

-' )4 
4  b  12  IS!I， 7 1) 14 3

B  

1

4l o 

IJ
d  

P u  = 500 kg … 1 比

垂直型打縫を 有す る 試 験

片( 補強筋を有す) ( 記蹴

N l u3 - V  J ".) 通E範 教 鞭 昨 古式毒者} キ

押し失; す己庁九 「骨量句
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P c  = 565. 7 k g.. ' l. l!'l比

第

直斜線型打櫨を有する試'gh

寸4

K A型( 柿強筋を有す )(言巳

蹴 VJ ". - VJ ，，) 

炎 P u=  160 k g  ・・ 0.92比

直斜線型 j 1織を有する ; 試験

)，'  B 型01柄引万を有す) ( 詑

質: bt y / 75 - Y /so) 

P u= 410kg  ・・・ 0. 82比

除 で'el うる 、HPち才fキ僅tと1;{{るI也

裂荷重の比率は垂直型打櫨

の

を有する試験)i ーは市ろ強度

前1 の上昇 を示 し直斜線型打機

を有する試験片は A B 雨

来 型 共約一筈 IJ 乃至二割程度の

低下を認めた。同様1 [ . 1波壊

荷重の場合 IC於ける各試験

)，-の相互の比率 も大開地裂

荷軍の普通介と相似した此等

の闘係は第十凶|酋|の虫nくで

ある。

本氏験 l亡使用せし主鼠jの



第 14 闘 亀 裂{ilf 1[r と磁嘆 荷 重 との腕 係

I.Z トー

レ/ 〆 、 句ｔ 問 ｾ Ｎ
ー『

らくて

うてゴf 雨ミ

事' hIl

晶 司 監l

一

/.0  

ｃ Ｎ ｾ＠

" . O  

0. 4  

。‘ Z

百 ｦ 商あｾは各試験片共通に し て

4 x B . W. G.  10林線… 4 x 9.3 m m'  = 37. 2mm包

に到し、補強餓筋の断面積も各試験片共通にして

6 x B. W. G. 1 6祷k:fA.. .6 x  2. 17m m'  =  13. 02  m m'  

にして 共の比は

13. 02 

一一一一 x 100=} 35% である

37.2 

ＱＱ Ｑｩ弧鍛政 ｪ の有 Ｑｈｾ ｉ ｌ 闘し共の比較を前章貨 ｬ 磁 のキ ｬｩ

ｬ↓ ｾｉ 亡依りて算出する時は

/ω '  垂直打線を有する 試験片にあ りでは ( 宇ils封鎖. i JJj の

骨 相

品

配筋様式全部悠張側)

565. 7  - 181. 5  

I由梨iぽlR ( PJ j )  ＧＺＺ ｾ ｾ ［ＶＵ Ｎ ［ 一 ・ ＱＰＰ］ 6 8 % 

1070 - 460 

破 ｬｾ＼ ， Ｚｪ ｬ ｦｊＺ CPB ) 一寸百了一・100 ニ 5 7 %

Nl，t  

づnz，

直斜型fJ 縫を有す る試験片にありで は( 補

強餓iY) j の配筋金苦j I / . I 恒張側)

¥ 

.J. 60- 32 1.6 

f白裂 ，::j 中: ( Pc)  ｾ ｾＴＶτ ＺＮＮＮＮＮＮＮＺＮＮＺ Ｎ ＱＰＰ］ＳＰ Ｅ＠

880 - 930 

1波以i'(，: j 重 CPβ) ｾｾｾ Ｘ｢ｏ＠ ｾ＠ｾ＠ . 100 =  - 5 %  

柑
巾
胤

U

Z

TJ /' 3 

'Vh 8  I  i直利型打可陸を有する試験J Iーにあ り で は ( 補

強銭i自の配筋様式 4 本膨張( J ! t j 2 *斜而 l亡平

行)

410- 1 81. 5  

亀裂術革 ( P c ) ＭＭｾＴＱＰ Ｍ ・ ＱＰＰ］ Ｕ ｛［Ｅ

' VJ G-'1 

V J ・74
1000 - 030  

悦 刷 版 CPjJ ) 寸 而子一・100= 7 %

trT'I， 

Vf d' " 

とな りて 、也斜型打植を有する試験nの

A B型何れのものよりも、垂直担打櫨を 有ー

する試験J I の方が温かに効県大なる虫nきで

ある。

梁の fil 主eyj_!伏態は大路第十五|剖の虫nき闘係

を有す。

4 3
1 X  



第 6 章 箔 論

銭筋混説土打糟の賞験的研究の結論として 、i1i i掌諸質験の結果を綜合して述ぶれば

1 打雛日接合材K 閲 し て は 桝ifとしてセメン 人 モ ルタルを用ひたる場合、純 セメン

トを 汀 ｪ ひたる場合も其の ｬ 享 み に依 り て ＹｾＱ 度に及ぼす影響 ｪ ｪ を有す 。

2 打櫨部佐世 l亡閲 しては 、同端に近づくに従ひて11糟なき梁の強度 l亡近づく傾向を有

す。

3 打纏様式f L 闘しては 、直斜型而も共の勾配四十五度主主る場合が最も良好でまうる。

4 補強館筋にては 、垂直打櫨型試験Ji ・のlfE張 frjlJ IC : : 補強錨筋を押入 したるものが最も完

金なる梁 l亡共の強良; を近づけたる司王の如くである。

以上K 依りて銭筋混蹟土打植の直ー騒の一端、試験的貿験の内容を大略報告したものであ

るが 、内容に付 多少友 りとも御参考の i凶て貧 し. 御 l叱責を脳はるならば筆者の最も幸ひと

する 別である。

総 l亡、本質験の途行に付深く御指導下さった阿部品兵則. 落藤藤吉、篠原太郎 . 三浦向史の諸

先生 、試験片の製作K 付多大の便宜を賜った先輩高橋種夫氏κ 劃 し深く感謝の意を表する

失第である。

一一昭和7年8 月 12 日一一一

本 披 執 筆 者 紹 介

大 須 賀 巌
法拳 Ｔ で 、 京 大 官 ｂ ｩｬ￧ 科卒 業 、 前 Ｉ ｌ ｾｲｬ￭ 長 にし て 「毒事 衡 は放言 する ｊ の執筆者

主聖 回 量産
津問主tt 築 事 務 所 主 にし て「さんど笠 j の 執 筆 者

組 橋 諒

エ 県 1-: " ｽ ［ て大生 ￟ 築製科卒業 、 ｊ ｾ ， ｘｾ 帝国大祭滞 ＱＱｲｴｩ 、 ｦ -/K

7

F'-1J の分布係数と主tt 築

の ね ち れ の 問 題 J の 執 筆 者

鶴 回 明
早稲岡大』挙結 ｉ 築科手土宗勤務 、 従事Ｈ｜ｾ在接の Ｑ 官製者 、 「鈴接と也事託金］接の執筆者

中 西 A、 Is エ 拳 士 、早大生I l : 築事科卒業、「時事寸言 J の執司E者

浦 術 史

東 京 高 等 工 業 挙 校 卒 業 、大 阪 市 立 都 局 工 築 業 製 波 数 称、「メ タル ラ ス に て 揃

強 せ る ヨンク リー ト ス ラ プ に 就いてJ の 執 筆 者

盛 溢 雄

大 阪 貸市 立者 ｩｪｬ ｧｾ 工 業 撃校卒業 、ｼ 河 ＩＧＱＱ 建築事務 ｊ 苛 に花 湖 、 「鍬 � ｊｊｩ i.児綴 J-_ 打線に捌

する 験的研究! の執筆者

柳 ;撃 保 恵 ｦ ｾ Ｑ 古寺 、 ＭｊＡｩＺ族院議員 、 ｦｩ 演者 ＱｭＡ 言 ｪ の執筆者

I X  4 4  



銘 接 乞電

長= 全

元丸 鎗 接( 上)

社:鳥 田 明

序

(  1  )  結論

]  . 余応接令方法の分知

2. 各1'21'(，/:五千平方法の刷必

(  2  )  電気抵抗鯨按法

1. ｴ 片革及柁ｾ［詮

(  3  )  屯弧鈴J走法

1. 沿 惇

!i. 電気吹哲・鈴接法

丹. 波長官弧鈴持法

4. 令l必古賀、鈴J妻ti ミ

2. i'lij 合鉛接法

3. 思II 鈴接法

Ｔ 沈介 ｾｲｈ Ｎ兵法

(  4 )  Ａｪ Ｇ ＮＧ ｪＮ ＮＹ 朱電気 鈴 ｦｾ 法

1. パ ーカツシヨン銃後法

2 サイク ・アー ク鈴接法

河 原了ー水素鈴J霊法

序

合泌を接介する方法として の鈴悼法はリ ベットや ボルトの知を以て行ふ機械的媛令法 l亡

霊J立して 、鉛融して接ぐといふ方法の制隔であって、人知が始めて金} : [ J の利川を生11った古

代に於ける接合法Ict 先づ『鈴して出ぐ J とし 、ふ幼雅之E鈴m法( 鍛接も鯨it 法の一種と考へ

られる) ではなかったかと f担保し得られる。然るに後 l止に至って岱l時の鈴接法に比し- 屠

信 ｈ￭ し 得ら れ る Ｑｬｾ 工法が現れ 、 とれに反 し 鈴ｾｾ法は時代の進 化 ｦｌｬｬ ひ件十全く近世文 化 よ

り＿ 制 ｬｩ Ｎ し た ［ｪ ｽ｜ｦ ｌｾ ｉ ｌ ibったものが . 政 K 電気及び1m; を利 FiJす る3J;"1亡よって l白i l-lを 一新し 、

鋲工法の欠羽liをrlli つて俄 りある電筑又は 10釘鈴佐ーとして民生 した ものである。斯の如 く金

凪接合、法の重要なる 一部門を 友す鈴接法 lと就て、何 らかのお11で必す・合底の使Ji]l 1: ud: 面する

建築家 として、大悼の概要を知ってお く事は常識 として相蛍必嬰友事ではないかと思ふo

然るに常 k 筆 者が遺憾に思って ゐる 事は. 在来の者:古・の多くは特殊の専門K 委しいも の

であって 、概論的のものが雌〈 僅で基うった事である 。走:等の貼K 鑑みに自 分の専門外では

あるが . 此鹿I ' L I i i ' ( く能く鉛・接全般に 立って紹介 したいと思ひ 、nS1て筆 を取ってみたe 不 備

ｴＺｊＮ 貼も多い ＺＩ［ Ｉ ［Ｎ と考へられる 。訳者諸 賢の御叱疋を乞ふ 次 ｦｊｾである 。
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(  I  ) 緒 論

1 、金属 接合方法の分類

金 Ji!J と金属を接令する方法は担I k の ものがまうるが . 大別してみると 、f削寸法. 機械的J主

介t1士、鈴接訟の . 三と 友り、その各 k が叉1) &聞に日 IJ けられる c 即ち

( イ) 錨 付 法 ( s older ing )ー「一一軟鎖法 ( soft s.)  

」一一硬鎖法 ( har <1 s.)  

( ロ) 機械が] 接 介 法一「一一鋲締法 ( ri ，.et 川 g)

( m er h anic a l  j oi ni ng )  I  

」一一併殺fi.去 ( groo、i，ω

( ハ ) 鈴 接 法 ( w eld in g  - 1 -一一鍛 接寸一一一人力鍛接( 1I l : l I l tl :，])

(f，川ge w. )  I  

」一 一機械鍛接 ( ，mchi ne)

一一一陣 接 ー「一一テ ルミット脈接 ( the/' l 11it )

( p，.e<;.<ure  w.) I  

ｬ 一一Ｍ ｾ立与え抵抗鈴接 Ｈ ｣ｬ｣｣ｴｲｩ｣ re，ist: lI問、〉

一一一一融 接ー「一一一テルミット鈴接 ( ther mit ¥1". )  

( f tl sion  w. )  I  

|一 一 - ] (1折鈴接 ( gas w.) 

l一一一電弧鈴接 ( elec lri c arc w. )  

此 等 細別せられたものが 叉夫 ｫ 使 用 せらるる機械 、 総具、熱 ｩｬＩｾ 等 ｉ ｲＺ 依 って分けられるが

その詳細|は夫々の項に於て 吏めて表示する事に する 。

2 ，各種後合方法の概要

( イ) 錐付法

之は一般 K 錨と呼ばれてゐる合l誌を鈴融状態と友して、之を J定合持i J として適首主主方法で

金属を接合する方法でわる。使附する鏑の胞煩l亡よってjjij 記の如く il 火閣法と使樹法と lζ 分

類せられる が、軟調 とは俗 lとよド川付けと 云はれる もので . 鈴融: I ! }i の低い鉛と錫との合余即

ち ｲｾｾ ｬＮ ｲ ｦｊを月 Ｑ ひ鎧で作 業する。 一 般に知られてゐる犠 ｦ ｲＺ ｊｬｸ 倣ひも谷易でるるが 、 使Ａ支や抗

張力も少〈 、flJ 途と して は倒 〈小規校主主金属の接合K 使川せられてゐる。使簡は鍬融則的

高〈硬度叉は抗張力も相官有しており、員総Ｎ銅 、 銀 、 Ｕｾｾ Ｑｲｾ 介金の虫 ｉ 喧｀Ａ趨を月｝ひて 、 瓦

斯吹管で作業するものでるる。{ i ) J ! 閣によって接合せられる金lるは飢簡の鈴融拡より量産氏 一

百度以上高いもの 即 ち 一 般に華氏千 四宵 度 以上 の鉛融引を有するものであればｾｾ主支へな〈

例 へ ば 次の ｾｲ 喧余 ｪ 必の接合友ればよい。

I X  4 6  

ｾ周 鈴 ｬ 独里占Ｈｾ氏 〉

餓・ ・・・ ・ ・ ・0 ・・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・ ・・・・ 目 ＮＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＲ ， ＷＸｾＱ 変

=  ツ ケノι ・・ ・・ ・u ・・・ ・・・・・ ・・ ・・・・ ・・・・ ・・ H ・・・・・・・・・ ・・・ 0 ・ 2，6461皮

鈎 ・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・回日目… ・… ・・ ・・・・・ ・・・・ ・・ ・・・ ・ 2，5CO皮



鋼 - ・・ ・・・ ・・ ・0 目白・・ .•. …  .....固 い・ ・・0 ・・u …・… 1，98ウ皮

青 銅 ... .. .. ". . . . .  ......・・ 0 ・ーー・・- … ・υ 1，930皮

錨付けのm合作用は如何主主る 方法で行はれてゐるものかと 云ふ事 を明 K して置く必要が

ある 。即ち錨付法は鍛が地金と接する場合、共感縄問 lて生する 相 互 の 粘着力によって後 合

してゐるもので、普通は地金の耐が鈴融 して居ら友いのである。此の貼が後述する鈴接法

の場合とは非常に異って居るので . 館般と 鏑付を混同しない様にして頂きたいと思ふコ

( ロ) 機械的綾合法

今日 一般に附く JIJ ひられてゐるのは鋲締法及び『ボルト J 締め法で・あらふニ叉小規模なも

ので・は「ネヂJ を切って 禿込む『ピス」止め主主どもある 。 中でも鋲締法は余 j必の媛合を代表し

てゐるかの虫nき槻があって近代文明の至る 所何底として鋲を見ないものはない。

を Ａｾｴ 亡依って車Ｂ立てられた建築物の ｴ I-t  I'L t l:: み . 外へ1 -1'，れは・鋲によって武装せられたかの如

き銅製車 l亡乗って . 鋲のためにその戚を誇ってゐる錬橋を渡るのでるる。斯の如くイ言傾せ

られ腕〈刑ひられてゐる鋲が果 して完全なものであらふか。鋲工法の欠貼と して聞く世人

K 女11 られてゐるのは騒青であらふ。 此の! g ( 音を利JJJ して成功を牧めたの は只『トーキー J a，

るのみであって 、主nf可K 多くの人 々がリベッ ト打のために迷惑を受けてゐるか分らな U、。

専門家が欠貼として拘切に感じてゐる事は施工 i二種々 な制限を受ける受ける事 で革うって .

抗駅材 l亡箱形或は環形の断闘が利主主主工事が分ってゐても、此の利 JJ i lZ : 相首岡鄭iーを，感じるの

も鋲工法の放でb る。共他故へ呼上げれば、作業 l亡手数が多〈掛る事 . 7 k鹿の高いもの には

不向きな則 、接合のために冗材を多く要する京、等々津山あるのは既に読者諸土の来分釘l

悉せられてゐる事であらう 。

鋲 締法や『ボル ト』締法等l亡就ては説明する 迄も友いと思ふが . 締結法は般合部に 『グル

ープJ を設けて同者を Hl 均合せて弘ーイ干する方法でるるが、引さは相訪あっても、一般に仕事

が複雑であるため特殊た場令 ir:: JJJ ひられ 乙のみで ある 。

( ハ) 錯接法

鈴接とは如何な ものであるか . 之を明にする必要があ る 鈴. J id:去の定義として氷同館 接

協舎に於ては

( a)  A  locali zed consol i dat i on of  met al  by means  of  heat. 

( b)  A  loc. dzcd i nt i m，lte uni on of  metal  parts in t he pl astic 0 1' pl tstic and 

mol t en st ates  wi t h the appli cati un  of  mechani cal  pressure 0 1' bいw，and in 

t he mol t enor mol t enTand  Vdpour states  wi t hout t he applicati un  of  mecha-

nical  pressure or bl ows 

我岡K 於ては、. ! f - ! . J; (  I亡於ける 鈴接研究合 l亡て制定せんとしてゐる『鯨拡 及び切断用計u奈

の初頭i乞

鈴 接.... ・H ・- 金属の部分的融合に よる J妾合をいふ
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1 X  



としてある 。

我園 K 於ては従来 一般に鈴接と鍛接と K 分け、育ij 者は鋳融)1)，態 l亡於ける1*合を示し 、後

者は赤熱して鎚打を行って接合する方法であると考へられてゐた様に思はれるが . 種々な

る方法が考築せられ、電気抵抗鈴按の如l く、共イ

に全〈在来の槻J念念を宇拾( 舎号て‘ 前記の如き定義を定めて 、総て熱を利用して材片の一部を銘融

叉は竿鈴融H: i ¥態に於て接合やる方法の線、障として『館後J なる詩を1 ' 11ひ. 鈴接ーを分けて、鍛

接. Ａｈｾ接 、 融 ｊ 妻、と定めたのである。

(a) 鍛 接 鍛接を分けて、人力 tてよるもの、 ( manual forge welding) と機械- } ) による

もの (machi ne forge  welding) のこつとする。研究舎の定義K 従へば

鍛接… … 牛銭融j伏態に於いて金JlZMて鎚打を加lへて話す鈴接をいふ。本館接には鍛冶、機

鎚双ぴ『ロール」鱗接等を含むものとす。

即ち小規肢友 ものでは 131合の街道筋l亡見る鍛冶屋さんの仕事. 大規模なものは工場で機

械力によるものである。古来より刑ひられた方法であるが‘ 古くは熱狐として茨火 、近来

は石炭 、コークス共他バー ナー等を川 ひて赤熱鍛令するのであるが熔の作業であるため兎

角不完全に主主り易く、技術の如何で仕上りに非常な相違がるる コ

( b ) 塵接 テルミットをmひる方法と電気抵抗を利J - l i する方法とがある o 定義としては

鈴融 ｋ 近きｊｬｫ態 ｋ 於て合置に機械的Ａ眼力を Ｑ ｊＱＱ へて話す鈴援をいふ 、本 ｾＱ 接 ｋ は抵

抗及びカ11醗『テルミット」館援を含むものとす( 鈴接研炎舎)

此の中電気抵抗鈴援に就ては後ｾｦＧ｛Ｎて梢々委しく説明する司王にして此庇では加駅 『 テル

ミット j tt : 就て共闘要を述ぺる 事・とする。

此の方法はテルミット反舷を利用して、被鎗接材の接合端を鉛接し得らるる温度まで加

熱して府、機械的! 日圧力を 1111へて工程を終るものである。此の方法は府段で述べるテルミッ

ト融接と異ってテルミットはj ' fi . l r . 熱源として利用するのでるって、生じた鏡融鍛を鈴力11材

として! 司ひ友いのである。腫 k IJ. 所に用ひられるが一時パイフ・の鈴接K 聞く利用せられた

ため一名 thermi t pi pe wel di ng とも云はれてゐ ?と。

向 ] . W. Owens 氏の分類法K 従へば鍛接と廊接とを分類せすヘ鈴接を 二大別し、ーーを

鍛接として之を 、入力、 鋳型 Ｈ カＱｉＱＡｬ ｾ テルミット Ｉ 、 電 気 低 ｍＺＮ の三 ｉｌ 創 ｮｾＩｉｊ し、他 ｅ 三次 ｋ 述 べ

る商自# t としてゐる 。

( c ) 融 接 定義として

鈴融J I . 人態 l亡於いて金l誌に機械的'n切j 叉は鎚打を加lへやして篤す鈴援をいふ、本鈴

娃 ｬ とは瓦 ｪ 折 、 ｭＱ 瓜及び「テルミッ ト ｾ ＱＺ 芸 館等を含むものとす。Ｈ鈴緩研究合Ｉ

とるる企"く 金属の接合端を熱して全〈鯨媛JIk態とし、叉は高温度のために一部気化する

程度の11火態 K 岱し、外部より油官; 右: 方法で鈴融金l泌を供給し之等がー- 開となって融合して

接合するものであって、鍛接及び腰接の虫nく機械的魅力を全然知lへないで行ふ方法である 。

I X  4 8  



地 金と銘力1:材とが融合すると云ふ賄が錨付法 との重大な相泣%liである事は錨付法の所で越

ベた通 りであ る。熱源として周ふるものに よって 、テルミ ット 鈴接 、瓦wi 鈴接 、電 'I)i¥鈴接

の三lと分類 し得 られる。是; 等の 中電弧鈴接IC ).比ては後11で説明す る事にして前 二者に就て

述ぺる 事 とする。

( i ) テルミット錯接 Cthermi t wel di ng)  

一八九四年調逸の Dr. H .  Goldschmi dt  ｾ ｃ よ って強見せられ た次 の如法 化 ｅ 裂反賂 即 ち

『アルミ ニューム」の粉末を強熱せば強烈な る酸化、即ち燃焼するに至 る。此の際極

k の還元 し難し、金属iの酸化物を還元する。

を利用 して 、先づ酸化鎖 と『アルミニユ{ ム J 粉末とを 混 じたも のl亡、過酸化「バリウム 』

と「アル ミニ ュ ー ムｊｩ ｾ ｽと担ね 合 せ た も の に 『 マグ ネシ ユ ーム 」の り ぼ んを附し た も の を と 押入

拡火す る。撚るときは 『アルミニ ューム 」粉末は過酸化「バ リウム J の酸素を得て佳に燃焼し

て高熱 を蛮散す る。そ して之氏接聞せ る混合物を分ffJl? し益 々高熱 を殻 し酸化政を 還元する

此 の現象 ｉ ｱ こ 於て高熱を以て旬 ｊ 餓 を 鈴 融し 、 還 元餓が充 填 して 鈴接 が仕上る ｉｉ ｾｬ 序 とな る 。 此

の反 l.ffE，は

8 AI+ 3  F eJO‘ = 4 A人0
3
+9 F e 

F e. O功+: ! A I= Aλ 0 ，+ 2  F e  

等の化摩・方粍c t : で現 され、熟度は三0 0 0広以上と推定せられて ゐる3

此の方法は 、『レールJ の接 合等に Hi ひられてゐる 事は/JI{ < 知 られてゐ るが . S14他各[必修

結 工事 . 等 lとも用ひられてゐる 。{)Iニし館館の場合では修繕部と 旬: 餓との材質が具るため極

k の不便 を来し 、或は工事する部分 l亡商 倒1J.. j:H- i f，，¥を接世 しなければ友 らない事だ0 、先月j

k 比 して強度が思はしくな い等の欠紛があって、そ の使用は比較的映られた範闘である。

( ii ) 瓦斯錯接 Cgas weldi ng)  

一 ・ 八 二 ｏ ｾ ｉ 三頃 ｬ 亡酸 Ｗ ｫ 索 前が用ひられ たの が始 であ る と云 はれ てゐる 始めは悩 < 1lIi しか

mひ られなかったのが十九世紀の絡 り頃 になって酸素「ア セチレン」が- }Jf i; ': jい温度 を11I す

事 を珪見せら れ、 叉 此の頃 l'亡熱 を調印する

事が考築せられたため成 く鈴 接及び切断 lと

使用せらるる犠になった口勿論 『ア セチレ

ンJ の代 りに他の瓦斯 を用ひて も差支へな

いのであるが、『ア セチレンJ を刷ふるのが

工合が よい ，

瓦J折鈴接の方法は説明する主主も 1J.. いと思

ふが簡単 IC共方法を述べると . 酸素と 『ア

セチレン』と を各別に i火管 iと導いて吹哲;の

先端 ｬ 亡 於て 此 の混合 瓦 ｊｾ ￭ 11: 出li火 し. 共焔を

ト

ｪｪＧｾ＠ 1  1伝I ｊｪｾ 斯 鈴 接方法
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鉛接箇月irc吹付けて母訟を鉛按せしめ、同時に共部分K 充填すべき鉛接棒をも鈴融せ しめ

てー胞と友して接合せしめる ものでるる 。一般に酸素は一二O乃至一五O動車の下に銅製

の筒形の容綜 trJli' へられ、 『アセチレン』は決化石次 IU K を加lへて質生せしめるか、最近で

は精製せ られたものい酸素と同級 l亡してJ貯へ られたものをJ 1 j ひてゐる。

利刑範閣としては非常に聞く 、ネ)i lC非餓金属の接合で電弧では困難なもので も瓦斯で比

較的容易た場合もある。此の方法の長所と欠貼の主たものを母げると次の様K 友る。

禾リ 慰i

( 1) 接置が比較的簡単で・設備設が少 くて摘み 、移動 も簡単K 行はれる e

( 2) 修得容易のた め熟練工が得易い。

( 3) 館接部の仕上り が手際よく 出来る

( 4) 火口の取換へによって容易に切断作業が行ひ得る。

欠 結

( 1) 天候fZ : : 左右せられて露天工事陀不向。

ＨｾＩ消粍品Ｈ瓦 ｬ 折、カーパイド、火口、鈴接的 ｴ 等が多いため配給が ｉｬ ｬ ｬ ｩＧ ｾＧで ないと作業

に差支へを生じ易い。

( 3) 取扱ひの 不注意により爆援の恐れがある。

(  4) 火口の;構造上受熱商が貰いため鈴接物に査を生じ易〈或はカ11工前 lと7象熱する: 必要

が ある場合 もある。

( 5) 熟練工 を除いては一般に上向鈴接が 不可能‘ むdうる事 ふ

ＨＶＩ 冠 ｊ 瓜の場合 ｬ 乞比し仕上りは手際よくゆ Ｔ が多くの場合 ｾｬｴｴ 度の ｾｍ ｚＺＺ多少遺憾な ｬ 引が

ある。

以上の諮問i を考へてみる t亡、之を榔J i 主憾の接合lと利川する 惑は多少考慮の徐地がある

が 、共他 の場合には反って電狐 よ り者 ｾｉ 合のよいものもあるでるらふ。然る瓦斯 切 断作業 ｬ て

王つては千五'J 瓜切断以上の禾I j 泌が基うるので此の方面は将ぅK益々共特長を瑳却し得るとイ三・じ て

ゐる o ::ltt氏の言 l亡、 「千五弧鱗接と瓦1折f列島rr とは夫婦の如き閥係あ り共何れを欠いて・も工事

の能率を懸 げ 得ないでるらふ」と 云 はれた ｾ ｊ［ ｦ があるが 、 電気熔接界に於る先究者の 一 人で

あり十数ヶ年の質地削究者ーとしての氏の言 は味ふ可き惑であらふ。

( i u) 電弧鑓接 (el ectri c arc wel di ng)  

電弧を熱源として鈴接する方法であるが電弧を瓦斯焔と同じ機に 利則する方法 、電側と

して炭素a 俸叉はグラファイト等を 別ひ る方法 、同じく 金風電磁棒を JIJ ひる方法、或は屯流

として ｩ 直流を用ひＮ又は 交流を 川 ふる等Ｎｦｩｬｬ ｫ Ｑ［ｲ方法 ｬ 亡分類し得ら れる。会しい事は後 ｊ ｾ Ｇ 亡

於て説明したいと思ふ。

( 2 ) 電 気 抵 抗 鰐 接

X' 50 



1、電気抵抗錯接の浩草及概説

設 明とか 鷲見と か が 偶然 の機合 か ら 思 ひ 付 か れ ると云ふ事は底々 耳 に す る ｾ ｈ であるが 、

此の電気低抗総接K も同様の軍史が ある。西歴一八八五年 E l ihu T ho mson 数民が !'hi

l adel phi a の Fl ankl i n insti tute の講演舎に於て電気の質殺を行って居る最中使川中の二

本の電線が電流ーによ って接合し? と事を鷲見した :}tfから，1ι ひついて ，/1:1も友 〈“ J ew' s Har p 

ｗ･ｬ､･ｲ Ｂ とし て特許を取 り， ｾｫｾ Ｇｬ ミ即ち一八八七年 ｋ は“ ｔｨｯｭ ｳｯ ｮ El ectri c W el ding  

Co" より T homson Process  として紋初のほ抗鈴接機が費 i: i : せられるに王った 共後此

の原理を利) fJ して次の諸氏1[. より極々に改良せら れたもるが出来てゐる。 R[l ち

Kl ei nschmi dt  :.... .… 一・・ ・・ ・・・・ー-・・ ・・・・・・ ・・・・・( 1898)

Boucharyer :  一 … …. . … ・・・…・- … .. .・ H ・.... (1903)

H ar matt a :  …… … …. . .・H ・- …・ …… ..…・・・ ( H U )

T ayl or : … …・・… … … ・..  .. ...・H ・'" … - … ( 1917)  

等でわる。

此の方法は先づ接合せんとする金属を接聞せしめ此聞に電流を通じると接胸部は抵抗熱

4委禽節点

f  

←圧力

のために温度が上昇する。すると淵度 j二打.Ir.

作って叉抵抗を増加l し主主々熱を殻生し、途 lて

此の部分が一?i? に可鈴接iKi l ! 立に至る。 此の時

に機械的 に ｊＧ ｉ ｉｾ カを刻 ｼ へて鈴接を完成する。

斯様な原珂でるるが故氏 、接合せんとする金

第 2 I同 抵 抗 鈴 接 法

泌11 : [ ( 1 : 無抵抗の大主主る事は勿論であるが共他制度係数の大主主る事及び熱! 専導率のノj 、なる事

を必要とする。共故抵抗琴、がノトで熱{ 専導率の大友る制等は仕事が| 相鰍となる笹である。向

此の外 lと工事の上のn怠としては被接合合同と鈴接機との接制部は抵抗を少く するため K

可及的l亡錆等を取ったブJ がよい事 、及び

同椋針 Ｚｩ ｾ州 ｨ の類 は 充分取 ｬ除徐い て 清 ｉ将 Ｚ手 Ｑ なる 地 ｭ肌 ｌ ををＺ 川 して世カかミ ｺ友 ｅ ければなら完 友主 い。

此の方法の設備としては鈴接機だけで共他の消耗品は不要であるが、鈴J羽 市を研 騰する

『グラインダ ーJ の類があれば便利でるる。

此の方法の判 長として は

( l ) 銘接作業が内部よ り外部lζ 至るため K 外観が完全友れば先査に接イ干 して ゐる。勿

論例外はある。

(  2) 機械. C' 自動的に作業する故熟練も 1，'‘ く作業iili 度 も半いコ

( 3) 空気中への露出l白i 少きため般化の皮が少主主〈、光悦共他電流 l亡よる危股等はない ‘

( 4) 材質の異なれるものをも 鉢岐 し得る。

欠結としては
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(  ]  ) 共機械の構造上作業の種類と例所を制限せられる。

( 2) 含有茨素多き材質のものには不泊首。

Ｈ ＳＩ 仕事 ｬ と比し過大な設備費を要し 、 機械の 重 量もＱｽｪｾ大で可搬式 ｬ と適せ Ｑ ド 。

ＨＴＩ 接合部を ｾ Ｇｐ ｽ ｍ す るため鯨接部が 鑓 形 す る ι

用途と しては 始めはペンキ錨の如き ぬ以K 限られてゐ?とが 現点 では相首)手いも ゐ叉は太

いものも向来る 様 で あ る コ 鋼 製 家 具 、 銅製 建 具 、 自動 車 車 憾 ｾ ｾ の出版 工 事 ｬ ては欠く可から

ざるものであると同時に什絡の製 造等K も亦必要なも のである。

抵抗飴J菱法は接介せん とす

る物の形 Ｉ Ｑ たによってｾｾ，Ｚ操作が

多少異ってくるために次の虫11

く三種に分けてゐる。 ( 第三

悩l参院{ )

1 l 旨" わせ

( イ) 街合鋒篠

( butt  welding)  

( ロ〉鮎 鋒 接

( spot  weldi ng)  

( ハ〉 縫合錯接

( s eam welding )  

2 、抵抗衝合錯接

Ｔ 誓 ｔ 令ｾ接

維令都干聾

一 「ー ｾ関ＮＱｦ Ｑ Ｇ

ローラー 廻舟k

-

11 n. . tI 

¥¥ I I n  

、ミ¥f i I  T  

第 3 品il 各符" t * 底抗 S?? 接 決

角叉は丸梓の端々相接し・て接 合する方法である ご機 械の大酷I の柿逝は7;j¥R_Y闘に示 す様な

もので、 ｕｾ 五回は機械 の 一 つ である 。太さ の 異 るも のの接合は太 いも のの 端 末 を制 ｢ 、も の

1. 被接合材 2 犯持吉正

3. 百f [ J 1) ? ラム プ
4. レノ〈 ー

5. 絶*"*物 6. 二 次il命線

ＷＮ ｾ ｊ Ｎｍ総の 筏 8. 一次 輪線

9. ス ウ ヰ ツ チ 10. 交流 mi，i;l

11. 有J 観抵抗総

ｾ＠ 4  幽 第 5 1面l 抵 抗街合鈴接話器

院 5 2



と同じ lて削 らねば友らえ主い。接合端iの錆、油類は充分清I手す る必要があるのは前述の通り

である。異磁の金属も接合 し得て 、例へば次の如き ものである。

銅とい H ・H ・- 員総・銀・洋銀・金

員総と …・ ・錬銭・軟 鋼・錫・l-H艮・白金 ( 共他省暑 .

此れ等の接合を行ふ l亡はぜ夫 k の鈴融貼が異る故 、把持株よりの突出の工合を鐙へなけ

ればなら なし、。そ の一例を第六聞に示しである。

必恨 戸 ー 「 戸 一 『 企 個 此の工法に よってど の桂度 までの太 さのものが

し斗ー凶ーレ♀J 可 能 で あ る か と お に 勿 論 機 械 の 大 さ に よって

>1 1< I.zt; 工 )

F I  I  ..- ー ・ - 繰るが制 ｉ ｾ 、 もの で は 八 番線或は其以 下 の物 よ り
i.. h - C4r bonrーー..， r一一.， Low- t arbon 甲 山

4国 ζ コ: 二口コ: 二仁u鋼 太 く た る と 凶 五 十 相 立、向最近では猫逸で 百十

認 可ipャー 五粍の ｉ 単科 ｾ ｉ 切る物他 Ｑ ＭＱ｜ 約機械が製作せられ

鶴 牧 r I 伊F一i . . .flii1

ζ 二 Ｉに 相 三 ｾ

究 』剤三間
ドー ー向ぷＭ ｾ

長「千ー1- 1 0戸ヰー長

- ｾｾ ｾ叩 芳一

十第七 ｼ 耐のｾｦｉ <  

たと云ふ話である。此の工法は叉直線のみに限ら

附の接合其他も

本

被

V
負ｾ 61司英利<i ' . : 腐の抵抗f量j 合重症接方法 ゐる例もある o t('; 71尚l 各種街合鈴援方法

接合したものの弧度は仕事の良否にも依る事は勿論であるがfi::令 した他のものでは 、原

材料の百Ｅを得る 事も 間［ｙｩ ｾｉ ， では友い械で ､ うるが、之を原俸と同じ 太さ まで自 Ｑ Ｉ った場合には

ー・般に 九十%111 . であると云はれてゐる 。内務省土木試験PJj lと於て同研の背水技師が行った

錨筋の抵抗簡介鯨接

の試験成Gi を帥，1記せ

ば( 土木試験Fw*背

第十五蹴Nj'jl 戎) 第一

表の tnきものである

現布利用せられて

ゐるのは徐り強度を

必要と しないものに

多く 、銅製建具 、什

絡の類であって 、手

近で例を取ると洋食

器 の ナ イ フ や フ オ ー

11
1

1
米るの で. 銅

製ドア{ の僚の

接合又は背: の接

令等 11: 使 111 して

号I十式

公干i1i TI町東

降イたl! ' ，
l

j

!c や1

1
皮

lJt 最 大 強 度 15桝ュ付キ 〉
七百 ｾ＠

ヰ時

Cnナ〕 〈泡/料ヨ〉 〈砥/純日) I  C%)  
自主

47 
予'8" 2，525 3，8∞ 23. 3 九鋼切断 l  

48 2，670 

"  
2 1. 4  

"  

49 

(悶0I71而2cI1l絞q
2，670 

/1 

24. 7 

"  
50  2，670 

/1 

26. 0 

"  
51 2，670 

/1 

26. 7 
/1 

52 ji 'l 2，525 2，800 3 3 3  総接部切断

53 2，680 3，8守O
司氏

) L 鋼 ゲ

54 

( 断1.98面CIll 利ｾ＠ J  

2，680 3，G80 3. 33  ri ，綾部 11

55 2，730 3，9: 0 24. 0J  
ゴL 銅

56  2，830 3，130 7. 34 鈴接7司; ρ  

長 印 ゲー ジ外切断

j ' f 験は接合した倫 lごて行」‘

ｾｾ＠ 1 表 抵抗街合銘接試験 Ｈ内務省 二 ｉ ｾ 木試験所報告〉

5 3
1 X  



IX  5 4  

) L 剣

問i 而 税Iｅｊ ｲＺＧｬｾ＠ ｾｴｌ＠ 1J 川 〉 所要時[ l n( 秒〉

直 ftjf

( 11ナ〉
(ZJS・方日ナ〉大阪? 仏紙日. マ i，，]]

大 阪 fgikl 巳. Vi a]] 

6/'  ln  008 3  4  

ys 0. 15 5  3.5 5  5  

メ 0. 19 7.5 5  5  5  

}i 
0. 30 10 7.5  10 10 

x  0.44  15 12 15 IS 

JI，i 0. 60 20 IS 18 18 

0.78 28 18 20 20 

I J{ 1. 23 36 3S 24  30 

l Y. 177 60 50 30 40 

大 阪 町 鋲 ・・・・・大阪位 以 株 式 合 lit lグ問主主よ り

l クf専の首部と桐みとの接令等1[. 斤j ひ

られてゐる。終予|王餓筋の接合等lて利

川せられ L ば商白いと思ふ。

必要とする電力及び時間等は使川

する機械或は仕事の巧拙等で奥るが

大閥次 l亡示す第二表の程度枕で・あら

ふ。

3 ，貼錯接

ご.枚 3l...は共以上の余属板を. 鋲を

E.  Vi al l . . . .. .E.  Vi a] 1 氏 者 守 よ り 打つのと同じ肢に刻々と鉛接する方

ｾＱ＠ 2 表 抵抗街合鈴援 の ｾ ｕ カ Ｏ え時 ｉｬｩｪ 法で b る。叉此の機械を用ひて針金

を 交 叉せしめ其部分を鉛接する ｾｩＮ もＯＭＱ ＱＱ 来る 。 方法としては ご つの電側ＯＱ ＺＱ Ｑ 亡鈴接せんとする

金l国板を扶み 、電流を過す= ると同時に周尽力を) J 1 1 へると、技胸部は抵抗熟のために牛鈴融;1た

態に主主った所をＮｪ ｉ ｊｬ付けられるので接合が ｈ Ｇ ｬ ぅ ｾ 二 ｫ る口 Ａￃｾ八刷は貼館接機の主要友部分のｼ前ｼでﾭ

dうに第九聞は瓢鉛接機の一つで・ある。

1. 交 流震源

3. nJ 努抵抗器

5 費望感器の核

7. t ' Ll 位保持吉正

2. ス 1/ ヰ ツ チ

4. 一次 輸 紋

6. 二 次総 線

8. f'J 肱

9 被 接 合 材 10. レ パ {

第 B 岡 貼 鈴 接 機 構 必 の<<まiJlf， ｾＱ＠ 9  [向 鮎 鈴 接 機

此の主義・接機の中で軍要なものは ｾￆ 返であって、抵抗小さく硬いものでなければならない ο

普通は銅の特殊な合金を mu- てゐるが大き友機械になると水冷式で先端 l亡タングステン等

を持込んだものもある。叉仕事K 依って電極の: 11三等 も鑓へる。異簡の金属 を接ぐ場合は実現

の義 をつけねばたらぬので此の場合は主と して電似の)1三で調印する犠 lとなってゐる 。

仕事・は鋒接温度を見計らって電流 を切る 事ーが熟練を要するため自 { 動的K 電流の切れる機



械もあ る。

此の工法の特長は

Ca) 鋼製家具 、銅扉等の部鉱工業K 於ては鋲 より簡単且つ遁 l亡絞情的である。

( b) アルミ エユームの銭接が容易 なる事。

等でるって欠貼とも思へるのは

( a) 鋲材以外の材料の節約は不可能。

<b) 接合音j¥1'L内!懲力を生じ易い J

( c ) 鈴J妾の良否鑑別法は殆んど良法なし。

奥部の金凪の岳イ子も 可能怒る ミlf は勿論であるが共和 l合せ によって出来ないものもある O

R.  T.  Gi Jl ette 氏の質験K よる鉛岐可能なる車IJ 合せは第十!品df l : 示す如きも のであ る

第 10 ｬｩ ， ｾｾ＠ 鈴 接 可 能 な る 令j翼の組合せ〈・印可能〉

現在利用せられてゐるのは建築材料としての組問では、銅製建具及家具の製造であらふ。

白iJWJ の抵抗l'l ¥j合鈴接及び此の貼鈴接なしでは到底今の銅製ドアーの様たものは出来ないと

云つでも過言ではない位院 く月1ひられてゐ る。共他の工業 としては自動車の車鰭等l乞も随

分利1" IJせられてゐる様で. 兎I ' L ｦｻｊ 部 鉱 工業 ｋ は非常ｾＱＧｌｷＮ ｊ ｉｊ せられてゐる ｯ 向現在に於て

は同定式の機械が多いが、最近可到j 式の話!i 舘接機が考案せられたので今後は現場用として

も活躍するであ らふ。

必要な電力は銀厚に よって奥る コ大韓第三表l亡示す程度である 0

4 ，縫合錯接

之は貼鈴接と筒合的接との特長を( j f 月1した様なもので電極で1
1

11へ付けるのでるるが、電

極がローラーになって居り 、此の間を被接合材を通過せしめて錯接を行ふ。

56  I X 



餓 板 原 所要電力 ffr 要時間

( 日ず 〉 ( K. 、;Y. ) ( 秒〉

C 3  

2  0 4  

'/但
3  0.5 

;/ 80 4  0.6 

'/却 5  0. 7 

' / 111  6  0.8 

7.5 0. 9 

10  1. 0  

Lf:，2  13  1.3 

:1/  Is 15 1. 5  

'.' / 64 20 2.5  

... 

8  

う4 25 3.0 

30 5. 0 

"1: 日 35 7.0 

おfi 3 表 貼鈴接の1I. i : 1J )え時/i ¥J

〈大阪71L以司IJ 録 に よ る 〉

1. ロー ラーをH! fJ かせるモーター

2. モ ーター のス TJ ヰツチ

3. 被接合鍍

4. ローラー

5. 二 次 輸 線

ＶＮ 型軽ｾ吉正の核

7. 熱の調型車務

8. 一 次 輪 線

9 一 次 線 の ス ウ ヰ ツ チ

10. 鶴i絞! f，)i

第 11 闘 縫 合 鈴 接 機 構 迭 の 概 要

第十一同は共機構の大要 を現したもので、閉じ

く機械のーーつを第十二|剖に示しで ある 。

第 12 岡 総 合 鈴 接 機

銀 板 I!J: J1r !友電力 一分! i ll 速 度

( 11] )  ( K. W. )  ( 吹〉

0. 022 8  6  

0.028  9. 5 6  

0.036 12 4  

。目048 15 3  

0. 064 18  3  

0.08  20 3  

0.104  25 3  

0. 128 30 3  

W 4 表 縫 合鈴接 のfl よ力と速度

〈大阪電気 ＧＱ ｾｾｪｊ ｫ より〉

機械は大館 二 つに分れて出 り ロ ー ラ ｻ が Ｑ ｾＧ ｩｬ ｊ 宣 し

てゐて、 接合材の方を砂到jするものと 、ロ戸 ラ{

自身が接合 ｾｾ￭ｕ 亡沿っ て 移動するものと ｡ うる コ 何れ

に しても檎目が連続的に熱せ られるので焼切る恐れが ある。そのために時計仕掛け の断続

器によ って自働的に電流を断続する様な機械 もある。

此の方法は注意 しないと歪 を生じ易い欠賠がある 。共矯であるかどうかJ，II ら友いが徐り

用ひてゐる場合をと見なし、。むしろ黒t . i 鈴接を続けて行ってゐる様である。利用し得る範聞は

前同犠邦銀工事で、あるが 、鋼管の製作に も此の方法の鑓形せられたものがnJひられてゐる

様 で・3うる。異種の金属の場合K 於 ける性質は貼館後 と同様でaうる。 一 一( 未完〕 一一

!X .S 6  
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デーリー・ヱッキスプレス新聞批

閤 際 新 建 築

設 計 エ リ ス+ クラ ー タ 雨 氏

31 



2  

5  

Ｑ Ｍ Ｓ 渇ｾ デ且セルド) j ，. フ新マタ4 教盆
設 青| パ ツノ、教 授十 ロ ー ス コ ツ テ y 1¥; 

4- 5 掲ｾ スツットガルト百貨庖プロ- 1=シゲ) j ，.
設計 ア イゼ ン ロ ー ノL 十 プ ー ユ ツヒ ドl' i氏

32 岡 際 新 建 築



3  

4  

1- 2  濁;3l. プリユン・工業小事校

3  米圏 三ゑソタ・婦人クラブ

4- 6 米国 ロスアシゼロス・桑港聯合貯蓄銀行支庖

闘 際 新 建 築

2  

設 計 キ ゼ ル カ 11;;

設 計 ジ エ ; / -" .1:ミ

設 計 パ ー キ ; / : J Y 氏

3 3  
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大阪窯業セメント械式雲市E

京社大阪甫ゴ ｴ 区堂島 Ｕｾｩ 畳こす白
電 話 j t 長 I I O. I I I . 112. ! 13 お

三I辰 夫 阪 市 港 区 南 慰 問 患 I !LS

電話縛) 111 1ワワ. 2. 609. 2 8  4 3 答

DUNL OP  RUBBER F L OORI NG 

弊且l 製ゴム床敷は既に数多の' 1 ' : 街 、

千平紙 、汽艇設に諸家庭に主主込まれ 、

快泡なる J主の感じは御{吏刀1家11- 位の

御 ｩ 品 ｪ 忌御 Ｑ Ｚｴ ｾ貨を件つ ｌ あ り ます。

御必裂に惚じ 何時 にでも紅貝 を厳 し

Ｂ ＱＢ調 ｈ に ｪ｛り御 喜 ｅ 求 ｉ ｊｾ 羽 を 御説 明 月 ｬ 上

げます。

ダ ン
。、コ

フ ロ蔓 護 床 敷



義 術 は 支象 す る

大 須 賀 巌

古い話ではあるが、曾て 本誌ょに「科皐よ り差芸術へ」といった風の . 論旨のものを寄稿

した。その 一投石が端主主くも、建築は純科謬であって、重芸術で主主いといふロ故人野悶話の

i丘般的友、専門的1t 反芸: t f ' L 首面して以* ' 唯物的な新進建築諸家の( 別に之から出張したの

でもなければ叉示唆をうけたといふ講でもたいが ) 意見の殻表のあったとと、叉老大家諸

先生からは建築は科皐であると同時に叉塾術でもあるとの老成的危高敬をもいろいろの機

舎に於いて承はるととを得?とのは 、望外の体として爾来感謝してるととである 。

その後の本誌を過しての各大家の意見なるものが別の方聞に於て 、叉私に多くの敬をまE

れ下さったと とも事宜 : ある。元来私は私の主張さして 、下のやうなととをいふて居った

のである。 「日 本人lては日本人の建築なかるべからや」といふ議論に劃してである。一・韓日

本人の建築一一 日本の建築とは何であらうか? 日本といへば南は事漕から北は樺太迄、

気候もD 1 へば風土も異って居る。それに一律問憾の建築が極められるものであらうか。如

何に英図 の 脅 ｾ持者が 観光Ｈ質は ｾ 雑 誌祉の 招粉 ＡＧｃ Ａｦ ｦＡ じてであるが Ｉに やって来て、下闘から

! ，j ! 京迄を ("¥11>: の窓から見て、日本は家屋建築の様式が雑多だといふたからとて、わいわい

時'11やし立てるその理 I: H が何鹿にあるであ らう かー精耐'1' 的κ は日本人の作った建築 、日本人

の住居‘ 日本K 建った建物j の或物を綜合 して観得るととで あらう。或は彫而上にも 大原則

として、エンタ シスが法隆寺の建築にも. 剥胞の建築にも之を認めるととが出来るといふ

立f¥き、Lドろ共闘の特色といふよりは f よき建築」の原則は 、i手の* 西を通じて一致してる

ものであると と之 の原則を見出し似る であらう かo 建築の様相の上に一定したものを凡l甘

さそう 、或は作り/ : 11さたければ我慢が1 - 1'， 来ぬ 、或はそうした様式の統/Il IJ下に日本圏中の建

築を総管が軍隊を整列させるやうに、叉そうした披令の下K 単なる機械として 、我園の建

築家が職工であら，/ ; ばならぬといふ理 rll カ号 、何によって主張されて来たのであらうか口日

本人放るが放に高崎へ住んで・も 、梓太の J1H 構造に我慢しなければならぬ、又共反l i をも

忍ばな けれ ば友ら ぬ とか ・ 或は叉日本といふ土地でＧｾうる限 り 西洋 人のいふ「竹と紙の家」

lと永久 K 閉ぢ 組 められねば友らねといふ道理は友い筈で、ある。日本主義或は日本建園の精

神からいふても、 二千 五百有除年の生前史からいふても、我々日本人 、 日本国民は、所EFj

「清明」の策を 以て、ホ1魂唐方的に八肱にその美を覚め共長を採り 、以て世界優秀D 民族

7とるべくい そしんで来て 居る 。日日に新たに進んで息まざるが日本主義であ る。今日を 侍

してる日本人の衣食位、日本の風習といふ ものは、少くとも唯物拘には外国製から成立の
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国を得て居る。然かも舶来物の一つ、 或は二つ三つ le 執活。して居るもので友く 、何時でも

生生音量育の祭にヲEち満ちて弦鹿し来て居る J 徳 川三百年の閉ぢ泊めた文化が今日 の.!&:カI抱 1

/ J . 老人共には間違って 、日 本古有のものらしくいはれて居るので②るけれども、此時代と

そ日本民族の精nil ll を低下せしめ . 日 本民族本来の師自でdうる「明るさ」を閉ざし 、意気i也

なぐさせたととはない。伊勢諮りに死別の忠ひで訣日1) のみっとも友いほ. き騒ぎを演じたり 、

机俳文那を世界の端でもあるかの如1<  1亡考へたりした文化であったからして、 建築の生命

も自壊的であったと とは何人も知る通りである。とうとう非 j円Jtl J式lと些を座敷- -Iif I亡敷き

つめてしまって、世の中を凡て座敷ごとにしてしまったっ若し黒舶の 技閣の鎖閲の戸 を畝

くととの友かったとしたら、我閤民は ｉｾ ｪ 洋の こ ｬＺ人がそ の尻振りダ ンス ｋ 微妙 の技 を見出す

ごとくに、内的文化殻辻 ーの ｴＺｦＮｬ Ｂ ｩＯ のｾめに外へ延びる 気魂を吹っ γ 、梅 Ｇ 千の丹次郎式人物一一

詐白日本人と友って. l JHおむしたであらう 。主幹ひ l乙も英明の天子のもとに問11!:は 眠りから醒め

て、世界人類の試練の鉾主主上l亡鍛へらる L ととと震って、そ の建問のあlj:IJil lwc 振り返へ ると

とを得た ，而して我等日本人はその建築としてもいろい ろの 位界のも のを見た。i1!: J¥Lは動

きつ k ある。英園人だつてへンリ- イ何可世カか冶の頃の建物が二来l虫失t立: - 閲人の建物 として何時迄もあり

得友い。僻蘭西人角だfつてルイ何世の建築はクラシツクのものとしてA段正早1懐袋古 lド内FりJのものでで. し

か遺あうり得fな主い。ダ ツチのうす暗νい、! 厚豆壁のものも F雨h

風コデ- ジl主い〈ンガロウ E風R礼Lυtはまセセツシヨンのヱ式¥I'C或はア- ) ルL ヌ...- ;:ホボド〆、 一の理1市論i命詰と;運:王E動との交

響禦を聞きつ い 六十何年前進は見たととも開いたとともなかった光築t亡、三百年来その

限と耳とを俺ふて 長1<: 7と日本岡氏は許されたるヱデンの花闘の13中に、朝iT起の古ijl と立ったの

である 3 日本人は建問の判IJill'VC鑑みて 、叉そのj係史から凡て、新日本の開1( は I/I:W- rlr を我

物として有するとと ｾＵ Ｚ Ｏｉる であら う 我 ｬ￩ ｾ 長・たり平リたるととろの も のを咋り知を ｴｊ ｉｩへはＮよ

し、のであ る。八その事である。熱いと とろに f ｉ 二 む 日本人 は熱い ｋ 泊したぷとして 伏見 ｾ ｉ r最

も俊秀たものを 撒 り入れＮ 選いととろの ものはｾＱｅＢ、 家としての 世界 ｾｉｲ 11止もよ きものをJ i Jふ

ればよいのである 。ilよ早徳 川時代のやうに rlq: を武土の家より 向 く作 ったからとてi"1ーを 析ら

る ¥，廷はないo 年ろ益筑と日- J e と水の不良たる家は 、その不衛生によって枇合的 lと及ぼす

特ぷの上から 、明 るくＮ清〈建てるべく要求され、 ｾｬ￮｜ 嬰されねばならぬ Ｓ 日本建築とはや ｊ

ぞや? といへば、之迄世界人主J1の考へ出した各種の様式則ちそれでるる 。モ れにつきその各

k の最もよいものを保って mふればよい、何の遠慮も ないといふのが私の論旨であった d

以上のやうなととを、 今 日K 於いて、己 l亡者- いたととのある 'Ji:.f丙を 、更にくどくどしく

申立てたのは官は、最近或刑1:; 誌に 下のやう友記事を見たからである。それは、ポール ・プ

ルヂエ氏ＨーＭ八五二一一Ｉの ｉｾｾ 太 利紀行中 ｬ 亡「自分は数ヶ月の問 ｕｾ 太 利を ［ｬｪｩ いて 、 一憾何を

得? とかといふとイnJ も主主い 向分はフランス人であるから、外国人を理fO/( するととは、品川J

不可能だ J と。日本人の作った建築はやj にせよ . 日 本人の辿築でしかあり得ない ，此理で

一定の型に 日本の建築を! 匙縮して作らうとすると 、此頃よくある何々委員舎とかイnJ 々運動
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とかし、ふゃう友もののやうに 、官僚式御康成式の只外商許 りが整った、 共宜内容はカ ラツ

ポなものとなってしまふ3 国民の必至からも自受からも出たもので1 ' .n 、からである。之又

は雑誌にあ った 、フランス革命の研究家と して有名 な、マテイ教授がフランス革命 を許 し

?と「中央集般に ょっτ 地方の生命を 断ち 、出史の鏡、を断ち切って中断I じ、それにフ ランス

人の生命を枯渇させて しまった」ととに怠る。現に日本人が維新以来、中央集慌下K 官僚

政治と政掠政治の 111行育 を受け来った t の 人 只今と しては中央集憾の徐弊と模倣的主主 国民

生前の 、生物撃的友退化から l紛ぎつ L あるではないか。コルビヂエ氏はとうである と只型

を模するに汲々子たる時に於いて、 叉 コ氏が よいの悪いの . ゃれコル病述1者がどうのと嘆

いで居る中に 、御本人のコ氏はすコんす= んと新?となものを作り祈郎rnを柑l いて 、之等の人々

を後自民微笑 して) ; せるでは友いか。 j座主ii i!叩11の徒は常Ici lt の敗者- と してドンキヰミーテであ

る。 どうせ新らしい道の開拓宥 I' I 諜られる . 笑はれる 、日 られ る、が然 し遂に之等撲った

者 、笑った者. 結った者は何時しか 、棋倣者ーとして、紙って後へに従ふととを飴義なくさ

れるのであ る。時己l亡遅 く一一コロン プスの卯は何時の世にも 示現する裟必道でdうる 。

日本の建築といふ ものに劃 して、 勿論闘際建築の運動が現はれるのは首然i品主る程官; 然

である 。 政 治理論に於いて 、 我国策として大 陸 政策か 、 園際政策かの ｨ ｾ れがあるや うに。

我園古* の体統を迫ふて、アジア大陸fL 7怒って設展を期すべき でaうるといふ政策は . いふ

主主も1i < 朝鮮から満洲へ、業古へ 、月( j ' 謂日本閤民の生命の第一線を此方面へ強 く守 らなけ

ればならぬといふ論、従って此論者は 、今 日の満洲事鑓に ついて閣を傘げて之が遂行に首

らたけれはならねと主張し 、文賞行 K 力を入れるのはいふを侯たぬ。曾って米園の採った

カリビアン政策の例を 引いて、彼よりも 園家自衛樺の殻動と して のー・府首然的なるをいふ。

我 園は 四 国環海の閣 で あるコ而 して 太平洋の北部を南北 ｾｌｪｬ く大 島唄固 で ある。 巳に卒和

合議lとより南太平洋tてすら委任統治椛を認められて居る。 その太平洋 上に於ける我園の地

位は 、此世界K クヰ ーンたら ざるべ: 7J' らざる が園運の綴って以て 繋るととろである。須 ら

く太平洋の海槽の把握と そ我園の第一図策であるべき であると いふ 、論者のいふ所は則ち

太平洋政策である。今や我園はー世界の-一回国として立っと雌 も、 今日 l'亡於て J 比園のみの利

害を以て世界に横行せんとせは¥ タIJ閣の嫉硯を受け 、1J kf L東洋 l亡在する校図の地位と 人種

の差は 、常:κ 不利釜t亡西肱諸固か ら共同の封手方 として世かる L 傾向lとある。強いて自我

を. j I f I さんとすれば、闘を危ぐする民・がある。若か宇 . 通商自由と平等の大b布石と掲げて . i 1t

界協調の大勢l亡順除する政策を以って 、全世界的l亡護展を企回すべき であるといふ 、所謂

園際協調政策 とが、己に久しく 争はれて来た。之に到 して共産践及枇合主義のー仮と 園家

主義 一 一 一 国粋主義の一誠との ｾｈ 立とが絡んで ・、 合 々ロンドン 軍縮合議の結県が Ｎ 園 防上 の

欠陥を、 園.LlCfL ｾ 語快せしむるものが革うり 、常 原外交友るものが園 ｬｾ ｦｌ物不 定の感 芝 生ぜ し

め、更らに多年晴閣議の属すととろ 、図上むと不快不満を抱か しむるものがffi: なり、共と世

界的不況とは 、枇舎一般K 現状打破を思ふやるせ主主さ の気l引張るの時 、満象問題の瑳生と
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意外 ι ｊ 進 展と は、 共産主義者従米の行動 ｬ 亡 反 ｊ 践を ＡｾｩＧる者及閤 ｬ Ｎ￧ の反 ｊ 容を 観 ￭ ｲￄ し＿ と者等 に

よって、遂に ファッシヨ化の運動がi毛頭 してう1<i1，ζ 。国際物1Y.!.1脱退の 、干ii' 問誠子干否3? のとい

ふ言 論 さへ聞く t亡至ったので・ある。而して叉共必然の属性として民力 主 義すらも想像され

るのである。とうした風潮は文型界にも反響せない識にいか友かった。従っ て叉同 じく日

本人である我園の建築家も 、iJJ 、建築も 亦思想、の所産でゐ ると ととて . 時代的 l亡イ11$等影響な

い諜にはいかぬととと忠ふ 、

がしかし建築の領域に於いて、従米追って来た 、 園ｾ主義の運 ｊ￬Ｉ ｭ Ｚ 防Ａ係した人 ｫ の行動

友り、主張友りが老成大家諸君の御自に徐り l亡11f年的( 小児病訴的とは いはぬ) で、専念的

であったか も知 れ友い。新をj詮ふ lζ 急で、猟奇的友 il! 'i¥iJ j i . さのfL1i向 とか、焦燥とか、鼻につ

いた事もあるであらう。が刊しくも新らしい方向 への ｪ ｬＨｾｩ Ｇｬ 命をｬｉ ｩ ・ ふもの と しては、之イ立の

j威勢がなかったら、成 j比するも のでない。どうせ今 日の政治運動だ って、立11何に それがj威

勢のよいものであるにしたととろで、円本人である限り le 於いて 、ヒ ッ トラ ア もムツソリ

= ーも 出現するととはあるまい 術開議合の否 ｊｬＺ ｻｴ ｜Ｑ こ 布陣ｾ， ［ｾｌ 干の修正 ｬ 亡 、 岡際 ｬ 隣国 ｻ の脱退 は

間際聯 lJll の認識不足を flli 給する程i立で納まるであ らう如 1<  I亡。i下行辺りが「アチ ? では k

k と」 夜も目もあ けねどとくに保り加はす無性、 V次女; 雑誌;tW}i 漆xの コル病j心者として非難

を袋り、向ふ見十はあるにし ても 、さりとて、 μｬｦ ｾ やらが指摘した「少し諮りの私有 財産 ｋ

3討する執IJl号、プロレタリア化lと射する恐怖心ありし il ーへの尚明、資本主義D 護保を 'j Iき反

そうとする望み、プルヂョア化 への ｴｬＧｩ ＧｩＺＱＧ ｾ ［ｴ 、そして現自 ・生 ｩ ， ｦｩ ｄ ｬＮｑ 憾から 米る純望的 ｊ ｬｩｉｾ Ilt 主 義

と江主燥的革命主義」を特徴とする、 1)、Tli 民的Ml t l)の場介として 、我岡の枇合を イII Jr昨迄も k

k l l悦答: を笑はせ . r吹かせて世かうといふ 、枇 合tmの卜. I eH供ヂして、自械の夕日 l亡眺め入

らうとするは、つまら ない話ではないか。 それどとろではない 、j析かる人々の運命と して

デー ト ン Ｍ ､ｩ ・の裁判所に進化論を中 ｛ｊｾ 生 ｬ と説いたといふかどで 、 二十川才の青年スコ ー プス

を被告訴人として 、主坊をりのやう友訴 1沿騒ぎ uム午Ijr!i iの州i羽は 、祁) j から お上りの ( I 姐: 家

族主li れ 、テン ト張り抗告0 . 内のlf ii 美歌合"1'1 、主主11) の全Tliポスター . 物'{.i_ T .  :.t-物(I'. j 刊行物

の|泌州、新開通信員の殺到、首信機の 1131設) の 中}亡、ニュ ー ヨークのfi 名f，T¥誰ー|ごダーロー・

マロ{ ン ・ヘ ースを向ふ l亡廻tまして、 屋外裁判所で・J } t 必、になって悠! 鳴ったJ者j 旬が . 劃手の1，i1

謎士 ｴ ζ 散々 勅 芹せら れ て ｲｬｩＡ Ｇｩｾ 無事交盲の人間 ｊ 与が Ｎ 米間 の ・型 ｐ｜ｪ を支配せぬやうに Ｎ 聖書

白イ言者が如何な るものであるかJ を現白 l亡此庇によょせゃったとおられ 、あは れ -j l !!1l Uj 後lて

死んでしまった Ｈ 木村股古防 士の ｦＮＭｉｦ ［ｩｈ ｉ ｜月るい家 ｩｾｲ 前の記す ｜Ｑ と 掠るＩ 、 米間のん政治家ブラ

イアン氏の最後の悲惨-;: Iiーをさへ辿泡! するのである。

普 かれ ｊ 忠かれ、世ーの中は Ｊｾｩ 愉する コ ｪｩｬｩ 化治学 「はとの うちについて 、 泊者の原 則 を示して

くれる のであ るが 。 数年前、ネ ｾ ｾｩ 占 上 ｬ 亡昔、、た 、 建築の材料が小さいものから成立つ料 、 大

きなものが 出ういるといふ原J [lj めいたととは 、今日でも鎚らないととで あると思ってゐる。

今度完成したシド ニー地 口の大架 橋 D 位 制 をj沿った応員と微生物事的な 又妙、微鏡 下的友美
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術 沼尻 とが、 ｾ ￬ｦｩ ん で 一枚の紙 面 ｬ 乞掲げられたのを 、 或外国雑誌の挿識で 兄＿ との で あるが 、

此極大極小とそ今日の允IlJ j尖端を物ιli つて肘ると思った。

鍛とセメントの合成物、餓筋コンク リート の琵生以来 、阿部内士の池悶( 従) 君等の雑誌

「都人 J ＿ｊ ｾ Ｍ ｉ つ乍 ＲＱＷ 阿光 ｾ ｩｾ ｾ［ 上 ｋ 教へられた如 ｉＨ 、決し て速いものでな ν 、 ｬ 亡も拘ら歩 、 三 十 ｦ｛Ｇﾭ

の愈IJ始期 、その伎の白験、研究期三十年と 、史 fとそ¢後の五十年の! 車問時代或は勃興時代

を通じて 、いろいろの明米的なケチをつける人もわったが 、( 共ーイタilJ として 、i武近物故せら

れた附間信一良I¥l'¥; の在米の日本建後段式を 、此材料によってるらはそうとしtcii 式みは、拒n

の々11tHもカ/ 1 へられたので. a ，るが、 今 日では都市の或建築l亡は 、大家諸氏も之を客認する

ととに友って居り、叉私として踊岡市とメ ｌｾ 也市でソ ｪ 、早 校 建築 ［Ｑ ζ 之を ｭ ひゃうと主張した矯

め、 ｾｦｬ ｩ 新Ｇ，Ｚ［Ｚ，ＧＱ Ｑ 干の Ｉｾｶｩ Ｇ '¥': Ｚ＿Ｍ｛ ＩｩＡ ｴ の ＱＱＡ ｾ 鍛砲 で るるとか、物好きだとかいはれたが 、地上に質現 され

て見るとイ ＱＱＩ のとだわりもない Ｉ 兎も ｦｾ も 、日イ 小本 〉正［建気当築 ，モ ｴ と して と 同 ｈ時寺 ｉ ｌＺ亡 Ｑ刑刊 ＱＱＺ 界的建築で、あり得る

ととろのものでで. あるといつてデ売F支へ友カか通ろう o i桝iドドい8ぷη:i ;銑筋コンクリ{ トのラ究包成1郁H時dL: 亡コルピデヂ、ヱ

氏の必(仙J布村杭7千北ItiιμJ市I

品f約{q:tが術fが内色守i現刻矧1Hz:亡 F応jι=する-i泊百 と しても、大に研究発達せしむる除地があると思ふ。

<> 

次 ｴ て、 私 丈 け ｬ て 閲す る 事をいふて、恐 Ｊｾｩ ，する次第で ある が 、 本合が公共 ￭ｬ Ｚ Ｇ むの 民政ヂ＿を

開催し て特1 i i t . 批を殻刊した折、私I' I 小生1'.ｾち の Ｍ ､ｩ ・皆をメ ｌ 祖 ､ｩ でＮＡ皆 ￼ 非 Ｑ よ ー した ＳＱＮ 柄 ｉ ｌＺ閲して 、

報告めいた 小 交 を本 ［ｩＺ ｾ Ｍ［ へ 法って 、我 岡建築家諸氏が 、 多く大生 ｴｾｾ にのみ ｉ ｉｊｾ をと馳せて 、ノ ｪ 、住

宅を闘方ぬととの不平 ー を辿べたので・あるが、端なくも此時 ｪ 引を ｊｾｬ ｪ し てＮ /J 、f1: 宅問題が . 建

築界の弔Ｚ要なものとな っ て 、 今日では可 な り 阪 れた 足 立 ｾ ｉ Ｍ も理論も 拝 見するととを得るやう

に友ったととは、心手iJ i b  1て苦: んで)，' "; るととで ある。 ととろがイらふpq Ｉｩｾｪｎｦ 亡 、 Ｑ ＹＳＰＺＧ Ｑ 三 ｩ 月 ＲＷ

円一一 Ｒｾ 日 ｂｲｵｳ ｳ ･ｬ で ＮｮＺＴ かれた第 三 団関 ｉｾ 新建 築 作説 川 Ｒ 上 の 五 ＱＱＱ 炎 、 ヴ アルテル ・ グロピ ウ

ス氏の 「 建築か ｾＺｪ ｂＡ築か」を読むで、同氏が都市として、日控訴ミ至上主誌を主張せられ

たととを知って多少考へさせられたのである 。同氏が斯く論断する前提僚1'1=は第ーに無j E

ポーのfJ 宅 K ついてであると考へる o 如何 l亡、線化するととが人l I J J生前 l亡1必要でるる か らと

て、郊外 ｬ 亡住むととが生前本能 ｩ 乞渦ｾを興へるからと て 、 今日の郊外地と都市中 心部 或 は

工場地 IZ: 過す. ' る交通機闘の費mは、日本の現在K 於い て、決して廉なるものでた い。( 此事

は各種の役人法即死〉人 1市計が、現tとるらゆる手誌をもとめて、電車合枇等か らパスを引は

うぺ〈苦心する事在l亡Jli J して:治I切される) 物の理法と維がfの原J ! IJとして は . 1 ) 徐計に物を買

ふものは割安であるぺきだ。然るに屯草の回数谷はさｾＺくして呉れぬコ共理 ｉ ｊ ｉ は労働者たる

ものは 、 ｊｉｾ 日￭ｊ ｪ 友の 主 ｴ￬ ・ 車貸すらも ｴＺｊＮ いものである 、 出んや同数みをやであるコ 依って枇合

政策としては朝早くの判定時間丈けを害IJ JI けばよいのである 斯くしてとの貧弱なる労働

者の家族等は、 朝 早 ( 1亡、夫元工り父な りと一諸 fL/"I' ，かけるでなければ筈IJ'; 1のjι 典はない。

然かも 一方月極めの定期は無論1 . 1 : 復すらも買ふK 陸鮒ーなる共日係ぎのう? 働者IL : 貿へる筈が
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たいのに 、合祉の係算か らは安くしで ある。 要す るに 、営利を主と す る舎祉と しては、 社

合政策を云 k する丈けが滑稽でるって 、利益主義であるべきだ 3 従って交通費の不廉は致

方がゑ いの はいふ迄 もない ととであるが 、此不廉1' J . 現在の 日本の交通費 を以て しては グ氏

のいふ如く に、労働者は郊外地の家賃と 此 交通貨 を合せて支191¥ふ よりも、都 市中心部でテ

クル方が割安で、るらう。 それにグ氏の取ぐる家婦の職業への自 rfl といふ ととも認めらる k

のである が 。 ｦｉｬ ｾ を 特 じ て若 し 之が民 ｋ 枇合政策の立 ｩ 州 地 から眺むる な らば 、 公共闘憾の交

通機関統制と公替の住宅 とが並び行はるるとせば一一殊にグ氏の理想と す る、都市中心地

に腕い綾 地 の中に設 け らるべき 、 ＱＡ｜ｾｩ ホ者住宅を想像するならばでるる。共庚い線地を市の

公聞か道路敷地 と して日 IHI Iilのrr盤に世くで主主い限 り、 只箪 IC: 建物敷地K 於てのみに係算す

るでない限句 、都市中心部の高1y' i 友地代の自 tl1地と建物北 l亡敷地の費削と は、 i li が電車な

りパス た りに乗せて郊外地から運んで、郊外地の家告を MrHr'[ f'C tまして 、労働者を安静に夜

J自らしむるととを得ると考へる。 それから郊外地から i l-j内に 又市内から郊外地 1'1: ｈ ｾ ， 入 の時

間を無駄と考へるかも夕、11れぬが、此時間と そ終 日工場 l亡叉は事・務室 1'1: 1'引くものに 心気を帥

換さ すべき ノj 、さき慰舗である。彼のル ーズベルト氏が朝まだき郊外 l亡ドラ 4 プしたり叉今

の ムツソリ = 氏が馬をロ ーマ郊外に飛すのも此心境であるom働者には斯る時聞に於いて

で友ければ とんた質俸は H叫< i 1 ' J . いのである。グ氏は者1¥市中心地線地の至善至美を以て之に

官 ［ るとい ふかも 知れないが 、 之は駄目である。夏季 ｋ 山 Ｎ ｛ＮＧｩ ｦ ｃＺ犠 ぢ 海諸互に遊ぶもの 、 ｾの湯 ｩｨ

f'Cf衷ろを昼にする一一環境の密化 を求むる 人の心を知らたいものといはなければた らぬ。

然 かし、 都市 中心地 に大級 地 と ＱＡ｜ｾｪｬ 岩手ｾＮ長屋を設 け て Ｎ 者 ｦ ｜ Ｎ 亡、 怖に可成多くの緑 地 を保存 す の

政策叉夜間人無 し簡の出現を緩和す る政策或は都市医域内の租税w . . : 分の按分を良からしむ

る政策等l亡之を用ひるのであるとすれば問題は別である。要するにグロピ ウス氏の高建築

至上主義は その環境、保干f'からのみ首宵せらるべきで絶針のものであ り得友いと信十る コ

而して今日の大都市友るものが 、いかにやって見てもグ氏のいふ如くに高建築を以て「不

得k の惑」と して、労働者 l亡供給する外に; 全が友いとすれば 、私は決論を急がせて 、持働

者の矯めに 、中小 都市至 上 主義を高唱せざるをと得なし、。 ｉｉＧ ｉ ｾ Ｈ， ｉ 三友 モ スク ワ の融問としてソヴ

エ ー トの都市計聾を ｮ ｬｾ の首り見＿ と といふ、ヂ ヨ ン ・ ノレン氏はモ市 に 封 し て非常な讃 ｩ 引を

呈 した と聴 くが ノレン氏は 、 レニン氏の家政祉合化の質現として 、婦人の家佐; からの解放

と、者f¥市労働者の分散を目的として 、理想、的住宅によって住宅住設費の純減とう? 働の生1芋・

:i J  Ｚｊｦ ｽＩｊｉｉ 、持働人口の生前傑ｩ｟ ｩＧ ｩ 及 ｲｴ 岡氏的文化生前の向上 ｾＡｾＱ するといふ立言は 、 勿論之を

現在に検討されたととと思ふ。大都市高居建築K 於てか 、地方問閑都市的建築 l亡於て之を

認めたか氏の明言 を聴かないので、只羽t屯! のみが吾. ) . ( IC: F. Iニされて) . r : ，るのみである。
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談 話 室

護 者 通 信

ある。

O 斯ういふ古い建物は決して私の家ばかり

で友〈 、大正十二年大足火災の前までは

東京では築地叉品市 山 下 ｾＱ｝Ｂ ｩｄ Ｗ とりにも随

所uz: 見受ける事がH' ，米たものだが今は全

〈見世ら友いやうに思ふ否全開でも散は

甚だ少主主かろふ 、和、は窃かに手l、の古i下iif i

が現干 ＧｅＷｾ るもの ｾ r̂l で- --/1)こi1i くはないか

柳 j畢 f呆 車、

ｏｲ 辿築と枇併」は向分の愛 ｊｾＱ ＺｲＱ ｴ［ 誌の ー とし

て毎切り ｾ ＧＡｉ Ｚ ［ くのを作ち ｾｩｾ ねて ｮ を過 し て

居るが 、八 nの郷土建築枕は必hc 耐n く

読了したばかりでなく説後' 丘 l亡今 11l; の感

1e: : : l ' 1J ; へ左いものがある ‘

Ｐ 地特 ｽ ｉｉ Ｉ 事務所 の ｩｬＡ［ ゃ佐 ｢＼Ｚ ｖＱ 吉本 ＱｾＱＩ のｾＮＧ， Ｕ ｦｦｴＺ

を見ると、どれも前聞に露11
1

1樹立した杭

があって共内 lと一聯のヴ ェランダを搬す

る一棟の開をなして )，1;るが. 却! 手の pq洋

航と去 、ば古い牒聴の建物や11: 宅向きの

分 ‘ 大ほ此の{ i l_!である、私の1ｉ ＧＮ Ｉ ，Ｇｾの陥へ

内K ある古いi下館も 一度はあの通りで あ

ったのだ。

0 1，1，1より 111，1人の11 : 宅だから 王って小規肢の

もので奮11: 次: 本民[1の午分仰のものでは あ

るが 、とれは今を去る j 什- {f iiijlY J  if iλ 年

十一月 K 峻工 したもので. 建 設x- は大名

時代 よりの出入棟梁泊前天体毘木工右術

門事山下久兵衛と いふのである。

OPI!汀 ij!; りは其時代、まと とに珍 しいと の

御沙汰で、私の周 との術l問杯j K より 、現

i明治七年五月 i l :l L 日、首時土佐后古 I" L在し

た ｈ 付窓 皇 太 町様 が 皇太 ｲ［ Ｍ ｒ ｉｬち 英 ｊ｛ｻｾ ＺｌｾＺ 太后

核 とお 揃ひで 行勝遊 ばさ れたと ｉ Ｇ ｉ ｾ す光 柴

を有する建物である 。

O 官時此洋側の前は直ぐ波打際で共先に は 時 事 寸 一

と思ってゐる 3

ｏＨＺｉｾｾ＼Ｚλ 十年、明治川ー二年 ｉ Ｂｌ 少しく柄築修

理する所あってタト.1( &の践を もきへ工1つ大地

長で・屋糠瓦を全部振ひ孫されたので共あ

とを軒いものに3' 1: 代へ? と舟め ill 憾ながら

表而は奮態左存し1 ' J . いが 、内部は地与えで

も些の損所友く よ|三世!りl以上今 lと一度も 一千

入れをした事が主主い。

0 共後自分の設計f L rJI っており I MI Uて依踊し

て大五二年 ＱＱ Ｑ Ｑ 米上ったオ ｾ ｲ ￎＡｬ ￯ Ｍ ----・ とれは私

の現在起臥して居る所でi D るが… … や L

もすれば修理を要する市あるに比ぺて、

古洋備の自主1si!. 階段の虫f I き今 ILif作みキシミ

も Ｑ ＡＱｾいとと等を思ふとツクヅク昔の大工

棟梁が技術のJ l ，l能であった l}f 否仕事 IC入

念だった事を1 ' 1 : 美せす， I亡は}，I;-られない。

O現今 との古洋館は私の総裁する 財l罰法人

柳作がはI- m筑JVr の調布きさと? ? 庫と に充て

L 居 る。

( 七・八・一三〉

f氏く向車路があった丈け で司 るったから 、

内海と はいへ束京拘の風を民間 l亡受 けて

夏も涼 し い 所 でるっ た が 、 Ｉ［ ｾ後前方 イ明 Ｑ｝Ｂ

か製立が出来て仕舞 って今は僅かに残 る

般財11松 の老樹の枝振り にすま を忍ぶ計 りで

中 西 六 郎

最 近、公私の|羽慨が打って ーヅしとなり 、

大阪市の防空 iてず府主し、われら の宰を守れ

と、市民 に呼びかけ 、高射砲共他の設備に

6 3
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閲して一般の献金を悠想してゐる。' 症に結

構なととに泣ひない。防主主体一一一即 ち防

空思想の普及は 、日 本の者1I司Hz : : 於ては最も

緊要な 一つだと 考へられるからだ。

若し日本が何庭かの閑と 事を 構 えて、相

手方からの昼軍が、 ヒョツ 卜して製米 した

らと似恕する。その時 とそは、われら の防・

ｾ設備が前動 する ときだ Ｎ その伶プＩ ? を殻

11jrするとき だ。そうして融安寧の全械を期

せねばならたい。 然 し全減させられる以前J

K 、乃至はf尭倖を得た敵機が一機でもあ っ

て‘妙ｾ ｾ 聞を投下した とする 、 その結ＡＮｬｾはどん

なものであらうか。巴恩や倫敦の人々は 、

あの過去の大戦 に敵機から受けた記憶を戦

慨 して物語 るととが屡々 だ。ゴシック 伽箆

の美を誇 り、さでは 三鞭酒の産地 とし- r 有

名友、北側 Ｓ ラ ンスの 街が大戦 ｉ ，ｾ［ 時 、 安 から

受けた惨JI たの湖、を見? と日 K は、新木を杭ん

だゃうえ工 、dコれ らの都市の議る結wーは想像

lとも飴りある。 先年の閥 i巨大災災の例I[_ 徴

しでも 、 日本の都市の火から柴 る 怯 筈は ｾＱ

言を要しない。結局は日 本では、都市自身

の偲掘が病人主主のだ、 その病人が自身の開

掘を根本的t亡、健康慨にするととをし注 い

で、常tと薬を求め注射を: 要求して 日を 泊 し

てゐると いふのが日本の者II 'di の可1・誌だ 〉病

人が服裂で元気を 出してゐても結局は病人

でしか あり作たい 、山んや禦の切れたとき

には 目も首てら れたい。病人 K 梨を興へ汁二

身すを方面すのはf走でるつては なら友ぃ 、と同

時 ｩ て共根本の 問題に 遡っ て ｩ ｩｬｩ 康ｾｾならしめ

るととが寓#iー を解決するとと民主主る。それ

にも拘はらや 、日 本の古'Wdi は共線本療法を

蔑ろに して 、病人のま L で成長せ しめ、病人

も亦徒K 大きくな った姿を鋭にうつ して、

大 人になったと とを喜び、自分の名Id 大』

の字を添 えて有頂天になってゐる 3 都市[は

I X  6 4  

共地境が犬きくたり、 入門の増加が其本fit

ではある まい. 須 〈都市の稜逮は 、文化的

lと充質するととでるらねばたらえEい。

ち ん ざ 笠

津 田 撃

巴毘κ 五武t ケ所の大き f友主動{ 抑初闘がaるうる一つ

はＮＧｴ ｔＱＮれ ｔ司 ｩ Ｎｾ 澗罰一 つは 楠物困と合 イＰ例 ｪ月 ｩ で

部分丈け柵外カか、ら無料で見る事が出 来る次

ぎの柵から は有料K 友るが共の匝別が少 し

も不内然でないのが商白い 多くの人の中に

は好百〕心K 駆られて 入場 切符を R ふ事lても

なるだらうし紡局熊は Iftl ｴｌ 使 はれて居る Ｇ ｾ ｩｦ

tても在 るが一旗雨得よき考へでるる。

ナポ リの守護前rll 伊太利式のむつかしい名

有Gで「サン ・ジヱンナ { ロ」は寺え岡の例l士也vhli

桟( 但し人形で石ii!i ではないが) とでも三三ーふ

具合 ｬ 乙 ｉｕ ｪＧの辻 或は 建物 の ｾ ￭ ｮ｛｟ 到る底 ｉ ｛｟ 釦 ｲＡ ｩ ｾ

し花を持げられ大抵硝子 ｾｬｩｬ 亡納まって居 る

が何んと友〈毒々しい飾り方で、あれて・はイ11$

んだか御利径がる り過 ぎるように見受け ら

る ｾ 0  

ロンドン f[_ ｾるは 洲大戦記 念刊 は 車道 の

良 中 ｋ 建 設さ れ ｊ ｾ の首時 交 通事故が可主主り

あったそうで ある が随分別肱と l 十l しては甚

だ相擁まんが厄介 な代物であ る香港の海; ［ｾ＠

にあるものと形態がよく似て居る最も設計

者・のi政調べ迄は手廻り欽fd1とが

7kl曜による昇降機は最平首然時代m; れで

あるが併し場所 K より趣きがないでもない

マルセ ーユのノ ート ルダム巴里セク レツ カ

寺院には米だ 中k 竜太 I[_ 取材i えそうにも な

い放 も高居:) 11，務所の建築で もない閥係から

急: 速度に よる昇降機の必要もなく 却って ジ

ャーと 昇降の都度拾てらる L 相首の /k荒の

音も考えようでは惜 しいようで もあり 叉呉

床か しくもあ る。



( 昭和七年〕
貝及 委員日 本 処 築 協 曾 役

世 間

法 人

【 住 宅 委 員 曾 】
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岡
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悶
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問

問

問

問

問

お

浅 野 合 獄

小 川 安 一 良 ¥ ¥

赤 松 修
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篠 崎 粂 二

末 様 周 次

中 村 義 雄

本 間 乙 彦

森 元 政 雄

波 遜 義 三

渡 溢 金 厳

t曾 山 新 ZJ 三

南 信

岩 j己 保 術

岩 崎 勇

河 盛 盆 太 郎
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丹 藤 良 雄

山 田 昭
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主l' 井 誠 一

被 讃 勉

片 岡 安

ノj、笠 原( 鈎

鳥 井 信

松 井 清 之 助

高 橋 祭 治

務 磁 藤 吉

川 口 ー ニ

) C :K  JOi 太 郎

芝 聞 知1 [ ，¥

末 湾 問l 次

徳i OC ｾ吾

中 村 義 司i

波 江 悌 夫

藤 本 氏 太 郎

松 * : A 光

松 本 儀 八

光 安 梶 之 助

村 野 藤 吾

渡 部 圭 吾
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昭和 ＧＷ Ｑ， Ｑ ｾｂ 月 Ｑ 日午後 Ｖ ＱＱ 宇一同 Ｙ 持

建 築 倶 楽 部

報

1 阿部 燐 .!.c住宅博望号口笛rm.r! 111:I のf'l'

l 川!Jl J・由 太 郎氏J lHi 合 委貝綜 jj!月1出の件

臨 時 線 曾

出 席 者 王!Hl 手 1也f Ll _fJ:r. Z長 tJ、宅Ihi 主 犯 小 川

臨 時 総 曾 議 事 録

Ｗｚ 士 問 主計 阿 部事 ｬ､ｾｩＡ ｦ (. ':j 橋 森 本 1 昭 和7&p8月8 日大阪 rI'i :1ヒ匹 rl' とぬ3丁目 3 11i ' 地朝

議 ・h 1  8月例令に闘する f'l' 日ピ ノL に於て臨 時総合を DiJ < 出席者下の湿り

1  ｴＮ 去 ｪｬ ｬ｜ｬＧｦ民合報告に係る建築工 九 ｽ ｮｷ［Ｍｾ 規 イj ト双山太郎 於 jち 保 衛 小 笠 原 釦

科攻i E 案に閲する件 阿 ｭ ｾ ｾｊｬＡＡｬｬ 小 ｊｉｉ 安一郎片岡安

l 同 1-. 改 TE 案研究に闘 しfj( O嵐せし法制委 坪 ;1 間 一 日常問: i l l : ー 森 本 藤 吉

員合臨時委員! 併慣に闘する 1'1' 1  午 後 6 時50; 子片岡合長閑舎を 1 n i 議長となリ下

: 院告泣 明 に 闘 す る 件 記の議案に付議する旨を述λご

l 再度臨時総合 DiJ 111¥に闘する 1'1こ 議案 ｾ ｪｩＲ 税 ｕ ｈｦｮＷ 年度源切網成林の件

l 炭 Tt 合 il' ¥{Jj ii 委只長 上 り要求に係る委 H 1 本議案は去る 6 Jl 29口DM1!ll lJ 臨時総令 に附議し

?  t; J待以の? ド たるも 1;i，n-!f 令 j壬i J . ! l : 欧中にして近 々錦朝の趣に付

1  i I i 紀代合 il'¥1i ii 委l 1 J去より要求に fやる委員 。 失 れ j年延期 したき多薮合員の希践に fJ( り延期と

7  < 1 司令只の件
t  なりしものにして絃臨時総合の延長として議し

l 昭 和 7年皮下Jumfj 激符に闘する伴 たしとて先 づ更i E"1泉旅の内特に付阿部主計をし

1  (i ll:.i目的 15年記念事業務mに闘する件 I  て説明せしむ

ｬ 他築ｦｊ日終］Ｚｴｩ ＾ｊｉ えＦを ｬ ｩｬｬ 築と計 ｬ 令 ｊｾｾ ，ト符 Ｑ 阿 部主計よ り吏￯ｅ ｬ 魚繁栄の収入 上 り順次詳細 ｬ 設

骨1，¥; 1こ的，1&するの 1'1'

I 雑 誌氾念披特別府告: m: 集の "!o

1 合 員 計:衡

報 告 l 委 只 l 名笛H !ljl i Hの 1午住宅委員合より

Ｉ ｮ ＱＮ ｾｲ＠

l  雑誌特 ｾｲｲ ｦ 由主題日数定の ＱＧＱ ・
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所 主 l ¥ 築 1ft 然1¥1;

出 席 者 刊 本 池 田 政 llo; 津田 主 記 小 川

s :J I 釘 土 問 紛 糾 中 I-LJ 森 本

議 事 l 協合紋J ，i 決定及舎告の{ 牛

l 覚以『決定に関する件

l 懸 賞 募 集 紹 介 の 1'1'

l 協 合出 品住宅 の建築 費支扮方法に除lす

るイ斗

i 朝日 クラプ給付・にr ! ' 元 l! 件輿に闘する件

l 合 員 詮 衡

報 告 1  7月分合計報告

lリIありたる? を令 nよリニ ベ1'UflJ あ りたり

ｬ 議長より本変 ｊｅ 激 Ｑ ￬Ｚは ｩ Ｇｦ 成無 ｊＧｉ Ｇ な激ｾにして来
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速急［に決行するは無叫にして之に珠算問題の ｦｾ［

A、ペき l土常 然 の事 な る に 珠 算 問 題 に 鰯 ず し て 移

i憾の事1' r だけ純舎が認めたりと云」、形と見らる

兎 に ｪ ｦｬ ｗ， ｬ Ｇｦｊ［のＧｊｋ ｲｾ なれども御承お原町ひたしと述

1 坪 井 、1ft足 、小川 三J i ; より協合と建築f J t楽部と

の隙係に付手n々 1吉見ありたる後小笠iJ ;[}i; よ り袈

す るに本間足 l土此1{ 'i. にて認めては 如 何 と主sぶ

l 議長よ り既に修怖を 決 行 した る l ーからは之よ り

大いに絶反せしむる信念を以てｾＧｦＮＮＧＮｾ ［Ｇｬｬｩ加 する務

に向後級 Ｑｊ 努力をｾすペき旨を，Ｊ ｬ 々主 ￟ ベ 出席合

員 の承胞 を 求 め 異 議 者m< 本案を 承認する事に

決す
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l 是 に 於 て 議 長 よ り閉舎 を告ぐ時に午後7時 15分

l 本 議 事 録 の代表袈 f王者を下 の二 氏 に猪 名 す

伊 東 宗 太 郎 氏 千百士 間重ー氏

活f のiffi 十自主主無之 候 山

昭和 7年8 月8 日

glj 

舎 員 伊 東 宗 太 郎

舎 員 百什で問重

舎

昭和 Ｗ ｾ ｐ 月 ＲＷ 日午後 Ｖ 時 一 同 Ｗ 時

時

所

出席者

昭 和7年B月6 日午後 7時一同9時30分

建 築倶 集部

委 員 長 武 田 幹 事 小 川安 古 塚 噌 山

委 員 木村 滋 谷 中 村 f宇 野 松 本

加藤義市 ＱＩ 合長 ｪ 也 問 携 ｴ 首 ＱｩｾＧ ・ 務 小 川

陽 鳥 井 森 本

l 出品! I k 況の報告

l 出品者 I亡闘する 1'1:

l 大美野地鎮祭執行に 脱す る件

l 出品者招待合開催の件

l 協 合 出 品 住 宅 の 致 地決定のイ牛
時

所 南 海 高 ぬ 巌7階該主主場 幹 事 曾

出席者

uf] ｾ ｊｾ＠

130 名 t 時

l 本 月 例舎 として 片 岡 合 長 の 欧 米 御一1:所 所

談を 斉 聴する事とせ り 出席者

ｬ 午後 Ｖ 時池田 高 ＱＩ 合長 の開 舎 の 挨ｾあり

i直ちに合長の誠君主に移る

昭 和7年8月 15 日午 後 l 時 一同2時20分

建 築 倶楽 部

別委員長ｾ野安井 幹 事 芝 回

世f 塚 携 討 常 務 小川 陽 鳥 井 森 本

l 餐 員 分 携 決 定 の件

l 先 づ世界各 闘 に 於 けるl j J i I.1r: の資本 家 、 委 員 曾

労働者の闘係各 工 場のＪｾ産欣況 、 惹て 時

l土建築界に及 If す影響等に付約 1 J時間 所

に戸.る E持続あリー問 拍 手を以て感謝に 出席者

代 へ 此 民主に例舎 を終る

l 次 で 有 志 に 依 る 同 博士 の 歓迎晩餐合を

引絞i き夏向ほ家 主南海サ ロ ンに於て閃

11巨す

l 池間 市Ij 合長よ り令 長 カ 無 事詩籾を尊ぶ

旨の挨w、 校舎長不 tr: li
l
に於け る)f¥な

る事業の報告を な す

l 令 長 よ り感謝の挨拶あり一同和紙綴々

の 裡 に 盛 大 な る 此 の 舎 を 終 りたり

創立渦十五年記念

事 業 各 種 委員曾

昭 和7年8 月 17日午後7時一同 10時

建 築儀費理部

高1) 委 員 長 葛 野 挽 滋 常 務 小 川 陽

。 ｲｾ 井森本線 ケ 丘 婚 訴幹事 小川 安

委 員 伴 野 南 有山 加 藤善 大 美野

婚 前 幹事士| 、井 増 山 委員 久 保 倒

mt 八木

l 委 員 IH電車乗司τ少 ι 閲する n

1  ｴ ｕ 品者 Ｒｕｾｾ 工に到する無料飛車券に関

するイ牛

1  1)1丹 勝、合唱語nt) の交遁 に附する 1牛

Ｑ 緑ケ丘土地舎量 ｬ 出 品 の家 鐙建築 ｾｾ Eえに

闘 す る 件

l 出 1忠者 に封 し ji I i 知の{ 牛

展 覧 倉 部

住 宅 博 覧 曾 部
幹 事 曾

幹 事 曾 時

所

昭 和7年8 月2 日午後6時一 同9時

建 築 倶 楽官官時

所

出 席 者

議 .. J¥-

蚕

IX  6 8  

昭和 Ｗｾ 同月 Ｒ 日正午 ー 午後 Ｒ 時

建 築 倶楽 郊

安 員長 武 田 副 委 員長 安井 幹 事

小川 安 芝 問 主ド 井 古 塚 村 里 子 機 常

常 務 小川 陽

1 出品1的誘に闘する1 ' 1

員 曾

出席者 委 員 長 宗 別 委 員 長 坪 井

幹 事 浦 酒 井 篠 原 須 川 中 西 姫

里子抜蛍常務大原岡 ｩｾＱ

l 炭T' : E舎々 場 平 面 闘 の 作 成

l 各郊 に於ける計登樹立並に務算 の編 成

l 各 部内E風 雲 員 の 詮 衡



ヨS 員 綿 曾

時 昭 和 Ｗ 年 Ｘ Ｉ ｾ 10 日午 後61時一 同9時

所 建 築 j n集部

出よ ｾ ｦ 者 委員 長 宗副 委員長 士 Ａ と ｮ 扱 ， ｦ ｩ 常務

大 原 l河部 庶務 幹 事 古fi 1J11藤

参考品 出品 部 幹 事 篠 原 ' 1'凶 委 員

永揮 伊東 石川 '1' 野

建 材 11j 品 部 幹 事 浅 野 手J1川 委 只

折 居 高 |河 山 rl'

貨 物 出 品 部 幹 事 酒 )1・ 姫 野 委 員

椎 以 丹 議

出席 者 向 精 石川 篠原 新 白 藤 原 担塁本

j也回

議 事 l 委 員 長選皇居 のf*

2  IU絞計警の 「ド

3  ｉｌｬ 版 ￍＢ ｧｾ ｾ＿Ｚの「 ド

?;";  'I!l l喜5日令

日年 Ｘ 月 Ｔ 日 午 後 Ｕ 時 Ｓ Ｐ 分 Ｍ Ｙ￟ｾｦＳ ｊ 分

所 ｴｬｬ Ｘ 徒倶当 性古ｾ ［

出 席 者 藤 井 務 総 篠原 新 名 綿棒 山 崎

:  ｾ益事 1  111版 種 目 の 件

2  [1: 1版方 法 の件

l 各 lli lt仇慌の編 成 J)._ 各出品物ノコ共也 案 iこ 3  111版分数の f'l'

イナ協議 第31!l 1委 員合

時 8 月 11日午 後51時3C分一 1011ｾｦＳ ｌￌ 分

緑ケ丘保健住宅政 計 懸貧困案審査曾 所 建築 倶型特別;

第 l 恒l

時 昭和17年8 JJ 16 日午 後2s1一 同A 日号

所 建築似当時m;

出席者 11l'n: 只 小川 交 正5野 藤 井 市 村里子

常務 ￭ ｾ Ｚ ｪｭ＠

第2[l1]

時 限 平日 Ｗ ｾ Ｑ ｾＸ 月 Ｑ Ｗ 日午 後 Ｒ 時 Ｓｄ 分 一 同 Ｗ 時 ＳＰ 分

所 建築 Ut然 部

11¥1日; 者 磁 円 石 川 篠原( ji知事，' ，':j 格 付 !I' }

;i N μ  l 位 ' じli" jl案集車lII i¥1; ，Hirt.

Ｒ 大阪 市地質 調 査 ｼ 品 Ｑ 表細川ｾＩ言 Ｑ Ｒｅ

建 築 倶 楽 部 室

ＱＧＺ 知 らず に 治しまし た此 虐 致 ｊｉｾｾ の ＱＺＧＺ 殿匹 ｉ ｊ 否 。 慾 Ｔ

P 挑 むれ 11' 筒行く 人 .1) /去となり 紘 it l き木 の下校よ

出席 者 森 査只 小 川 :iZ里子 市 村 野 則 合 長 とjiZわれ しアカ シヤもそ詳の溢 りには たへ かね て そ

池 田 Ｇ￬ｾ Ｎ ｩ 春日 白 ｩ 橋 ろ そ ろ資 ば み 風もな い のに ρ ラノ、 ? と散るを 見 て

はいつしか秋 の訪 れを 都 人に 告 げる 様 で あ ります

大美野田園都市住宅訟 計 懸 賞 園 案審 査 書 似 を治」、て来 られ ました本ク ラプは之 か らのAf シ

第 11剖

時 昭和7年8 月 18 日午 後2時- io;J ｾ ｡ｾｦ＠

所 建 築 似 鋭部

出席者 本査 員 酒井 新名 高 橋 主ドJ r- ' ド西

松 本 安 井 則合 長 池 田

第2匝l

時 昭 和 Ｗ ｾ 同月 ＱＹ 日 午後 Ｕ 時 Ｍ ｦ， ［ ｊＸ 時

所 建 築 倶 楽部

出 席 者 審 査 員 泊)1 新 名 高橋 打、J r - 中 西

松 本 安 井 則合 長 池 間

出 版 準 備 委 員 曾

第 l 也l委 員合

時 昭和 Ｗ ｾ ｰ 月 Ｒ Ｑ 日 ｌ ｈ ｲ＼ Ｕ 時 Ｓ Ｐ 分 Ｍ Ｘ Ｑ 時

所 朝日ク ラプ

ーズ y を迎 へてー}奇般燃に趣味 に合 合 に御f 1担! に

と御利川される本と思 ひ ます。

此 のよ さsJ ' 季におりましてか ねて 各 位 よ り熱 望

せ られて お りま した騒 々の研究令売 下 の通 り 開

イ|色いたす可jLになりました。

""' (  1) 市儲 ( 2) 漫i1' i (3) 存主主 ( 4) 俳 句 ( 5) 1剖苓

以卜. は何れも 初 歩より始め ます 月謝ゃ雑t'l も出

来る限 り取 に主主!I笥など くなどやかな研究合 とい

た したい心組み で す、同点y-のー1: を募って お りま

す。

""， i'-. 月十 二 日には落 合 を催 しま した 虚十僚名 の参

加者 でリー グ 戦 を 行ひ ましたパ チ リパ チ リと ｉ ｾ

よき !)J きがお寂 を破って関職 、局而Iの炭 UfJ につ

れ て脊草書記長霊長或 I:J: 嘆息の 人ゃ it 駄 を守 る人 等々

随所 に起り興愈1脅し て九時頃雄舎利! に終日 を告

げ前 日の入賞者下 ii'日五名 へ:tt・品を贈 りました 。
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一等 質 増 山 新卒氏 二等 賞 佐 藤正次郎氏

三 等 賞 吾 妻 義 一 氏 四 等 賞 松山 愛三氏

五 等 賞 菊 池 二 郎 氏

烏誕の?械 はこ れから毎月 一 1i! 11-'u: lmし皮いと 思 び

rl/ll j t  勇君

高木 利 典 君

卒海世l ! : 央君

西淀川区御幣 島町261

港区抱 月町 l ノ30

東淀川区銀虫菅原 町202 ( 和田工

務 所〉

ます 天狗連の申込 を歓迎いたします。
I 桝 谷健次郎君 天王寺直上ノ宮田r59 ( 大阪工業振

興舎工務官官〉

A かねてよりお待かねの 7 ーク大 後退〈 な りヰl 謬

ありま せん見本は既に出来ておりますが意匠色

彩 等審査をお願 しま した 武則博士が俄か にNi 洋

方 面に政行されたｾめ致定に主主ひを生じました

今暫 〈御猶後あらん事を 、出来次第適宜の 方法

で お知 らせいたしますか ら其節は皆様の御{ 凧周

を願ひ ます。

幹 事 記

曾 員 動 静

人 曾 者

曾 員

矢崎 高儀対 Ｚ 京都市上 Ｉ ｊ ｾ 凶 等持 ｬｬｴ 西町 Ｒ Ｔ ( 浅野

物産株式合 i]ii)

今井 準 君 此花区森日 ll:l PI j" r! J2ノ11 (日 本染

料株式含i i i 1a1¥築係〉

石僑 昌三君 兵庫県系、武郎郡. J i l 元村小林八 閏 1 (  

建築請負業〉

山 田 邦夫 君 港 区抱月 PIj" 3ノ4 ( 竹中工務応〉

特別賛助員

村山 長 忠 君 北 j g中之ぬ3 ノ3朝日ピノι 内( 大阪

朝日 新聞枇取締役朝日ピ ル最上長〉

村 井 お11君 兵庫 l孫川溢郡伊丹PlrrlJ 小路434 (  

縁日: 土地連物株式合祉支配人〉

並河祭治虫1¥召ー 京者E市東山区古川市ij 大和大路東入

( 長栄 Il'f j 合主〉

奈 良 誠二君 東 凶 今 橋3 ノ2 1 イ リス尚舎内

i也凶築 三良1¥う釘 凶 Ｑ ， Ｑｾ ｬ ｴｬ ｬｲ ｩｬ 主Ａ虫 Ｔ 肴 Ｑ ＱＱ ｪＢ 17 ( 土木建築計j

負業〉

長野・ Ｑ 長良君西区Ｉ ｾ Ｈ "IJ 品II 上沼4 ノ14

原 ｗｾ ｾ 男 君 住吉Wi FII 泌酋ノ 11Ij" 6 ノ29 ( パグナ

ル株式合川上〉

瀬 川 庄三君 府 F43!能郡山内村大字i州3ラIJJI二( 竹

中工務庖〉

普通貨助員

宇野 勇 君 東 区 島 町2 ノ3 1

I X  7 0  

後 藤 幸 男 君 港 区3際通3 ノ2 9 賀集茂市方 ( 鴻

1也紐〉

安 井 芳 治 君 港区池島町2 ノ92131彪政典氏方 (

鴻池組〉

退

普通貨助員

石浄三次郎君

卒 田 健作 君

曾 者

が1
1回 省 三 君

森 本 文章君

韓 動 轄 居

曾 員

森西喜太郎君 住吉区阪南町東
4丁目 20

竹内 級 君 尼 崎 市 別 所 村 地 問 260祢 地 ノ75

j也関 川( ; 一君 兵 庫県手、武応 部精進村打出郷ノ本 17

ノ2

鳥井 信 君 兵 庫 l孫武w郡精道村字打 出三反田

21 

同 ( 地方在 住 )

脇 三 吉 君 東 京 市 外 高 井 戸 町 久 我 山94

普通貨助員

藤原 俊 沼 北区善i ! ) ¥寺PIT7 ノ23

曾 告

再び市街地建築物法令接行に就いて

さきに出版の預告を主主しま した本令綱真・中の「市

街地建築物法令」は前凹舎告の油大阪府の同法施

行革10則が後令にな P ませんのでまだ霊堂行の運びに

到って居りませんが近〈稜令になると信じ ます か

らどうぞ今少しお待ちを願ひ ます



武 田 五 一 博 士 還 暦 祝 賀 資 金 募 集

京都清岡大按・教広: J l t IH五ー問士本年十一 月泣: g' !C建せられ教授の職を去られる事ーになりま

した。博士が多 Ｂｉ ｾ ｛ｊＮｾ 界並 ｬ 亡工芝 ｈ ょに貢献せられたＱＢ ＩＩ誌 は申すに及ば歩後輩の指導 ｴ｣ｾｾ さ ￼
?と主J)?'ij も亦偉大なるものと" { ( じます。と. . . IC 於て吾 k Ji " し合せTU- 士の還暦刷賀の微なを表

したいと存じ資金の非! t を始めましたっやj 卒御賛成下さいまして杭って御! 笹森下さる椋 切

に希己主致します。

昭 和 七 年 六 月 同人

天 間 俊 一

世 記 替 口 座 大 阪 七O 八三 四

区 話 上 九八 oc 大準内ニO五〕

〈建築助手室〉

起強武出tJ，l，i: τ1: 還暦記念事業

集 要 項

受口( 金重sLt.l l) 以上

京布;1¥*凶 大 事 工 組mm築準教室

昭和七年九月二十五日

昭和七年九月三十日

募

1、献 金 高

人申込及初1¥込: 場所

1、 申 込 締 切 期 日

1、 排 込 締 切 期 日

1、記 念 事 業

I 、博士の窓| 花にかふる建築、 エ君主|刈案等の下辺氏|泊1i I ii を]:¥);O'J せ る 作 品mを刊行す。

Ｒ 、博士 の胸 像 三ｦｉ ＮＱ を調製してーｻ闘を博土に ｭｾ 長し ｻ也を京都帝凶 大接 、京都 ｆ， ［ｪ 告ｾ［ 工重量撃校に熔

丞す。

Ｓ 、 記念品として ＿ 品幅 数幅を博士に ｊｉｾ 呈す。 任下さ ν、。其他は委只に御

l，x 
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朝鮮貯蓄銀行本底新築意匠設計懸賞嘗選園案

懸 賞 募 集 に 就 て 勿論mn:な る威容 と優美な る建築美を有し以て庶

朝鮮貯 蓄 銀行頭取 民合融機測として京披大衆に多大の親しみを有せ

森 情 ー しめHj- 帯 銀行として の重大 なる使命を全うせしめ

常行は大衆 の銀行であると共 に新築敷地が ljt 減 且 は凶 ｾ ｬｬｩ 築とし て 遺憾 の 駄なから し むる も の と

の繁華経の中 心地で あるととろから 市 街美 と 云ふ と 信ず る次第で あります。

とも考慮を要す るので あり まし て此 の立前 か らど お選外にも優秀の力作多数を得ま した ので共の

う云」、ものをmてればよ い か専門家の研究に狩ち 幾っか を佳作と して挑 jをすることと し多少 な習と

更に之を専 門的権威者たる 審査員の方 々に選定阪 も態募者に報ゆ るととに致しました 、只 三毎 食ー

ひますれば前記希三塁達成は勿論朝鮮の建築界向上 名火 となりま した のは遺憾ではあ りま すがとれも

の一端と も成るとと L 作じ新築設計図案を一般に 審査の鍛選を意味するも の として御寛恕 を御願ひ

募集致 しましたところ紋 上 の 目的 に賛同下さいま いたし たい。

して朝鮮内 は勿論三! 向' 十八 ¥1，孫、北海道 、主主湖 、満 絡 リに朝鮮に初 めての試み なると の懸賞募集を

制、」 ニ 海等よりも感募を Ｑｾ Ａ そ の数も二 百六十九 ｩ ｩｉＱ 断行せ られ朝鮮建築界の向 k と五重度に多大 の御 媛

JYJ と御到¥f 砕を有 する 頭取森さ んと 、 ζ の懸賞 に態

の多数に 主主 しましたととは感汲 に 堪 えない次第で

あ りま す之等感 凶案は審査員の方 に々般草野な審 査 募し熱心と良市自の 1J 作を提供せられまし た二百

六十九名の方 々に多大 D 敬意と感謝をさ :.. <. る次

を願 ひま して別 主主宝章表の ii H決 定数し ました 。

態募凶案 は何れも結構な出来 映 えで 多大の努力

の跡が鋭はれ御苦心 の貼を感謝してゐる次第であ

P ます只三 等 二 名の漁定が若手査の結果一名とな り

ました ととは遺憾に狙えません然し選外佳作とし

第であ ります。

圃 案 審 査 織 評

務査員 中 村 誠

て四名選出せら れました ことは喜ばしい次第で 之 l 、懸質問案悠募要立が珠?旬、以上に多かったことは

等の方々に は賞合若干を贈呈 申上仁ると とと放し 朝鮮 ill 築界の向 上滋遠の鴛 め欣快 に堪えない所

である

ました 、斯く今回 の企が灯成 紛に終 りま したとと J  

は一般の御切IJ 1 J の賜で ある と とを 深〈 感謝 する 次 l 、t;t 選脳l案 は皆優秀なるもの で京械の中心市街

に建設されて都市美を充分に強調Iする に足る も

第であ りま す。

審 査 感 想

審査員 笹 a  

本懸賞 は朝 鮮と云ふ特 J1} の気候風土の土地で あ

り又 態 募設 計 lUJn司は llYiかに 二ヶ 月の短期 IHj で あ り

ます るので内地 在住の方々の路募数に就て 多少の

疑念を持ちました民主 rj}1・f は総書生二百六十九 の多数

を得 、 内地 に於て ＱＱＮ て行 ｬ 土 れ ました懸賞の ｂＱＮ ｾｾｽ［ ｲｸ

と比絞して激期以上の成 功で あった事を第一 に巾

.1-，ー げたいの であります。

又森査をして見ますると; J : t の様式、手法2Hf 各貝

の思ひ思ひで あ 担ます は勿論でありまする が大位

銀行建築と云ふ事にＱｦ ｴ きを置かれたｾでもありま

しょう が、 何方も良而 自に御努力せられ まし た1J

1' 1' が大部分を 占め られまし た: j' ;は第二 の寝ぷペ き

i j} であ りました 。

今凶入選せられました作は何れも新興の大京城

とし亡閣際的に重大なる使命を有する 大都市の「

シ ピッ クセンタ ー」に ill つ銀行 としては新時代に

遁隠する新味を 表 1;;: L 、別凶統設建物との翻平日は

J X  7 2  

のである。

1、5J 空事| 凶案は銀行 建築に多く見る近1止彼輿式で

ある が 形位の 均整の 探れ たｬｊＴＮ羽ｾ Ｑｉ Ｑ Ｚ 鹿のＡ感を奥 へ

る ｬ 同 案と云ふべきで鮮銀防御加闘 の ｾ設住物と

同一様式である ζ とは市街の調 和美の上に 一段

の光彩 を添える もの で ある。

二等| 凶案を近1止「ロマネ スク ーJ 式の優美Z信託な

手法でよく纏 った美 しい|凶案 であ るが銀行とし

ては多少繊細 華 美に泌ぎる鮎があるとも云へ る

ものであ る。

ZJ 等悩l案は 東洋趣味を採入れた駄 が特徴で !U:1!i

な感じのする. t えい悩1案で はあ るが建物の性質か

ら見 ると 的多少 の洗練を1 : . t する様にも恩ふので

ある 。

l 、イ U'f' 1主何れも近代的の感じ のする もので優Jifl:

なU: Z):ii 凶な趣きを多分に持っ た推賞すべき 凶 案

である。

1、f訂此外にも構想 、規 模の駄に於て又は細部の 、

手法に於て多大の努力を 排 はれたる力作の多〈

が見受けられた のは敬肢のヨa II である。



一 等 平 林 金 吾 010; ':)

一 等 松 本 松 審 〈 京成〉

佳 作 大倉土木株式曾社建築殻計部 ( 東京 〕

佳 作 片 岡 繁 二 〈東京〉

三 等 新 田 房 長 ( 東京〉

佳 作 吉 田 安 太 郎 ( 東京〉

佳作 宮内省内匠寮造営 課 代 表 者 永 井 孝 直 ( 東京〉
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御 池 女 は すべ て 前 令で 本 合 直 接 又 li 特 約 底 へ

振 替 貯 金 叉 は j主将で御例込を駅ひます郵岩手代

ｊ ｆｊ は 一 割 ｊｾ 、 代命日ｼ 換 はお笥 ｩ り数し ます。
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